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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　１




　枯かれ山さん水すいの庭に立ち、冬の夜空を眺ながめ、無む玄げんははぁ、とため息をついた。

　本当に月を楽しみたいのなら、星の見えない夜がいい、というのが小鳥遊たかなし無玄の持じ論ろんだった。そう、雲に覆おおわれ星の光のない空にこそ、月の美しさは際きわ立だつ。まったくの闇やみのなかに、くっきりと孤独に浮かぶ月もいい。雲に隠かくれてぼやけた月の、周囲を照らしてほのかに明るいのも捨てがたい。だが無玄がもっとも好むのは、雲の切れ目に浮かんだ月のその輝いた表面を、水に流した墨すみのように霞かすんだ雲が流れて過ぎていく光景。

　雲があり、風のある夜こそ、月が輝く最高の舞台。

　そして、四方を山に囲まれて夜の暗い日ひ炉ろ理り坂ざかは、まさに月を眺むに絶ぜつ好こうの場所。

　今、絶好の場所で最高の舞台を見上げ、無玄は再びため息をついた。

「……はぁ」

　今夜の月は、実に、いい。

　月が、右みぎ端はしのわずかに欠けた立たち待まち月づきなのがまた、いい。

　満月を過ぎれば、月は欠け始める。欠けない望月もちづきなど存在しない。だがそれは、再びの満月への最初の一歩でもある。

（そうだ、月は欠け、そして再び満ちる）

　衰すい退たいと没落、そして試し練れんと再生を象しよう徴ちようする月、立待の月。

　それが今、今日という日の絶好の空に輝いている。




　──たちまちの、月。




　感かん極きわまった無玄は、大きく息を吐き、吸い、二度三度と深しん呼吸をしたのち、身体からだ中に満ちて沸き立つその感かん慨がいを、一首詠よむ、という形で表現してみた。




『たちまちの　月を背後に　タッチ待ち』

（陰いん暦れき十七日の月は、立って待っていても疲れないぐらいすぐに見られることから立待月と呼ばれるが、やんぬるかな、その出の早いたちまちの月を背後に自分の出番をいまかいまかと待っていることだよ。──小鳥遊無玄・訳）




「……ああ」自分の詠んだ歌を吟ぎん味みして、思わず会かい心しんの笑えみを浮かべる無玄。

（……いい、できだ）

　月に自分の状況を見事に重ね、難しくなく分かりやすく、しかも今いま風ふうに諧かい謔ぎやくを加味してある。和歌としては下の句がないのがアレだが、これはここでとめておくのが正解だろう。……なかなかのでき映えではないか？　聞かせる相手がいないのが残念だ、と無む玄げんは歌をメモ帳に書き記しながら思った。無玄の周囲には、歌うた心ごころを解する人間が一人もいない。しかも学ぼうとする心がなく、無玄が歌を聞かせようとすると途と端たんに逃げ出す始し末まつである。やんぬるかな。やんなるなぁ。

「……はぁ」

　自分の歌のでき映えに（そしてそれを聞かせる相手がいないことに）ついに三度目のため息をついた無玄に、

「……相変わらず、月が好きなんですね」

　背後から、穏おだやかな声。

　無玄は振り返った。

「……由ゆ布ふ子こさん」

　由布子さん、と呼ばれた和服の女性はゆっくりと、母おも屋やから庭に下り立った。しゃりしゃりと白い小石の海を踏みしめ近寄ってくるさまを、無玄は黙って眺ながめていた。何をしても絵になる人だ、と思いつつ。

　無玄の傍かたわらに立ち、月を見上げる由布子。

　無玄は尋たずねた。

「どうかしましたか？　娘さんの、そばにいなくても……」

「私は、『祓はらえ』の邪じや魔まになるそうです」

　……無玄は大きく息を吐いた。

「すいません、まったく礼れい儀ぎ知らずなやつで……」頭を搔かき、口もとに笑えみを浮かべる。「しかしまぁ、心配することはありません。あいつは見けん鬼き、性格はともかく、腕は確かですから。あなたの娘さんの病気は、必ず治ります」

「……ええ」

「……では、ここで一緒に待っていましょうか」

「……はい」

　沈ちん黙もく。

　その沈黙は、けして居い心ごこ地ちの悪いものではなかった。だが、そう感じること自体にどこかいたたまれなさを覚えて、由布子は沈黙を破った。傍らに立つ、ロン毛に茶パツ、左眼には海かい賊ぞくのような眼帯アイパツチというふざけた格かつ好こうでありながらどことなく威い厳げんを漂わせた、自分と同い年の若い神しん官かん──新あら鷹たか神社の宮ぐう司じである──を見、尋たずねる。

「見鬼……と言いましたよね」

「ええ。鬼を見る、と書いて見鬼、です」

「……見鬼とは、鬼が見える者ということですか？」

「……まぁ、そうです。新あら鷹たか流では、鬼を祓はらえる者も同様に見けん鬼きと言いますが」

　由ゆ布ふ子こは息を吸い、あらためて無む玄げんを見つめた。

「……それは、つまり私の娘の病気は、鬼が取り憑ついているせい、ということなのですか？」

　無玄はあごを搔かいた。

「ああ、いえ、そうではありません。……そうではなくて、ええと。……多少長ながく、難しい話になりますが、構いませんか？」

「お願いします」

　ごほん、と咳せき払ばらいして、無玄は話し始めた。

「ええとですね、……つまり、こういうことです。西洋医学というものは、病気を器き官かんのダメージとしてとらえ、器官を直すことで病気を治します。これに対し東洋医学は、病気とは全体のバランスの乱れが生む、と考えます。したがって、調和を整えることで病やまいを治そうとする」

「はい」

「そして私の新鷹流は、病気を空間の歪ゆがみとして扱うのです。その歪みを祓い、空間を正常に戻すことで病気を治す……分かりますか？」

「……なんとなく」自信なさげにうなずく由布子。「……では、『見鬼』が見る『鬼』とは、空間の……歪み、のことなのですか？」

「存在、情報、現象、行為──全すべては重力、電でん磁じ力りよく──空間の歪みとして表せます」無玄は笑った。「人間だって、畢ひつ竟きよう、森しん羅ら万ばん象しようが生み出した複雑怪かい奇きな空間の歪みでしかありません」

「……」

「こう言えば分かりやすいかな？　見鬼は、病気を無理やり鬼に変え、その鬼を倒すことで病気を治すのです」

「……そんなことができるのですか？」

　もちろんです、と力強くうなずく神しん官かん。

「極論すれば、神しん道とうとはそのための技わざなのです。自然現象を、災さい厄やくをもたらす大きな力を無理やり擬ぎ神じん化かし奉たてまつることで制せい御ぎよする、それが神道です。日本人は、それが自然であろうが怨おん霊りようであろうが、あるいは単なる人間であったとしても、大きな力であるとみるや神に祭まつって制御しようとしてきた。将まさ門かど公こうや天てん神じん様などがその典型です」

「……」

「私の新鷹神社もそうです。うちの神様は、金きん星せい神しん──邪じや神しんなんですよ？　それが祟たたりを起こさないよう、邪神を神様として祭っている」やれやれ、と無玄は肩をすくめた。「まったくたまげた話です」

　由布子はくすり、と笑った。

「あなたは本当に……不ふ敬けいな神かん主ぬしさんですね」

「私は科学的な神主なのです」無玄は真ま面じ目めくさって言った。「だから私は誰よりも、神を愛し、敬うやまい、そして畏おそれています。信じる以前に、知っているから。それが本当に存在する、ということを。……だから……」

「……」由ゆ布ふ子こは無む玄げんを見つめた。

「……」無玄は頭を振り、笑った。「横よこ道みちにそれましたね、話を戻しましょう。とにかく、我我は空間の歪ゆがみを『鬼』と名づけ、それに対処することで病気を治すのです」

「鬼と、名づけて？」

「そう……名とは、重要な意味を持ちます」

　無玄は、おもむろに空を指差した。

「由布子さん、あれがなんだか分かりますか？」

　由布子はゆっくり空を見上げた。

　首をかしげ、尋たずねる。

「……月、ですか？」

「そうですね、月です」無玄はうなずいた。「さらに言えば、立たち待まち月づき。月はその満ち欠けに応じて様々な名を持ちます。満月、三日月、新月に上じよう弦げん下か弦げん立待月……ですが、そうした名を知らぬ者にとって、月はただ、『月』でしかない。形が違うことは分かっても、『月』以外の形容を知らない。そうした者にとって、月はただ一種類しか存在しない」

「……」

「ですが我々のような者にとって、月は重要な存在です。だから、たとえば私は、月の呼び名を大別して七十二種、知っている。私にとって、月は七十二個あり、それぞれ違っているのです。そして、それはつまり、私にはあなたに見えない月が見えている、というのと同じことでもある」

「……」

「草花の種類を知らない人間にとって、道みち端ばたの草などただの『雑草』でしかない。彼らには、草はただ草にしか見えない。だが『見える者』には、他と違う『草』が見えます。……いや、草だけではありません。そこに食料が見えます。薬や、そして毒の材料が見えます。そこに棲すむ生物が見え、環境状態、季節の境きよう界かい、天候の変化からその土地の歴史さえ見える。だが見えない者には、ただの草しか見えない──というより認識できないのです」

「……分かるような、気がします」

「たとえば雪を知らない者にとって、雪とは『雪』一種しかない。しかし雪国に住む者にとって、雪には実に様々な種類がある。魚を食べない者にとって、魚はただ『魚』でしかない。それを捕まえる方法を、ただ網あみや釣り糸を垂れることしか知らない。だが漁りよう師しは魚の名を知り、その名に応じた見分け方、探し方、捕まえ方や料理の仕方、即すなわち対処法を知っている」

「……」

「見けん鬼きも、それと同じです」無玄の隻せき眼がんが、空の遠くをさまよう。「……そう、普通の人間には認識できない空間の歪ゆがみを見けん鬼きは見、対処できる。……そうした見鬼になるために、空間の歪みに名をつけ、体系化した──それが神しん道とう新あら鷹たか流」

「それが……見鬼」つぶやく由ゆ布ふ子こ。

　無む玄げんはしばらく遠くを見ていた。

　やがて由布子に視線を戻し、笑えみを浮かべて言った。

「通常、我々は長年の修行──努力と経験で、その力を身につけます。……ですがときには、生まれながらにその能力を持つ者がいる。霊れい感かんが強い、などというレベルではなく、天然自じ然ねんに空間の歪みを見、認識できる者がいる。それこそが、真に『見鬼』と呼ばれる者」

「では」

「そう」無玄はうなずいた。「天然自然の真まことの『見鬼』、それが私の娘──恕じよ宇うなのです」

　……まぁ、子供は多かれ少なかれ見鬼の力を持っているとも言いますけどね、そう言って、微笑ほほえむ。

「……とにかく、性格はともかく、実力は本物──その恕宇が、今あなたの娘についているのです。だから絶対、大丈夫。あなたの娘は助かりますよ」

「……そう、ですね」

　由布子も微笑み返した。無玄のことは信頼している。他の誰よりも信頼できる、それが由布子にとっての無玄だった。




　　　２




　しばらくして、

「ごめんなさい」由布子は無玄に頭を下げた。

　慌あわてる無玄、「そんな、いきなりなんです？　やめてください」

「でも、こんなこと、頼んでしまって……」

「……いいんですって。恕宇にもいい修行になりますし……ああ、でも、舞まい原ばる家には内ない緒しよにしてくださいよ？」言葉を切り、「……もちろん、あなたの夫にも」

「……分かっています」

　彼女の夫は、今、この家にはいない。

　そして恐らく、娘の状況すら知らない。

　気にしていない。

「……口こう外がいはしません」由布子はつぶやいた。

「……冷たいようですが」ごほん、と喉のどを鳴らして、無玄は言った。「いくら我々がその力を持っているとしても、『病気』を祓はらうことは本来許ゆるされないのです。たとえそれができるとしても、してはならない。我々は、どこかで線を引かなければならない。そうしなければ、きりがなくなる」

「……ごめんなさい」由ゆ布ふ子こはもう一度、頭を下げた。

「ああ、いえ、今回はいいんです」無む玄げんはぶんぶん手を振った。「……確かに一線は必要ですが、力とは本来勝かつ手てを通すためのもの」

「……勝手、を？」

「生きる、ということは、死を定められた者の最大のわがままだとは思いませんか？」

　これは無玄の持じ論ろんであり、かつ無玄なりのユーモアだったが、由布子は黙ってうつむいた。それはそうだ、娘の生死を心配している母親が、こんな台詞せりふに笑えるはずがない。慌あわてて無玄は言い添えた。

「と、とにかく、どんな理由があろうとも友人を助けられないような力に価か値ちはありません。あなたは私に、私の力の価値を証明する機会を与えてくれたんです。だから、謝る必要はありませんよ」

「でも」

「ですから、もう一つの方でお願いします」

　由布子は一瞬、きょとんとし、

　微笑ほほえんだ。

　そうね、と笑い、かすかに首をかしげて言う。

「ありがとう、無玄」

　無玄も、笑顔を見せた。

　月は依い然ぜん、空に輝いていたが、もはや無玄がそれを見上げることはなかった。そして無玄は思った。そうだ、さっき作った歌を、由布子さんに聞かせてみよう。何しろ久しぶりの自信作なのだ。由布子の感想をぜひ聞きたい──

「そうだ由布子さん。実は一首──」




　　　３




　少女の母親が部屋から出て行くのを見届けて、恕じよ宇うは『祓はらえ』の準備を始めた。

　もっとも準備と言っても、部屋の四よ隅すみに音おん響きよう装置を置き、テープでドアを内から閉めただけだが。

　これで誰も入れない。

《いーけないんだ、いけないんだ！》周囲で騒ぎ始める、茫ぼう洋ようとした『クロ』たち。《恕宇ってば、いーけないことしようとしてるー》

「いけないことって、なんだよ。あたしはこの子を、助けようとしているんだぞ？」

《その立場を、利用している！》一いつ斉せいに声を上げるクロ。《それってセクハラ！　いーけないんだいけないんだ！　小鳥遊たかなし恕じよ宇うはいけないんだ！》

「うるさい！」

　恕宇の一いつ喝かつで、いーけないんだいけないんだの合唱は消えた。代わりにごそごそもそもそという身じろぎの音とささやくような声が聞こえ始めたが、それは恕宇にとってもうお馴な染じみのものだったので気にならない。それは恕宇にしか見えず、聞こえず、したがって恕宇が気にしなければ存在しないも同じこと。というより、そもそも存在しないのだ。恕宇の視線のなか以外では。

　ささやき声のひしめくなか、

　恕宇はゆっくりと、自分より一つ年上なだけの幼い少女に近寄った。少女は豪ごう奢しやな布ふ団とんに横たわり、苦しいのだろうか、時折ふうと荒い息を吐いている。

「……寝ているのか？」

　返事はない。睡眠薬が効いているようだ。

（……起きていても、それはそれで面白かったけどな）

　そんなことを思いつつもさらに念ねん入いりに寝ているのを確認し、恕宇はそっと、少女の熱に赤く染まった顔に白塗りの面をかぶせた。特殊な香こう木ぼくでできたそれは、被ひ面めん者を軽いトランス状態に陥らせる効果がある。寝ている者にかぶせれば、もはやちょっとやそっとのことでは目が覚めなくなる。

（念には念を、だ）

　効きすぎれば永久に目が覚めなくなるが、そんなの知ったこっちゃない。

　少女に面をかぶせ、その効果が現れるのを待つ間、恕宇はこっそりと、少女の枕まくらもとにいる鬼を観察した。

　観察し、

　ああ、あれか、と内心うなずく。恐るるに足らない、これまでに何匹も倒したことのあるやつだ。それは人に憑つく鬼のなかではもっとも多い、いわゆる『心しん因いん性』の鬼だった。恐らくこの子は、どこかでショックな場面に遭そう遇ぐうしたか、あるいは長く積もり積もっていたストレスがついに爆発したのだろう。それが『鬼』を生み、いまだ取り憑かれているのだろう。経験の浅い恕宇には、それ以上の判断はできない。だが、その鬼が自分にとって脅きよう威いではないことは分かるし、それで充分。

　鬼はきょろきょろと落ち着かずに、恕宇の方をうかがっている。

　恕宇がこちらを見ているのか見ていないのか確信が持てず、気になっているのだろう。果たして恕宇が獲物なのか、それとも単なる背景オプジエクトなのか──鬼は、野生動物と同じだ。反応するのは敵か、えさか、縄張りを侵し自分に意志を向けてくる者だけ。普通の人間には鬼が見えないように、鬼にも普通の人間は見えない。単なる風景にしか見えない。鬼が見えるのは、鬼を見ている、そして見ることができる者だけ。だから鬼は、間接的に人間を苦しめることはあっても直接的に危害を加えることはない。できない。もっとも、恕じよ宇うのように鬼を見ることができる者については話が別だ。いわゆる『見けん鬼き』は鬼の方にも見ることができ、そして見鬼が鬼を殺せるように鬼も見鬼を『狩かる』ことができる。だから鬼はそういう人間を見つけると、喜び勇んで襲おそってくる。

（──畜ちく生しよう）

　恕宇は突然、激しい怒りに襲われた。

　見えていないふりをしながら、（お前は人間なんて、単なる獲え物ものだと思っているのだろう？）そう心のなかで鬼に向かって問いかける。

　確かに普通の人間は、鬼に対して何もできない。

　籠かごのなかの鳥を撃うつように、労せず殺せる獲物だろう。

　だが、あたしは違う。

　あたしは強い。強いのだ。

　あたしは見鬼、

　特別な存在なのだから。

（待ってろ、用事がすんだらすぐに）

（殺してやる。この手で）

　心のなかで吐き捨てて、

　恕じよ宇うはあらためて、布ふ団とんに横たわった少女に向き直った。すぅ、と穏おだやかな寝ね息いきを立てている少女の仮面はそのままに、

　おもむろに、着ている服を脱がせ始める。

[image: ]

　パジャマの上下に、下着。裸ら体たいはすぐに現れた。あっという間に幼い少女を裸はだかに剝むくと、恕宇はそれを、科学者のように観察し始めた。年上の、大人おとなの女性の裸を見たことはあったが、自分と同じ年代の子の裸を見るのは初めてだった。そして、自分と同じ年代の子の裸を見られると思ったからこそ、恕宇はこんな、病気を祓はらうという医者の真ま似ね事ごとみたいなつまらない『祓え』を引き受けたのだった。

（……ふふ、ふ、大きな着せ替え人形だ……）

　心のなかで笑いつつ、うつぶせにし、仰あお向むけにし、引っ繰り返して何度も見る。足を開かせ、身体からだを曲げさせ、少女の身体を観察する。観察し、自分の身体と見比べる。初めて目にした自分と同じ年とし頃ごろの子の裸に恕宇が思ったことは、

（……あたしと、同じだ……）

　どこにも違うところはない。

　まったく同じ、肉体。

　強いて挙げれば、恕宇より胸が膨ふくらんでいるぐらい──

（……一緒、なんだ……）

「……あっ？」

　突とつ如じよ脱力感に襲おそわれて、恕宇はその場にへたりこんだ。

　身体からだ中から、力が抜けていくのを意識して、

　なんだよ、しっかりしろ！　と自分自身を叱咤しつたする。

（……なんなんだよ、分かっていたはずだろ？　肉体自じ体たいは同じだってことは。そう、見けん鬼きと普通の人間は、ただ脳が、情報の捉とらえ方が違うだけ──）

　分かっていた、はずなのに。

（なんなんだよ、これ！）

　急激な脱力感に襲われたのを、恕宇は自分が失望したからだと思った。決めつけた。そうともあたしはきっと、がっかりしてしまったんだ。あたしは期待していたのだ、自分が脳だけではなく肉体から、普通の人間とは違うことを。だが違っていなかったから、思わずがっかりしてしまったのだ。そうに決まっている──

《違うよ、恕宇》耳もとに、クロたちのささやく声。《たとえ身体は同じでも、恕宇はやっぱり怪物だよ。だってぼくらが見えるんだから》

「……うるさい」

《いいじゃない、怪物ってのは、特別だってことなんだから》笑うクロたち。《そう、恕宇は特別！　たとえ見かけは同じでも、中身は特別、特別な──》

「黙れ！」

　恕じよ宇うの一いつ喝かつに反応し、部屋の四よ隅すみに設置された音おん響きよう装置が鳴めい弦げんの唸うなりを上げ始めた。弦げんの鳴る低い音が部屋中に満ちるなか、ささやくような悲鳴を上げて、無数のクロは次々に消しよう滅めつしていった。独立した実態を持たず空間への依存率が高い『鬼』は、音に、大気を震動させるものに弱い。恕宇の視線のなかでは、弱い鬼はただ弦を鳴らす音に震えただけで消滅する。

　恕宇は、少女の頭の辺りをうかがった。

　そこでもやはり、病びよう魔まの鬼が苦しそうに身をよじっている。

（……苦しんでいる！）

　自分以外の全すべての鬼が苦く悶もんに震える光景に、

　悦よろこびと、

　そして吐き気を覚える。

　なんて弱い、弱い存在なんだろう。

　しかしそんな弱い存在にさえ、普通の人間は勝てないのだ。

　恕宇は、恕宇に剝むかれて裸はだかのまま転がっている少女を見下ろした。……この子は、恕宇よりも年上（一歳だけど）でありながらこんな弱い鬼すら倒せず、半年近くも布ふ団とんから出られなかったのだ。そして今、恕宇の興味の赴おもむくままに屈くつ辱じよく的におもちゃ扱いされているのだ。

　これが、普通の人間であり、

　これが、弱いということなのだ。

（……でも、あたしは違う。あたしは見けん鬼き、強い存在。人間じゃない、特別な、そう、強い存在なんだ！）

《……貴き様さま！》

　怒りの声に、恕宇は見る。

　少女の頭にまとわりついていた病びよう魔まの鬼が、浮かび上がり、恕宇をにらみつけている。

　鬼は叫んだ。

《貴様、見エテイルナ？　俺様ガ見エテイルンダナ！》

「ああ」ふん、と笑う。「見えているよ。苦しそうだな」

《貴様！　貴様！　貴様！》鳴弦の音に身み悶もだえしつつ、空中に浮かび上がる鬼。《コノ音ヲ止メロ！　止メロ！　止メロォ！》

　鬼の苦悶の叫びに、抜けていた力が戻ってくるのを感じ、恕宇は立ち上がった。

　手を握り、開き、身体からだの調子を確かめつつ、

　冷笑を浮かべ、鬼に告げる。

「苦しいだろ？　身体を持たないお前らは、こんな音でも苦しいだろ？　欲しいだろ？　実態が。音に負けない実態が」

《貴様！　貴様！　貴様！》

「苦しいだろう？　音が。空の震えが痛いだろう？　ならば来い、こちらに来い。こちらの水は甘いぞ、だ。あたしがお前に、うまい名をやる。あたしがお前を名づけてやる」

　お前を名づけ、

　実態をやる。音に負けない実態を。

　アア、アア、と身み悶もだえしつつ、恕じよ宇うに近づいてくる鬼。

　そうだ、望め、と恕宇は心しん中ちゆうつぶやいた。実態が、名前が欲しいと心から、望め！　それがお前の存在を縛しばる。あたしの視線が、あたしのつける名前がお前の存在を縛り、お前は実態を手に入れる。

　音に負けない実態を。

　あたしが殺せる実態を。

　鬼が苦しみに、絶ぜつ叫きようを上げた。

《貴き様さまア！》

　恕宇は声高く笑った。

「どうした？　来い！」

　叫ぶと同時に懐ふところから札を出し、床へと打つ。特とく殊しゆ加工のなされた札は、床に当たるやすぐに燃え出す。鬼きとは木、火は木より生じて土と化し、土とは即すなわち死、終しゆう焉えん。床に火の陣じんができあがるのを待ち、恕宇は片手に小こ刀がたなを抜いた。金きん克こく木もく──金きん気きで鬼（木）を火に追いこみ土と化す、これぞ新あら鷹たか流五ご行ぎよう陣じん。

（……あっ）

　視し界かいの隅すみに、舞った火ひの粉こが裸はだかの少女に降りかかるのを捉とらえ、恕宇は一瞬しまったと思った。が、すぐに口もとを冷笑に歪ゆがめた。ピンポイントの炎ほのおは多分あの子に消えない火傷やけどを残すだろう。だが、それがなんだ？　こちらは、何の義理もないのに命を助けてやっているのだ。感謝されこそすれ文もん句くを言われる筋すじ合あいはない。

　構うもんか。

　弱いのが、悪いのだ。

　恕宇は少女と火の粉をそのままに、口もとにも冷笑を残したままで、改めて鬼に向き直った。鳴めい弦げんの音のなか、苦く悶もんにその身をねじりつつこちらに近づく鬼の姿に、鳥とり肌はだが立つほどの悦よろこびを感じつつ、思う。

（そうだ、あたしはこれが好きだ）

（鬼を殺すのが好きだ）

（怪物を殺すのが好きだ）

（なぜならあたしは強いから──）

　こんな医者の真ま似ね事ごとのようなつまらない『祓はらえ』を引き受けたのも（確かに同じ年とし頃ごろの子の身体からだを見たかった、自分と見比べてみたかったというのもあるが）、結局のところ、恕宇がこれが好きだから──

「さぁ、来い」見けん鬼きの力を持つ少女は再び言った。「来い、そして、お前を見つめ、名づけ、決定する者を見ろ。お前を観る者を見ろ。あたしの名は、小鳥遊たかなし恕じよ宇う──」

　鬼を見る者。見鬼。

　特別な、存在──







　小鳥遊恕宇。

　齢よわい九歳さいの冬、だった。
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　若く野の太ぶとい男の声が、大城跡ゆめあと小学校四年二組の教室中に響ひびき渡った。

「小鳥遊たかなし恕じよ宇う！」

　その名が呼ばれるのはもう三度目で、声もほとんど金切り声になっていたが、それでもその名の主ぬしであるところの後頭部に結ゆわれた黒くろ髪かみが動くことはなかった。その名の主はもうとっくに目を覚ましており、自分の名が三回呼ばれるのを聞いてはいたが、しかし机から顔を上げようとはしなかった。寝たふりを続けていた。もっとも、表面的には身じろぎもせず眠ったふりを続けながらもその内心はマグマのように熱くどろどろに煮えたぎらせていたのだが。

「小鳥遊恕宇！」

　おのれ、と心のなかで吐き捨てる。……貴き様さま、いったい何なに様さまのつもりであたしに指さし図ずしてるんだ？　なるほど、今は授業中である。授業中に眠っている児童がいたら、先生としては注意するのが当然だろう。

　だがそれは、

　普通の人間に限って、の話である。

　そして恕宇は普通ではない。

　新あら鷹たか神社の宮ぐう司じの養よう女じよであり、巫み女こであり、『見けん鬼き』である小鳥遊恕宇は、断じて普通の人間ではない。特別な存在である小鳥遊恕宇は、そもそも普通の人間が気軽に声をかけていい存在ではないのだ。

　にもかかわらず──

「小鳥遊恕宇！」

（うるさい！）

　無ぶ遠えん慮りよな声に激しい怒りを覚えつつ、しかし寝たふりを続ける恕宇。

　眠ねむ気けはとうに消えていたが、代わりにむかっ腹が立っている。

　そもそも恕宇は、今日は朝から機き嫌げんが悪かった。

　原因は前の晩、義ぎ父ふである小鳥遊無む玄げんにしこたま叱しかられたせいだったが、そのせいで、恕宇は起き抜けから機嫌が悪かった。朝、出がけに怒宇の世話係であるみゆきを泣くまでいじめて来たのだが、それでも気分は晴れなかった。だから恕宇は、寝ね不ぶ足そくも手伝って、こうしてフテ寝していたのだが──

「──ね、たかちゃん、呼んでるよ？」

「……きゃん！」小声と同時に脇わき腹ばらを何かでつつかれ、思わず身をよじる恕宇。

（……この！）

　慌あわてて寝たふりに戻りつつ、自分をつついた隣の少女を横よこ目めで思いっきりにらむ。恕宇の目は、見けん鬼きの視線はある種の力を持っている。小動物程てい度どなら一いち瞥ぺつで金かな縛しばりにできる。恕じよ宇うの邪じや眼がんにまともに射られ、少女──名前は確か、新にい見み亜あ緒お──がきゅう、とうめいて気絶したのを確認し、恕宇は満足感と、そして怒りに包まれながら思った。

（……やっぱりあたしは、なめられている）

　去年まで──三年生までは、こんなことはなかった。

　寝ている恕宇を注意する先生も、横からつついたりするクラスメイトもいなかった。誰もそんなことはしなかった。誰もがみんな、恕宇の怖さを知っていたから。一年生のとき、恕宇は、恕宇に自己紹介しなさいと指さし図ずした教師の態度に腹を立て（この大城跡ゆめあとに恕宇のことを知らない人間などいるはずないのだ！）、有う無むを言わさず飛びかかり、半はん殺ごろしにしてやった。その先生は病院に直行し、少なくとも恕宇のクラスに戻ってくることはなかった。特別な存在である恕宇には当然お咎とがめはなく（父親にはしこたま怒られたが）、そしてそれ以降は恕宇を怒らせようとする先生もクラスメイトも現れず、恕宇はまるで避ひ暑しよ地ち（山奥の）にいるかのように快適な三年間を過ごせた。

　だが、四年生に上がる際さい行われたクラス替えのせいで、今のこのクラスには恕宇の怖さを知っている人間が一人もいない。

　誰も、理解していないのだ。恕宇が特別な存在であるということを。バカなガキのクラスメイトどもはともかく、分ふん別べつのつく大人おとなであるはずの担たん任にんさえ。

（あたしのすごさが、分かっていない……いや）

（要するに、なめているんだ。見鬼であるこのあたしを）

　だから無ぶ遠えん慮りよに、余よ計けいなちょっかいを出してくるのだ。寝ているのを邪じや魔ましたり、横からつついてきたり……今までは、そういうふうに扱われたことがなかった、という物珍しさもあって、我慢してきてやったが……

「小鳥遊たかなし恕宇！」

（……もう、限界だ）

　もの凄すさまじい苛いら立だちに胸の内を苛さいなまれつつ、しかし静かに山のように机に突つっ伏ぶし寝たふりを続けながら、その名前と腰まで届くぼさぼさのポニーテールの持ち主である少女は心のなかでつぶやいた。

（もう一度でも、その名前をそのクソ耳みみ障ざわりな声で呼んでみろ）

（絶対後こう悔かいさせてやる）

（お前の一生を、ただでさえつまらないだろうその一生を、めっためったにしてやる！）




「小鳥遊恕宇！」




　顔を上げ、ゆっくりと、あたかも火山が活動を開始したかのようにごごごっと、




　小鳥遊たかなし恕じよ宇うは立ち上がった。
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　まだ四年生であるにもかかわらず、恕宇は大城跡ゆめあと小学校の児童のなかで一番背が高かった。

　しかもぼさぼさの髪を後頭部にのっけるようにポニーテールにしているために、余よ計けいに背が高く見える。

　それは、計算された髪かみ型がただ。

　長い髪は、ライオンのたてがみよろしく持ち主にある種の威い厳げんを持たせる（もっとも、ぼさぼさ髪をポニーに束ねた長身の少女の雰ふん囲い気きは、ライオンというよりも狼おおかみのそれだったが）。古来、髪には霊れい力りよくが宿ると言うが、ポニーに結ゆっても腰まで届く長い髪は確かにある種の雰ふん囲い気きをかもし出す。巫み女こという肩書きと組み合わせれば、それは充分に相手を威い圧あつする武器となる。

　霊力とは、言わば雰囲気の力。

　それは決して、人知の及ばぬものではない。

　自分の長ちよう髪はつの力を意識して、恕宇はわざと気だるげに頭を振り、髪を揺らした。

　そうして、担たん任にんの様よう子すをうかがう。

　担任は、その表情は少なくとも表面的には平静だった。だがその周囲の空間は、見事に彼の胸中を反映して歪ゆがんでいた。この世のあらゆる存在は、『衆しゆう合ごう素そ』と呼ばれる空間の歪みの集まりとして表される。そして、見けん鬼きの瞳はそれを観る。存在を作る一要素──たとえば、この場合なら感情──を、目で見ることができるのだ。

（……怯おびえているな？）

　見鬼の瞳で担任の怯えを確認し、かすかに満足を覚える恕宇。

　担任の口が、開く。

「三時間も遅刻してきたかと思ったら、そのままぐっすりお休みか。久しぶりに出てきたと思ったら……お前はいったい、なんのために学校に来ているんだ？」

　さぁな、と心の内に答える。そんなこと知るもんか、文もん句くがあるなら、義務教育を定める法律に言え。……もっとも、この大城跡は日本ではなく『舞まい原ばる家』の支配する、ある種治ち外がい法ほう権けん的な土地だったりするのだけれど。

　担任の声が、続く。

「いいか、今まではどうだったか知らないが、……お前の父親がどれほど偉い人だろうと、俺はお前を特別扱あつかいするつもりはないぞ！」

　それも大きな勘かん違ちがいだな、と恕宇は内ない心しん吐き捨てる。あたしが特別扱いされているのは、義ぎ父ふの威いを借りているからではない。確かに、義父の無む玄げんはここ大城跡ゆめあとのみならず、日ひ炉ろ理り坂ざかから和わ歌か丘おかまでこの辺へん一帯の土地に強い影えい響きよう力を持っている。だが、それとあたしは関係ない。あたしが特別扱あつかいされているのは、ほかでもない、あたし自身が特別だからだ。あたし自身が見けん鬼きという、特別な存在だからだ。だから──

《そうだそうだ！》視し界かいの隅すみに蠢うごめく茫ぼう洋ようとしたクロたちが、恕じよ宇うにしか聞こえない声でささやく。《さぁ恕宇、こいつに教えてやろうぜ！　恕宇がどれほど特別か、目にモノ見せてやるんだ！》

《だめだよ、恕宇》恕宇にしか見えない存在、仄ほのか幽かすかなシロたちが、諌いさめるように忠告してくる。《前回を忘れたの？　三年前、先生を病院送りにしたとき、無玄にひどく怒られたのを。また怒られちゃうよ？　……恕宇はまだ、無玄に勝てないでしょう？》

（……そうだな、確かにあたしは、無玄には、まだ勝てない……）恕宇はうなずいた。

　今、この場でこいつを叩たたきのめして病院送りにするのは簡単だ。神しん道とう新あら鷹たか流を修しゆう練れんしている恕宇にとって、並みの大人おとななど取るに足らない存在だ。三年前は武器を使ったが、今の恕宇なら素す手ででできる。なんなら手を使わずともいい、幻げん術じゆつでだってそれができる。だがそれをすれば、あの無玄からまたも手て酷ひどいお仕し置おきを受けるだろう。血のつながらない養父であるにもかかわらず（あるいは養父だから、なのか）、無玄のお仕置きには容よう赦しやがない。前回、担たん任にんを病院送りにしたときには、恕宇はこっぴどく怒られたうえに幻術をかけられ一週間、自分をアヒルと思いこまされた。そのときの様よう子すはビデオに撮られ、時折「あのころの恕宇はかわいくて……」なんて言われて来客に披ひ露ろうされている。

　見鬼の恕宇であっても、無玄には、（まだ）勝てない。

　あんな屈くつ辱じよく、二度と味わいたくないが……

（こいつを見逃すのも、業ごう腹はらだ）

（……さて、どうするか……）

　恕宇はゆっくりと、周囲を見渡した。

　静まり返り、息を吞のんで事の成り行きを見守っているクラスメイトたち、そしてその間を漂う恕宇にしか認識できない空間の『歪ゆがみ』──シロやクロたちを観察する。

　恕宇にとって、世界は三つに分けられる。

　敵対するもの『クロ』と味方をするもの『シロ』、そしてそのどちらにも属さない『ハイイロ』である。通常の人間にとってそれは比ひ喩ゆにすぎないが、小鳥遊たかなし恕宇にとっては違う。見鬼である彼女には、実際にそれが見える。敵は『クロ』色そして味方は『シロ』色に見える。もっとも、『ハイイロ』はその混ざり合うものを便べん宜ぎ的にそう呼んでいるだけで（存在とは、クロシロどちらか一方だけ、ということはまずない）、厳げん密みつには灰色に見えているわけではないけれど。

　今、場にはクロよりシロが多い。

　それはつまり、この空間の雰ふん囲い気きはあのクソうるさい先生よりも恕じよ宇うを応援している、ということを示しているが──

（……へぇ、場はあたしの味方か……）

　もっとも、恕宇の味方というよりは、余よ計けいなことを始めた先生に対する抗こう議ぎの気持ちが大部分なのだろう。

（……とにかく、場の雰囲気はあたしを味方しているわけだ）

（だったら……）

　恕宇は、無表情に担たん任にんを見た。

　沈ちん黙もくしたまま。

　こうした状況では、沈黙を先に破った方が立場が弱くなる。何か釈しやく明めいしているような感じを周囲に与えてしまう。場の優ゆう位いを得るために、恕宇は沈黙を続けた。もっとも、どちらにせよ、この沈黙を破るのは向こうになる。なぜなら恕宇は、形のうえでは向こうに注意されて立たされているのだから。しかも恕宇は子供なのだ、どうしたって、向こうがイニシアチブを取り先に沈黙を破らざるを得ない。

　それが周囲に、どんな風ふうに見えようとも。

　恕宇は沈黙を守り、若い担任を見つめた。
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　──長い沈黙ののち、

　ついに向こうの口が開く。

「分かったか？　小鳥遊たかなし恕じよ宇う！」

（……何を分かれってんだ、バカ）

　あまりにとってつけたような担たん任にんの言葉に、恕宇は内ない心しん吹き出したがもちろん表情には出さなかった。無表情に、しかし自分の優位を楽しみつつ、沈黙を続け、相手を見つめる。見つめつつ、思い出す──そうだ、こいつ、名前は確か春はる川かわ拓たく哉や──通称ハルタク、この春赴ふ任にんしてきたばかりの希望に燃える新しん任にん教師──熱ねつ血けつ教師だ。ならば恐らく、今こいつが恕宇の態度を注意している理由は──。

　恕宇はようやく、沈黙を破った。

　生まれた言葉は「……分かりません」

　目を見開く春川。「……何？」

　恕宇は微笑ほほえんだ。

「今までは、あたしが何をしようが誰も文句は言いませんでした」よそゆきの女おんな声ごえを出す。自分が九歳さいであることを生かし、無む邪じや気きに聞こえるよう意識して、言う。「そしてあたしも、邪じや魔まされない限り誰にも迷めい惑わくをかけていません。……今までは良かったのに、どうしてこれからはダメなんですか？」

「……それは……」

「あたしは見けん鬼き、特別なんです」その台詞せりふがどのように周囲に、そして相手に届くか理解しつつ、無む邪じや気きを装って告げる。「だから先生も、ちゃんとあたしを特別扱あつかいしてください」

　恕宇の言葉に、

　春川拓哉新しん担たん任にん──愛称？　ハルタクの表情が、『哀かなしげ』に歪ゆがむ。

　ああ、やっぱり、と恕宇は思った。

（こいつはあたしを憐あわれんでいる）

（あたしが、わがまま放ほう題だいに育てられているのだろうと憐れんでいる。だからあたしはろくな大人おとなにならないだろうと、将来のことを心配して、憐れんでいる──）

　間違いない、

　こいつがあたしに指さし図ずしているのは、あたしが学校の決まりを破っているからでも、あたしの態度が気に食わないからでもない。あたしを憐れみ、その将来を心配しているからだ。あたしを正しい大人にするため、あたしのためを思えばこそ、なんて考えて、こうして注意してきているのだ──

　……果たして、春川は言った。

「……小鳥遊、……いいか？　今まで良かったんじゃない。今までが、間違っていたんだ。もう四年生、低学年じゃないんだから、しっかりしたお姉さんにならないと──」

（……ろくな人間にならない？）

　恕じよ宇うは再び押し黙り、春はる川かわを観た。

　この年若い担たん任にんは、理想に燃える新しん任にん教師は、多分、純粋に、あたしのことを心配してこんなことを言っているのだろう。……そう、純粋に、あたしのためを思って──

　純粋に──

（あたしを普通の人間扱あつかいし、憐あわれんでいるんだこいつは！）

　冷たい怒りが全身にみなぎる。

（確かに普通の人間なら、そうした注意は必要だろう。だがあたしは、普通じゃない。あたしは見けん鬼き、そんじょそこらのガキじゃないんだ！　それを、こいつは……！）

（あたしを、）

（普通の人間扱いしてる！）

「……小鳥遊たかなし？」怪け訝げんそうに声をかけてくる春川。「……分かるか？　俺の言っていることが。いいか？　見鬼と言うのは、確かに特別なことかもしれない。特殊な才能なのかもしれない。だがそんなのは今だけだ。この土地でだけの話だ。将来、大人おとなになったとき──」

「……」かもしれない？　だと？

　恕宇は冷笑を浮かべ、ああ、と内心うなずいた。……ああ、分かった。だから、いいから、御ご託たくはやめろ。……よく、分かったよ、あんたの言いたいことは。あんたのことも、そしてあんたの純粋さも。あんたは、あたしのためを思ってそんなことを言っているんだ。そうとも、あたしを憐れみ、あたしのためと信じて、余よ計けいな指さし図ずをしているんだろう。純粋に、あたしのために──ああ、と恕宇は微笑ほほえんだ。……ああ、分かった。……だからあんたを、半はん殺ごろしにしたりはしない。

（その代わり、）

（……あんたのその純粋さそのものを、滅ぼしてやる──）

　それが、

　このあたしを、小鳥遊恕宇を、怒らせたことに対する罰──

　愛らしい笑えみを浮かべたまま、

　恕宇はゆっくりと、右手を後頭部に持っていった。

　春川の、そしてクラス全員の注目のなか、

　これ見よがしにポニーテールをほどく。

　おお、と声が上がった。

　ざわめくクラス──見鬼の目で場の雰ふん囲い気きの歪ゆがみを捉とらえ、恕宇はふん、と嘲ちよう笑しようした。

　別に、特別なことをしたわけではない。

　恕宇は、ただ髪をほどいただけだ。

　だが、普通ならなんの意味もないその動作も、この雰囲気でやれば特別になる。恕宇が行えば、それはさらに『特別』となる。なぜなら恕宇は『見鬼』であり、『巫み女こ』だから。そして、皆がそれを知っているから。行為自じ体たいには何の意味もなくても、この雰ふん囲い気き、そして見けん鬼きであり巫み女こであり特別な存在である恕じよ宇うがやったというだけで、周囲が、向こうが勝手に勘かん違ちがいする。ただ髪をほどいただけのはずがない、恕宇が何かする気だと、術を使っているのだと自ら勝手に思いこんでくれる。

　それこそが、本物の術。

　多少青あおざめ、尋たずねる春はる川かわ。

「……小鳥遊たかなし？　何を……」

　何を、だと？　ただ髪をほどいただけだよ、と恕宇は心のなかで嗤わらった。だがあんたは、あたしが何か怪しげな術を使おうとしているんだと思っているのだろう。そしてそう思ってしまった瞬間から、あんたはすでにあたしの『術』にはまっているんだ。疑ぎ心しん暗あん鬼きという術に。

　疑心暗鬼の状態は、心の壁に穴を穿うがつ。

　髪をはらりとおろして、恕宇は春川を眺ながめた。

　ただ眺めるのではない、相手の目ではなく、ひたいを見る。まるで全すべてを見み透すかしているかのように、じっと。もっとも、恕宇はひたいを眺めていても、春川は目を覗のぞきこまれているように、視線が合わさっているかのように感じるだろう。だが春川には、恕宇の感情の動きを捉とらえることはできない、恕宇は春川の目を見ていないのだから。そして、この状態は春川に緊きん張ちようを強いる。春川のひたいを見ている恕宇は何の苦もなく春川を見続けていられるが、恕宇の目を見ている春川にとってそれはかなりの労力を必要とする。こういう状況で相手の目を見るというのは、精神を消しよう耗もうさせる。したがってこういう場合、往おう々おうにして弱者が先に目をそらす。そして、それが分かっているからこそ、春川は視線をそらすことができず、いつまでも恕宇の感情のうかがえない瞳を見続けなければならない。

　そうした状態は、やがて、

　心を緊張させていく。

　春川を、そしてその周囲のクロ／シロの状態を観察しながら、恕宇は心のなかで嗤わらった。……先生、あんたは今、必死であたしの視線と戦っている。いきなり髪をほどき、あんたを見ているあたしの姿に、あたしが何か怪しい術でも使おうとしているんじゃないかと怪しみながら、必死であたしに抗している。だがな、その状態がすでにあたしの術中なんだ。あんたが緊張すればするほど、あんたはあたしの術にはまる。疑心暗鬼になればなるほど、呪のろいの力は効きやすくなる。なぜならどんな存在も、緊張しっ放しということはできないからだ。緊張は、いずれ解とける。あんたの心がくじけたときか、なんならあたしがわざと負けてやってもいい、視線をそらしてやってもいい、どちらにせよ、そのときあんたの緊張は解ける。そしてその瞬間、あんたの心は奥深くまで無防備になる。

（そのときこそ、あたしは口を開いてやる）

（お前の心に、呪のろいの言葉を刻んでやる）

（永遠に消えない呪のろいを──）

《ダメ！》仄ほのか幽かすかなシロが、恕じよ宇うを諌いさめる声を上げた。《この人に悪気はないんだよ！　恕宇、許してあげようよ！　何もそこまでしなくても──》

　そこまで？

《そこまでって、何さ？》茫ぼう洋ようとしたクロが、嗤わらう。《恕宇は別に何もしないよ？　ただ、一ひと言こと言うだけだ。こんな言葉もあるってことを、一言教おしえてやるだけだ！》

《でも、それは》

《ただ、言うだけ！　一言言いうだけ！》クロたちが、恕宇の周りで囃はやし立てる。《それは単なる言葉だよ、誰でも使える普通の言葉！　無む玄げんだって叱しかれない、だって恕宇は、普通の言葉を言うだけだから！　ただそれを言うだけだから！　ただ言って、言葉を心に挿さしこむだけだ！》

　そうとも、とうなずく恕宇。

　あたしはただ、『その言葉』を言うだけだ。ただ言って、挿しこむだけだ。疑ぎ心しん暗あん鬼きに穴を穿うがたれ、無防備になった心のなかに、その言葉を挿しこむだけ──だが、そうして心に刻まれた言葉は、もはやその人間の心から離れなくなる。常時脳のう裏りにつきまとい、事あるごとに閃ひらめいて、その人間に影えい響きようを与えるようになる。

　それこそが、『呪い』。

　巫み女こが操あやつる言葉の力──

　──そう、

　呪いとは、決して超ちよう自然的な力ではない。

　呪いとは、もともと言葉の力を指すものなのだ。たかが言葉とあなどるなかれ、ただ一言が、人生を変えることがある。ただ一言が、一発の弾だん丸がん以上に歴史を動かすことがある。人間は、思し考こうするとき言葉を使う。言葉を使わずに思考できる人間はいない。そして、言葉で思考する以上、思考する者は誰も、言葉からは逃げられない。その影響から、逃れることは誰にもできない。最適の状況、そして最適のタイミングで発された言葉は、銃よりもナイフよりも確実に相手の心に傷を与える。けして自然には治ち癒ゆしない傷──時には致ち命めいにいたる傷を。

　若く純粋な担たん任にんを観て、

　そうだなぁ、と恕宇は思った。……こいつの場合、挿さしこむ『言葉』は『偽ぎ善ぜん』とか『自己満足』──その手の言葉がいいだろう。……今、こいつはあたしのためにそれをしている、と思っている。それがあたしのためになる、という信念を持って行動している──その心の奥底に、『偽善』という呪いを刻んでやればいい。『偽善』──その呪いの言葉は、ひとたび心に刻まれれば、これからこいつが何かしようとするたびに心の奥から浮き上がってくるようになるだろう。こいつが誰かのためを思うたび、心がささやくようになるだろう──それは噓うそ、すなわち偽善じゃないのかと。たとえそれが本当に善意の行動だとしても。こいつが純粋であればあるほど、それは効果的になる。誰かのためを思う、その行動の本質がなんであれ、『偽ぎ善ぜん』がこいつの思し考こうを縛しばる。何をするのも偽善に思え、もはやこいつは、信念に素直にしたがえなくなる──それは偽善じゃないのかと、疑ぎ心しん暗あん鬼きがささやくから。そうなれば、もはや純粋さは消える。行動に、思考にためらいが生まれ、心の『ファイト！』が失われる。そうなってしまった人間は、いつか必ず、自分の信念を裏切る。そして一いち度ど裏切ってしまえば、あとはもう、裏切り続けることになる。常に敗北感に襲おそわれ、正しいことができなくなる。恕じよ宇うに注意するどころか、他人の目を見ることさえできなくなってしまうだろう──

　人生から『ファイト！』と信念を奪われれば、

　それはもはや抜ぬけ殻がらでしかない。

（そうなったらあとはもう、ゆっくりと、自じ滅めつしていくだけ──）

（……あたしを『純粋に』バカにしたお前には、ぴったりの結末じゃないか）

（即そつ効こう性はないが、代わりに無む玄げんにばれて怒られることもないしな……）

　何しろ恕宇はただこいつに、こいつの心を見み透すかしたように微笑ほほえんで、『噓うそつき！』とでも言ってやるだけなのだから。

　……ただ、

　然しかるべき状況に、

　然るべきタイミングで──

　そうだ、と恕宇はうなずいた。ただ、ベストなタイミングであたかもこいつの心を見透かしたかのように『噓つき！』と言ってやればいい。ただそれだけで、こいつは呪のろいにかかる。こいつのなかの疑心暗鬼が勝手に思いこむだろう、恕宇が、巫み女こが、見けん鬼きの少女が、自分の心の奥底に何かを見つけ出したのだ、と。こいつは自らの手で、『偽善』とか『自己欺ぎ瞞まん』なんて言葉を見つけ出し、自分の心に刻みこむだろう。

　それでこそ、完かん璧ぺきな呪いになる。

　決して消えない呪いに。

　恕宇はほどいた髪をぶわっと広げ、笑顔をつくった。微笑ほほえみながらもその目は、間かん断だんなく春はる川かわを観ている。観察している。見鬼の瞳は空間の歪ゆがみを捉とらえる。場の雰ふん囲い気きの推すい移いを、そして対象の感情までも波として見ることができる。恕宇は微笑みながらもじっと、春川の感情を観察していた。そうだ、もうすぐ、春川の緊きん張ちようは切れる。緊張の糸が切れ、心が無防備になる。その瞬間こそ、呪いをかけるタイミング──

（そのときこそ、思い知れ）

（巫女の言葉の力を）

（あたしの、力を──）

　恕宇は、視線をそらした。

　恕宇の視線がそれることで、春川の緊張が解とけた瞬間──

（──今だ！）




「……先生！」




　その声は、恕じよ宇うの『呪のろい』が発されるより先に、教室内に響ひびいた。




　　　３




（……何？）

　呪いをかける絶ぜつ妙みようなタイミングを邪じや魔まされて、恕宇は半なかば驚きよう愕がくしてその声を発した主ぬしを見た。

　見て、さらなる驚きに包まれる。

（……こいつ、誰だ？）

　恕宇よりも左列の最さい後こう尾びの席に立つ、恕宇の記き憶おくにない少女──

　──こいつ、知らない？

　恕宇は驚きよう嘆たんした。

　新たなクラスが決まった際、恕宇は担たん任にんのみならず、クラス全員の顔とプロフィールを覚えた。相手の情報を事前に知っている、それが巫み女この強みとなる。だから当然、恕宇は自分にかかわるクラスメイト全員の情報を集め、暗あん記きしていた。

　にもかかわらず、

　たった今、恕宇の邪じや魔まをした少女の顔が記憶にない──

（そんな、バカな──）

　内心の焦あせりを押し隠かくし、必死に記憶を探りつつ、首を巡らし少女を見る。

　少女は、特徴のある顔をしていた。

　一言で言うなら『眉まゆ、太ッ！』

　男の子のように強く太い眉の下に、大きな瞳が輝いている──

　……あの眉は、うっかり忘れてしまえるような、印象の薄い顔ではないが──

（……誰だ？　こいつ、見覚えがない──）

（四年二組にこんなやつ、いなかったはず！）

　恕宇の視線に気づいて、少女はかすかに赤くなりつつ、はにかんだ表情を浮かべて会え釈しやくした。少女の動作に合わせて、長い黒くろ髪かみがかすかに揺れてぱらぱらと肩口に落ちた。さらさらというきれいな音が聞こえた気がして、

（……なんなんだお前は？）

　なぜかむかっ腹ばらが立つ恕宇。

　少女は、視線を恕宇から春はる川かわに戻した。

　そして、言った。




「……あたし、先生のこと、好きです」
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「……へぇ？」すっとんきょうな声を出す春はる川かわ。

　しんと、静まり返ったままのクラス。

　一いつ拍ばくおいて、少女の頰ほおが赤くなった。

　しばらくして、顔全体が赤くなる。

　静せい寂じやくのなか、消え入るような声が、響ひびく。

「……あの、つまり、……児童として、先生として、好きってことです……」

「……は、はぁ、それは、どうも……」春川の言葉に、どこかで笑い声が上がる。

　緊きん張ちようの解とけた雰ふん囲い気きのなか、

　あらためて尋たずねる春川。

「……だが、なんだ？　どうした？　どうしていきなり、そんな」

　いまや耳まで真っ赤に染めて、少女は言った。

「……でも、小鳥遊たかなしさんも好きなんです」

「……へ？」

「だからお願い、けんかはしないでください──」まさに懇こん願がんの声に、

　春はる川かわは、苦にが笑わらいを浮かべた。

「……いや別に、けんかしていたわけじゃないんだが……」

　春川の言葉に、さらにクラスのあちこちから忍び笑いの波が起こり始める。

　忍び笑いに静せい寂じやくが破れ、ざわめきがさざなみのように広がっていくなか、……明らかに安あん堵どしたような表情を見せて、春川は言った。

「……ま、分かったから、座れ、冬ふゆ月つき」息を吐いて、「……小鳥遊たかなしも。……まぁ、すぐには無理かもしれないが、……徐々にでいいから、がんばるように」

　春川の言葉に、

　冬月、と呼ばれた少女が座る。

（……冬月？　……冬月というのか？）

（……まさかあの、『冬月』か？）

「……小鳥遊？」春川の声。

　……恕じよ宇うも、座った。

　春川の先の言葉に（がんばるように、だと？）ほとんど殺意のようなものを覚えていたが、それでも、恕宇もおとなしく席についた。怒りはいまだ残っていたが、もう、春川のことはどうでも良かった。いまや恕宇の頭のなかにあるのは、その感情のベクトルが向いているのはその『冬月と呼ばれた少女』のことだけだった。

　バカな、と内心つぶやく。

（そんなバカな……）

　たった今このクラスのなかで行われていたことを理解している人間が、果たして何人いるだろうか？

（……好き、だと？）

（あのタイミングで──状況で、）

（──好き、だと？）

　──好き、

　それは、言わば『祝い』の言葉。

　それは呪のろいの対極、相手の行動を全ぜん肯定する、言葉。もはや、と恕宇は怒りとともに悟さとった。……もはや、恕宇の言葉は春川に対する呪いにはならない。好き、という言葉が心に染みこんだあとでは、どんな呪いも届かない。なぜなら『好き』という言葉は、相手の行動を、信念を認め受け入れる言葉だから。その言葉は『祝い』となり、春川に自信を与える。自信と誇りと、そしてさらなる力──信念にしたがい行動することを恐れぬ力を与える。そう、『好き』という言葉のあとでは、もはやどんな呪いも届かないだろう。今の春川にはもう、恕宇が何を言っても、言わば負け犬の遠とお吠ぼえぐらいにしか伝わらないだろう。

　あたしの呪のろいはもう、通じない。

　信じられない、と心しん中ちゆうつぶやく。

（あのガキは、）

（あたしの呪いを封じやがった！）

（タイミング、だけじゃない。呪いそのものを潰つぶしやがった！）

　それも明らかに、偶然ではない。

　偶然いきなり、クラス担たん任にんに向かって『好き』なんて言うはずがない──

（あいつは、あたしが先生に呪いをかけようとしていることに気がついたんだ！）

（そして呪いを封じるために、『好き』なんて言ってみせたんだ！）

　恕じよ宇うの呪いを邪じや魔まするために──

（そんなことできるやつが──子供が、あたし以外にいるだと？）

（──お前いったい、何者だ？）

　思わず振り返り、

「──！」

　こちらを見ていた少女と目が合う。

　まともに。

　どうやらずっと、こちらを見ていたらしい──『冬ふゆ月つきと呼ばれた少女』は恕宇が気づいたことに気づいて、まだ赤らんだままの首をかしげ、小さく小さく手を振った。それを見て、恕宇はなぜか心臓の鼓こ動どうが速くなるのを感じた。ただ単に、手を振る仕し草ぐさを見ただけなのに──

（な、な、な？）慌あわてて顔を前に戻す。

　我ながら不自然なその動作にばつが悪くなり、そんな自分に怒りを覚える（何を混乱している？）。が、自分に対して生まれた怒りはすぐに、その『冬月と呼ばれた少女』への怒りに転化された。どんどんと加速していく胸のドキドキさえも怒りのエネルギーに変え、恕宇は心しん中ちゆう毒づいた。普通の人間──弱者、一人じゃ何もできないような単なるクソガキのくせに、その馴なれ馴なれしい態度はなんだ？　見けん鬼きのあたしに向かって手を振るなんて、いくらなんでも、この──

（──バカにするな！）

　まさか、と思う。

（馴れ馴れしいまねしやがって、）

（……まさか、あたしの呪いを邪魔したことで、あたしと対等だとでも思っているんじゃないだろうな？　見鬼であるこのあたしと、凡ぼん人じんであるお前が、対等だとでも思っているんじゃないだろうな？）

　あたしを出し抜いたからって──

（──出し抜いた？）




（──ふざけるな！）

《きゃああっ！》

《やめて！　恕じよ宇う、やめて！》

　かっと見開かれた恕宇の力の視線のなか、か細い悲鳴を上げて、次々と消しよう滅めつしていくクロやシロたち。恕宇にしか聞こえないその苦く悶もんの声は、しかしいまや恕宇の耳にさえ届いていなかった。恕宇の耳に聞こえるのは、もはやおのれの胸の鼓こ動どう音のみ。背中に『彼女』の視線を感じ（もっとも本当に見られているかどうかは定かではないが）ますます高鳴る動どう悸きのなか、恕宇は混乱に猛たけった。生まれ出でくる混乱に『怒り』という名前をつけて、全身をその『怒り』にたぎらせ猛りつつ、しかし表情には出さず、

　机に備え付けてある、端末の電源を入れる。

　クラス名簿を呼び出しつつ、

　心しん中ちゆうに、つぶやく。

（……いいだろう）

（お前が何者なのかは知らない）

（なんのためにあたしの邪じや魔まをし、春はる川かわを助けたのかも分からない。だがそんなことはどうでもいい。問題は、お前があたしの邪魔をした、ということだ。あたしの邪魔をし、出し抜いたつもりになって、いい気になっているということだ。普通の人間の分ぶん際ざいで、見けん鬼きのあたしと対等だとでも思っているような態度をとっていることだ──）

　そんなやつは許さない。

　そうとも、絶対、許さない。

　絶対に、思い知らせてやる──

（本気を出したあたしの力を、思い知らせてやるからな！）

　名簿から、見つけ出した名前は──




（冬ふゆ月つき、日ひ奈な！）




　こうして、

　恕宇は『彼女』を呪のろうことに決めた。




　　　４




　授業が終わると、

（……よし！）

　恕じよ宇うは深しん呼吸をした。

　深呼吸し、心しん拍ばくを数え、渦巻く怒りを体内はへその下にある『怒り袋ぶくろ』に押しこめる（ちなみに『怒り袋』というのはイメージであり、実際に見けん鬼きの体内にそういう器き官かんがあるわけではない。念のため）。落ち着いて、冷静に──自分が平静状態を取り戻していることを確認して、ゆっくりと、

（……冬ふゆ月つき、日ひ奈な……か）

（……これだけでは、足りないな……）

　机き上じようモニターの電源を落とし、

　座ったまま、

　周囲を見渡す。

　恕宇の視線を恐れて慌あわてて目を合わすのをさけるクラスメイトたちの姿に、ふ、と口もとを歪ゆがめる（……いいぞお前ら、あたしの動きに怯おびえてろ。それこそが弱者の正しい姿だ）。……だが、そのなかに一人、あからさまに恕宇を恐れているのではない感じにふん、と顔をそらした者を見つけると、恕宇は思わず目をそらし、「ああ」とため息をついた。

（ああ、あいつのあの様よう子す、絶対に何か言ってくるぞ……）

　案あんの定じよう、恕宇がなんの反応も見せないでいると、その少女は席を立った。

　わざわざ席を立ち、恕宇の前に詰め寄ってくる。

　開かい口こう一番、「あお、怒ってるんだけど」

　恕宇はため息をつき、……『冬月日奈』の様よう子すを確かめたあと（のたのた教科書をしまっている）、腰に手を当てて恕宇の前にふんぞり返っている亜あ緒おを見た。正確には、亜緒のおへその穴を見た。この新にい見み亜緒という恕宇の隣の席の少女は、なぜだろう、常におへそを出している。彼女の友人二ふた葉ば亭てい由ゆ真まの言葉によれば、彼女はそのために年に三十日はお腹を壊しているらしい。にもかかわらず制服だろうが私服だろうが体操着だろうがわざわざおへそを出して着ているところを見ると、何か腹を下すことなどものともしないポリシーがあるのだろう。……どうでもいい話だが。

　ため息をつき、恕宇は目の前のおへその穴に向かって尋たずねた。

「……なんで怒っているんだ？」

「なんでって……たかちゃん、さっき、また変な術じゆつ使ってあおのこと気絶させたでしょ！　これでもう七回目だよ！」

　ああ、と息を吐きながら、正確には八回目だ、と心しん中ちゆう毒づく。犬コロだって三回叱しかればいいかげん理解するっていうのに、なんでお前は八回も気絶させられていまだに学習できないんだ？　いいかげんあたしに構うのはやめろ！　と怒ど鳴なりたくなるのをこらえ、

　横よこ目めに『冬月日奈』の様よう子すをうかがいつつ（席につき、なにやらカバンを探っている）、

「……すまないな。今日は朝から、なんか機き嫌げんが悪くて……」

　……微笑ほほえみを浮かべて頭を下げる。

「うわぁ」いつもなら無視するかそっぽを向く恕じよ宇うがきちんと受け答えしたことに驚いたのだろう、亜あ緒おは目を丸くし、慌あわてて言った。「ううん。いいよ」もうそれだけで本当に機き嫌げんが直ったのだろう、晴れやかな笑えみを浮かべる。「……あおも時々、八つ当たりしちゃうし」

　亜緒の言葉に、うんうん、と亜緒の後ろにくっついている少女──二ふた葉ば亭てい由ゆ真まがうなずく。ちなみに、亜緒といつも一緒にいるこの二葉亭由真という少女は、おへそこそ出していないが黒くろ髪かみをボブカットにした頭に『巨大な芋いも虫むしに見える何か』を乗せている、という点で亜緒以上に目立つ存在だった。それがいったいなんなのか（……本当にいったいなんなんだ？）、実は始業式からずっと気になっている恕宇なのだが、あらためて聞くのもなんかくやしくて（なんで周囲の人間は何も言わないんだろう）、だから聞けないでいる。……どうでもいい話だが。

　うんうんとうなずくと、こちらも亜緒のおへそを見て、由真は言った。

「……でも亜緒ちゃんも、ちゃんと謝るべきじゃないかな」

「ええ？」驚く亜緒。「あおが？　なんで？　だってあおは、たかちゃんを起こそうとして」

「あたしに、よ」由真は首を振った。「亜緒ちゃんが八つ当たりするのは、あたしでしょ？」

　へぇ？　ととんきょうな声を上げる亜緒。

「……で、でも、今日は、してないよ？」

「でも今まではしてきたし、これからだってするんでしょう？　小鳥遊たかなしさんはちゃんと、亜緒ちゃんに謝ったじゃない。だから亜緒ちゃんだってちゃんと、あたしに謝るべきだと思う」

「……ええ？　……でも、だって」

「……そうなんだ」由真は哀かなしげに目を伏せた。「亜緒ちゃん、小鳥遊さんには謝らせたくせに、自分は謝らないんだ。悪いことだって分かっているのに、他人は謝らせるくせに、自分は謝らないんだ。……いいよね、そういう人生って、幸せだよね……そうなんだ」

　……沈ちん黙もく。

　しばらくして、

「……分かったわよ」不ふ承しよう不ぶ承しよう、といった感じでうなずく亜緒。

　由真に向かって頭を下げる。

「……ごめんね、由真」

「ううん。いいのよ亜緒ちゃん」輝くような笑顔を浮かべ、由真は言った。「……あたしたち、友だちでしょ？　気にしないで」

「……ありがと」

「ほら、仲直り」

　由真が両手を広げ、

　いまだ怪け訝げんな顔をしつつも、亜緒は素直に歩み寄った。抱き締めあう二人を、恕宇はぽかんと眺ながめていた。こいつらは──これは『普通』なのか？　これが普通の小学四年生なのか？　なんか違う気もするが、自分が特別な存在であり基準とはなり得ない恕じよ宇うにはどうにも判別がつかない。

　……だが。

　恕宇相あい手てでも物もの怖おじしないこの二人は、『冬ふゆ月つき日ひ奈な』に対するいい隠かくれ蓑みのになる──

　そうだ、と恕宇は内心うなずきつつ、『冬月日奈』を見た（何か包みを取り出している？）。……あの『冬月日奈』とかいうやつの『弱点』が分かるまでは、あたしも普通の小学四年生のふりをしていた方がいい。こいつらにまぎれていた方がいい。恕宇が今日初めて彼女を見たように、向こうも、恕宇を見るのは初めてなのだ。だますのはそう難しくないだろう。

　何しろ彼女は、

　一昨日おととい転入してきたばかり、なのだから。

　──恕宇が休んでいる間に。

　──日ひ炉ろ理り坂ざかから。

（他の土地からやってきた──つまりあいつは、あたしのことをよく知らない）

（──何しろあの、『冬月家』の娘だ。あたしの名前ぐらいは知っているかもしれない。見けん鬼きだということも。あたしは有名だから──だが、それが具体的にどういうことかはよく知らないはず。そしてそれは）

（あたしにとって、不意をつける武器となる──）

「──ない？」と、亜あ緒おの声。

「……え？」何か尋たずねられたのに気づき、恕宇は慌あわてて聞き返した。「……何？」

「もう」頰ほおを膨ふくらませる亜緒。「お弁当一いつ緒しよに食べない？　って言ったの！」

　なんでお前なんかと──と言いかけ、

（……情報収しゆう集しゆうのチャンスだな）

「いいよ」とうなずく。

　……ついで、「……お弁当？」

「今日はお弁当の日でしょ？　忘れたの？　四年生になって初めての──」

　そうか今日は『お弁当の日』か──大城跡ゆめあと小学校は学校給食制だが、毎月第三木曜は『お弁当の日』となっている──ああ、と恕宇は得とく心しんして、『冬月日奈』を見た。

　カバンから出したあの小さな包み、あれは弁当か。

　にやり、と笑う。

　──今まではどうしていたか知らないが、もうこれからは、『冬月日奈』と弁当を食べようというクラスメイトはいないだろう。子供、というのは力ちから関係に敏感だ。さっきの出来事で、クラスのほとんどが気づいただろう。恕宇と『冬月日奈』の間に対立が生まれたことを。見かけ的には彼女が恕宇をかばったように見えたとしても──少なくともあのバカな春はる川かわにはそう見えていただろうが──クラスのほとんどが感じ取ったはずだ。あのときかばわれたのは春川の方だ、ということを。そしてそれが恕じよ宇うの機き嫌げんをそこねた、ということも。恕宇の機嫌をそこねると分かっていて、それでも『冬ふゆ月つき日ひ奈な』と弁当を食べようという勇気あるやつが果たしているだろうか？……もちろん、どんなクラスにも例外──鈍感なやつはいる。たとえばこの新にい見み亜あ緒おのような──だがその新見亜緒が、こうして恕宇と弁当を食べようとしている以上、もはや誰も『冬月日奈』と食事を共にしようとはしないだろう。

（お前は一人だよ、冬月日奈）

（誰もお前を構いやしないさ……）

　──果たして、『冬月日奈』は、

　しばらく周囲を見渡していたが、やがて弁当の包みを持って廊下へと出て行った。

　多分、屋上で一人寂さびしく食べるのだろう。……ザマァ見ろ、と恕宇は口もとを歪ゆがめた（ちなみにそれは恕宇のいつもの食事風景でもあるのだが恕宇はそれに気づかなかった。もっともこちらは、恕宇が望んでそうしているのだが──「凡ぼん人じんどもとつるんで食事を摂とるなんて、冗じよう談だんじゃない！」と）。

　口もとを歪ゆがめて笑う恕宇の姿に、

　新見亜緒もうれしそうに、その口もとをほころばせる。

「やだなぁたかちゃん、そんなにお腹減へってたの？」

　……恕宇は真ま顔がおに戻った。

　思わず亜緒を殴なぐりつけてやりたくなるのを必死でこらえ（油ゆ断だんするな！　あいつが見ているかも知れないぞ！　さっきは油断していたから出し抜かれたんだ忘れるな！）、再び笑えみをつくる。そして言う。

「じゃあ、一緒に食べようか」

　朝、あれだけいじめたにもかかわらず、

　みゆきはちゃんとお弁当を入れてくれていた。







　食事が始まると、

　まず亜緒は恕宇に、お弁当を見せることを強要した。それにも腹が立ったが（いや別に見られて困るもんでもないけど）、それ以上に恕宇が困こん惑わくしたのは亜緒の弁当を見せられたことだった。亜緒は、いちいちおかずを取り上げてはこれを作るのを手伝った、これの皮を剝むいたのは自分だと説明し、きれいだろう欲しかろう美う味まかろうと詰め寄ってくる。もっとも、それなりに勉強にはなった。どうも恕宇の──みゆきの作る弁当は、かなりきれい、かつかわいい部類に入るらしい。いいなぁ、とうらやましがられると、見けん鬼きであり、あいにくと食事をきれいだのかわいいだの言う感性を持ち合わせていない恕宇だったが、やっぱり多少はいい気分になった。……閑かん話わ休きゆう題だい。とにかくそういう具合だったから、基本的に亜緒と恕宇の会話は成り立っていなかった。ちなみにもう一人の同席者二ふた葉ば亭てい由ゆ真まは何も言わずに終始ただ食べることだけに口を動かしていたのだが、どうもそれは恕じよ宇うがいるから恕宇に会話を任せていた、というわけではなく、単にいつものことであるらしい。代わりに時々由ゆ真まの頭の上で『巨大な芋いも虫むしに見える何か』が「ゆあーん」と相あい槌づちを打っていたが、そして恕宇は正直それににんじんを嚙かまずに吞のみこむほどに仰天したのだが（にんじん嫌いの子がたまにやる手であるが、見けん鬼きである恕宇には当とう然ぜん好き嫌いはない）、亜あ緒おと由真は二人とも何事もなかったように会話（と食事）を続けていたのでなんかくやしくて何も訊きかずに、これまた何事もなかったかのように平静を装ったのは閑かん話わ休きゆう題だいの其その二。
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　とにかく、銃じゆう弾だんの雨にさらされるような、息もつかせぬひとときだった。

　常に一人で食事してきた恕宇にとって、それは鬼おに相手の『祓はらえ』以上にきつい作業だった。それでもどうにかがんばった甲か裴いあって、『冬ふゆ月つき日ひ奈な』という少女の人となりについて、それなりの情報を仕入れることができた。そのためか、食事が終わるころには、最初と途中（つまり最後以外はずっと）感じていたこの新にい見み亜緒という少女に対する怒りも大分鎮しずまっていた。これまでの無ぶ礼れいも許してやろう、という気になっていた。それどころか、たまにはまた、こうして一緒に食べてやってもいいかな、という気分にまでなっていた……時折余よ計けいなちょっかいを出してくるのは気に食わないが、それなりに役に立つやつではある。今回は、まぁ、勘かん弁べんしてやろう……

「じゃあさ」デザートのイチゴを恕宇と由真の弁当箱のふたに取り分けながら、亜緒が尋たずねる。「たかちゃんとひなちゃんって、昔からの知り合いなの？」

（ひなちゃん？　あいつは一昨日おととい転校してきたばかりだぞ？）

「だからァ」小学四年生とはなんて頭の悪い存在なのだろう、なんて気持ちをおくびにも出さず、嚙かんで含めるように答える恕宇。「親、同士が、知─り─合─い─な─んだ！　仲も悪いらしい。なんか、一人の女を取り合った過去を引きずっててな」

「かっこいい！」と亜緒。

「ゆよーん！」と『巨大な芋虫に見える何か』。

「どっちが勝ったの？」と二葉亭由真が、こちらもデザートらしい何か（それが何かは分からなかった）の果か肉にくを恕宇と亜緒のふたに分けながら尋ねる。ちなみに恕宇の弁当には分けられるようなデザートがなく（だいたい分けるつもりもなかったのだが）、なぜかそのことで恕宇のプライドは少なからず傷ついていた。だから、帰ったらみゆきをいじめてやろうと思っていた。二度とこんな恥はじを恕宇にかかせないように。

　正体不ふ明めいの果肉をつまみつつ、由真の問いに答える。

「よく分からないけれど、……うちの父親が身を引いたらしい。神しん職しよくを継がなければならなくて」言いながらうそだと思う。あの破は戒かい神しん官かんが、そんなことで身を引くはずがない……

「……悲ひ恋れんだね」ため息とともに、亜緒が言った。

「……悲ひ恋れん、かァ？」

「……でもね、あおと由ゆ真まは昔からの知り合いだよ？　仲もいいし、ね！」

「ゆやゆよん！」由真の代わりに答える『巨大な芋いも虫むしに見える何か』。

　そうか、と恕じよ宇うも適当にうなずいた。

　亜あ緒おの接続詞の使い方については、もう気にならなくなっている（『巨大な芋虫に見える何か』の方は、たまに不意をつかれるのだが）。

　亜緒が再び、ため息をついた。

「でもすごいね……小鳥遊たかなしさんのお父さん、冬ふゆ月つき家より神かん主ぬしさんを選んだんだ」

「まぁ、そうなるな」

「冬月家って、すごい大金持ちなんでしょ？　あの舞まい原ばる家にも負けないぐらい……そこの婿むこよりも神社を選ぶなんて……すごい！」

「……まあ、ね」口を濁にごす恕宇。

　実際には、冬月家よりも新あら鷹たか神社の方が権力は強いだろう。位置付けで言えば、冬月家は舞原家の『配はい下か』だが、新鷹神社は言わば『相談役』なのだから。

「大金持ちより貧乏を選ぶ……」目をきらきらさせて、亜緒は祈るように、胸の前に両手を組んだ。

　ほとばしるように、叫ぶ。

「愛だね！　愛の力だよ！」

　ツッコむ由ゆ真ま、「……諦あきらめたのは、小鳥遊たかなしさんのお父さんの方だって」

　憮ぶ然ぜんとして亜あ緒お、「諦める愛だってあるよ！」

　由真はじっと、亜緒を見た。そして、

「諦める愛なんて、ないよ」言い切る。

　その意外に強い口く調ちように、亜緒は困こん惑わく顔がおで、恕宇を見た。恕宇は思わず目をそらした。そんな目で見られても、どうしろと言うんだ。だいたい、そんな年となりで愛を語るのがおかしい。それに……

「……うちは決して、貧乏じゃないぞ」

　もっとも冬ふゆ月つき家に比べたら、どこだって貧乏だろう。冬月家は、言わば舞まい原ばる家の大蔵省のようなものなのだから。

「うちだって、貧乏じゃないもん！」亜緒が叫んだ。

「……でもなんでそんな大金持ちが、わざわざうちに転入してきたんだろうね」独り言のようにつぶやく、由真。「わざわざ山一つ越えて通学しなくても、地元に通えばいいのに」

「だから、最初に言ってたじゃない。病気しちゃってもう一回四年生することになったから、学校を変えることにしたって」聞いてなかったの？　と鬼の首を取ったような亜緒の言葉に、（……病気？）ああ、とうなずく恕宇。

（……名簿に十一歳さいとあったのは、間違いじゃなかったのか……）

「……だから？」由真が亜緒に訊きき返した。

「だからって……やっぱり、同い年の知ってる人より低学年って、いやじゃない？　あおだって、そうなったら転校したい……かな」自信なさげに、「……その、友だちとかが、いなかったら……だけど」

「……たとえそうだとしても」由真は首を振った。「亜緒ちゃんは分かってないよ、冬月家がどれほどの力を持っているのか。日ひ炉ろ理り坂ざかはね、金持ちにすごく優しいんだよ？」

「……へえ？」

「冬月家ぐらいの力があったら、そのまま五年生になれるはずなんだよ。……たとえ一回も学校に行ってなくたって」

「うそだぁ」亜緒は笑った。

　だが、恕宇は笑わなかった。

　この二ふた葉ば亭てい由真の言葉は、決して大げさなものではない。というか、全然大おおげさではない。日本の治ち外がい法ほう権けん、舞原家の治める日炉理坂とは、まさに『そういう』土地なのだから。そして冬月家とは、『そういう』土地の権力者なのだ、本当に、わざわざ他の土地で四年生をやり直す必要などない──

（にもかかわらず、あいつはわざわざ転校してきた）

（──そこに、あいつの……『冬ふゆ月つき日ひ奈な』の弱点がある！）

（つけこめる隙すきが、呪のろいをこめられる穴が、ある！）

　……気がつくと、亜あ緒おと由ゆ真まが恕じよ宇うを見ていた。突然黙だまりこくった恕宇を怪け訝げんに思ったのだろう、亜緒は心配そうに、……そして由真は、無表情に。

　恕宇は、……微笑ほほえんだ。

「何？」

「どうしたの？　なんか、怖い顔だったよ」と、亜緒。

「ゆあーん？」と『巨大な芋いも虫むしに見える何か』。

　笑顔を浮かべて答える恕宇。

「ううん……ちょっと……父に聞いたことを、思い出してね」

「何？」

「本当かどうかは知らないけれど」息を潜ひそめ、内ない緒しよ話を持ち出すように、その言葉を口にする。「……冬月さんの父親は、死の商人……いわゆる『武器商人』なんだとか」

「ええ？」目を丸くする亜緒。「うそだぁ！　そんなの、絶対うそだよ！」

　ドラマじゃあるまいし、と付け加えてくすくす笑う。

　だが、由真は何も言わなかった。

　そして恕宇は、由真の無表情を装ったその顔色で、その話が彼女にとっては初はつ耳みみではないことを悟さとった。──つまり、それは結けつ構こう下層レベルの『一般人』にも（新にい見み亜緒のような鈍感な人間は除いて）知られている話なのだ。日ひ炉ろ理り坂ざかではない、この大城跡ゆめあとですら、それは話されている噂うわさなのだ。そして恕宇は、それが単なる噂ではないことを知っている。それが真実だということを、舞まい原ばる家を、新あら鷹たか神社を、そして父を通して知っている。だがここで重要なのは、それが真実だということでも、恕宇がそれを知っている、ということでもない。

　重要なのは、一般人がそれを知っているということ。

　ここにいる由真のような子供ですら、それを知っているということ──

　──二ふた葉ば亭てい由真の家は、その家庭環かん境きようは、決して裏の世界に通じているようなものではない。にもかかわらず知っていたということは、それがたいして珍しい噂ではない、ということを意味する。

　それは、つまり……

（なかなか収穫のある、食事だったな……）

　恕宇は酷こく薄はくに、笑えんだ。

（一番知りたいことは、分かった）

（あとは……）

　昼休みの終了を知らせる予よ鈴れいが鳴った。

「あーあ。今日はなんか、早かったねぇ」名残なごり惜しげに頭を振る亜緒。

　確かにいつもより、早く過ぎたような気もする……後あと片付けをして自分の席に戻り始める児童たちのざわざわという雰ふん囲い気きにひたりつつ、恕じよ宇うもそう思った。

　亜あ緒おと由ゆ真まも、弁当箱をしまい始めている。

「じゃあ、あたしはちょっと」

　弁当箱をしまうと、恕宇は席を立った。

「どうしたの？　すぐに授業始はじまっちゃ──」

　ほっといて、歩き出す。

　ドアのところで、外から戻った冬ふゆ月つき日ひ奈なとすれ違った。向こうはこちらに気づいたろうか──気づかなかったふりをしつつ、思う。

（待ってろよ、冬月日奈）

（お前を呪のろってやるからな）

（さっきみたいに打ち破れると思うなら、打ち破ってみろ！）

　──そう、

　呪いのための材料は揃そろった。

　あとは確認を取るだけだ。

　うまくいけば、今日の放課後にも──

（……焦あせるな、小鳥遊たかなし恕宇）

（まずは確認）

（油ゆ断だんは、するなー）

　まだ肌はだ寒ざむい廊下を一人、

　恕宇は歩き始めた。
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　授業をサボり図書室に向かうと、恕宇は携帯を使って舞まい原ばる家の知り合いへと電話をかけた。

　確認を取る。

（……やはりな。あたしの知らないわけだ……）

　……恕宇の思った通り、冬月の父、健けん三ざぶ郎ろうは自分の仕事に娘を関かん与よさせていなかった。娘を、蝶ちようよ花よと大事に育ててきたらしい──恕宇の父親とは逆に。そしてそれは、彼女が恕宇とは違い将来的にも『舞原家』の役に立たない、重要ではない存在であることを示している（だからこそ、恕宇は彼女の存在を知らなかったのだ。将来的に重要な人材なら、新あら鷹たか神社が知らないはずはない。新鷹神社は、舞原家の人材スタツフを育てる場でもあるのだから）。

　──それは、つまり。

　恕宇が彼女の将来をぶち壊しても、誰からも文もん句くは出ない、ということ（もちろん彼女とその家族をのぞけば、だが）。

（なら遠えん慮りよなく、呪のろいをかけられる）

（……もともと、遠慮をする気はないけどな）

　しかし、と思う。

　なんの修行もしていないのなら、普通の人間だというのなら……だったらなぜ、あいつはあたしの呪いを見破れたんだ？

　天てん賦ぶの才さいか？

　それともまさか、偶然か──？

　──どちらでもいい、けれど。

（どちらにせよ、あいつはあたしを怒らせたんだ、許さない）

（もう二度と油ゆ断だんはしない。あんなやつに、出し抜かれたりはしない）

（見ていろよ、）

（今度はこちらが、お前を驚かす番だ！）

（今日の放課後、決行する──）




（お前に呪いをかけてやる！）




　そして、いよいよ、

　放課後が来た。
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「先生さようなら！」

「みなさんさようなら！」

　恒こう例れいのアホのような（そう思っているのは恕じよ宇うだけではないはずだ）挨あい拶さつが終わり、

　放課後になる。

　各おの々おのが帰り支じ度たくを始めるなか、恕宇は落ち着いて、待っていた。

　背後に『冬ふゆ月つき日ひ奈な』の様よう子すをうかがいつつ。

　カバンに教科書等などを詰め終え、教室から出る冬月日奈。だが、恕宇はあとを追ったりはしなかった。ちゃんと調べはついている、彼女はまだ帰れない。日ひ炉ろ理り坂ざかから山一つ越えたここまで、彼女は電車通学をしている（冬月家なら自家用車を出せるだろうに）。そして、大城跡ゆめあと──日炉理坂間の電車は四十五分に一本しかない。つまり彼女は、駅まで歩く時間を差し引いてもあと二十五分、どこかで時間を潰つぶさなければならないのだ。

　そして彼女はいつも、その時間を学校の屋上で過ごす──

　そろそろいいか、と立ち上がる恕じよ宇う。

　──と。

「……どうした？」恕宇は、進行方向を邪じや魔まするように立っている新にい見み亜あ緒おを見た。

　口を開く新見亜緒。

「あのさ、たかちゃん」

「何？」

「……ひなちゃんのこと、きらいなの？」

　……恕宇は、あらたまって亜緒を見た。

　笑って尋たずねる。

「……どうして？」

「……それは、……その……あの、ある、友だちが……」

　恕宇は、亜緒の後ろに立った二ふた葉ば亭てい由ゆ真まを見た。

　由真は肩をすくめて言った。

「ねぇ亜緒ちゃん、その友だちは、『だからかかわらない方がいい』って言わなかった？」

「……だって」泣きそうに、「友だちだもん」

　こいつはいつ、『冬ふゆ月つき日ひ奈な』と友だちになったのだろう、と恕宇は思った。一昨日おととい転入してきたばかりで、まだほとんど話していないだろうに。いつの間に友だちになったんだ？

　友だちという言葉の、軽いやつだと思った。

　亜緒は恕宇を見つめていた。

　そして口を開いた。

「……ねぇ、たかちゃん、けんかはやめよう？　ひなちゃんだって、話せばきっと、いい友だちになるよ」

　冷たく答える。「余よ計けいなお世話」

「……」

　もはや何も言わず、への字に口を結むすんで、恕宇の前に立ちふさがっている新見亜緒。

　両手は、両脇わきにきつく拳こぶしを握っている──

　……こいつは、誰の邪魔をしているのか分かっているのだろうか──恕宇は冷たく、考えた。見けん鬼きのあたしの邪魔をする、それがどういうことなのか、こいつは分かっているのか？　……いや、こいつは、あたしの機き嫌げんをそこねることよりも、『冬月日奈』のことを大事に考えているんだ。あたしよりも、向こうのことを──

（そうだな）冷笑とともに、思う。（あたしの呪のろいは、そのままなら──無む玄げんにも、誰にもばれない。……だが）

（こいつが下へ手たに騒いで、それによって知られるのは困るな。無玄に知られたら……いや、まずい）

（……こいつにも、）

（思い知らせてやるか……？）

　その目が危険な光を帯びる。

　意を決し、

　恕じよ宇うが一歩、踏み出した瞬間──

　二ふた葉ば亭てい由ゆ真まが叫んだ。

「亜あ緒おちゃん、大変！」

「えっ？」

「しっぽが生はえてる！」手を叩たたく。「効いたんだ！」

「うそ？」由真の言葉に驚いたように目を見開き、そして信じられないことに、亜緒は自分のお尻を覗のぞき見ようとし始めた。「……どこ？　かわいい？」

「うさぎみたい！」

　ええ？　ほんと？　見えないよ？　とくるくる回り出す亜緒を、恕宇はぽかんと眺ながめた。……こいつ（ら）、正気か？　と、くるくると自分のお尻を追いかけている亜緒を見る。

　気き勢せいをそがれ、

　亜緒はほっとき、教室を出る──

　後ろからあっ、という声が聞こえたが、恕宇はもう振り返らなかった。『冬ふゆ月つき日ひ奈な』がいるだろう屋上を目指して、恕宇は歩き始めた。







　三階建ての校舎のさらに上、屋上に出た恕宇を迎えたのは、四月のまだ肌はだ寒ざむい夕方の風と、

　風に乗る、少女の朗ろう読どくの声だった。

　美しい、発音のしっかりした、

　感情のこもった朗読の声──

（……へぇ）恕宇は思わず感かん嘆たんした。

　他に誰もいないのを確認しつつ、……こいつ、本当に巫み女この訓練を受けていないのか？　といぶかしむ。よほど読みこんでいなければ出せようもないよく通る声に、しばし聞き惚ほれて、思う。

（……こいつ、なんだったら、あたしの物語係にしてやってもいいな。夜寝るときとか、退屈なときとかに本を読ませて──）いやいやいや、と首を振る。（──バカなことを考えるな、それが油ゆ断だんだというんだ。油断していたとはいえ、こいつは一度、あたしを出し抜いているんだぞ？）こうも思う。（いい声を出せる、ということは、つまりこいつには潜在的に巫女の才能がある、つまり強敵ってことじゃないか！）

　そうとも、あたしは油断はしない。

　全力で、お前を倒す。

　さっきお前に破られた、呪のろいの力を使って──

　恕じよ宇うは周囲を見渡した。

　屋上のさらに上──給水塔とうのはしごのところに、ランドセルを見つける。

　ということは、あの上か──

　その下に歩いて、言う。




「……冬ふゆ月つきさん？」




　朗ろう読どくの、声が止まる。

　しばらくして──




「……小鳥遊たかなしさん」




　給水塔の上部から、少女の顔が覗のぞいた。

　長い髪をさらさら流し、大きな目、そしてさらに太い眉まゆ──冬月日ひ奈なの姿に、一いつ瞬しゆん恕宇の心臓が早はや鐘がねを打つ。

　が、すぐに収まる。

　恕宇の視線に、

「……こ、こんにちは」

　なぜかほおを赤くして、冬月日奈は襟えりもとを正した（恕宇が見たときは、なぜか襟を立てていた）。そんな冬月を観察し、

　冬月日奈が、何か言おうとする機き先せんを制し、先に言葉を発する恕宇。

「……頭、いいね」

「……え？」

「高いところで本を読むのは──」お前のトリックなどお見通しだぞ、と言わんばかりの笑えみを浮かべて恕宇は言った。「高いところにいけば、心臓がどきどきする。そこで本を読めば、脳は心臓のどきどきを高所のせいではなく、本を読んだせいだと勘かん違ちがいして、だからどきどき面白く、本を読める──特に冒険ものとか、サスペンスものなら面白く楽しめる。……心理学の、頭のいい応用だ」

（頭のいいやり方だ）

（だが、あたしだってそれぐらい知っているのさ）

　どうだ、と言わんばかりに冬月を見る。

　冬月日奈は、──あっけにとられたように目を丸くしていたが、やがて微笑ほほえんだ。

　言う。

「……小鳥遊たかなしさんも、上がってこない？」

「いいの？」

「もちろん。どうぞ」

（そうさ、もちろん）恕じよ宇うは心しん中ちゆううなずいた。（当然あたしもそこに行く。決まっているだろ？　場所の高低は、精神に深く影えい響きようを与える。高い場所にいる方が、精神的に優位に立てる──そんなの、巫み女この、いや心理学の初歩だ）

　──そう、

　呪のろいは、水と同じだ。必ず、高きから低きに向かって流れていく。だから誰かを呪いにかけるときには、必ず相手より精神的に優位に立たなければならない。そうしなければ──こちらの方が低ければ、呪いはこちらに返ってくる。『人を呪わば穴二つ』の言葉の通り、呪いをかけようとする者は同時に呪いにかかりやすい状態にあるのだ。

「少し寒いな」

　軽口を叩たたきつつ、恕宇は給水塔とうを登った。

　登るのは初めてだが、高こう所しよに対する恐怖などない。簡単に上まで登り、冬ふゆ月つき日ひ奈なの傍かたわらに座って、

「わぁ」と、息を吞のむ。




　目の前に広がる光景の、

　なんと雄大なことか──




「大城跡ゆめあとの名に恥じないな」恕宇は期せずして、つぶやいた。「……すごい……」

「本当に」恕宇の言葉にうなずく冬月。

　遠くに広がる、夕ゆう闇やみにかすかに霞かすんだ山々を指差して、言う。

「向こうが──あの山の向こうがね、日ひ炉ろ理り坂ざか。あたしの家も、向こうに──」あはは、と笑って、「知ってるか……知ってるよね」

「……」

「この風景、大好きなんだ……この学校で、多分いちばんいいところ。心地良く、秘密めいた場所」

「……そう」

　転校してきて二、三日で、よく見つけたなぁ、と恕宇は素直に感かん嘆たんした。自分は三年間もここにいて、こんな風景があることにさえ気づかなかった。ああ、でも、確かにこれは──と言いかけて、はっ、と慌あわてて頭を振り、自分を取り戻す。

（……ああ、）

（危ないところだった）

（危うくこの光景を、こいつの力として受け止めるところだった。こいつの方を優位に立たせるところだった）

　……やはり、と思う。やはりこいつは只ただ者ものじゃない。『先にその場にいた者が強い』というテリトリーの法則を、その使い方を能よく心得ている。下へ手たな巫み女こよりよっぽど強い。こいつはやはり、只者じゃない──

（……面白いじゃないか）

（その方が、倒し甲が裴いがあるってもんだ）

（最後に勝つのは、このあたしだ！）

　あらためて気を引き締めると、恕じよ宇うは彼女に向き直った。

　周囲を指し示して、言う。

「きれいだけど……寂しいな、ここは」

　沈ちん黙もくを続ける冬ふゆ月つきに、まるで全すべてを見透かしているかのように、彼女を昔からよく知っているかのように、恕宇はささやいた。

「……冬月さんは、いつも、一人みたいだ」

　まるで……と続ける前に、

　答える冬月。「……君も、そう？」

　一瞬虚きよをつかれ、

　慌あわてて平静を取り戻し、恕宇は微笑ほほえんだ。

　微笑んで、言う。

「そりゃああたしは、……見けん鬼きだからね。特別な……孤こ高こうの存在だから」

「……一人が、平気なの？」

　当然、と頷うなずく。「強い存在は、孤高で当然。冬月さんだって、そうだろう？」

「あたしはダメだよ」哀かなしげな笑えみを浮かべる冬月。「あたしは……弱いよ。一人は、寂しい……」

「……」

「一人を、感じるとね」さっきしていたように、服の襟えりを立ててみせる。「こうやって襟を立てて、自分のほおをくすぐるんだ。……そうするとね、なんでかな？　寂しさが、薄れるの」

「……」恕宇は表情を崩さず、

　……嗤わらった。

（……一人は、寂しい、か……）

（結局お前も、弱者だな）

（群れなければ、何もできない弱者……）

　だがあたしは違うぞと、心につぶやく。あたしは一人は全ぜん然ぜん平気だ。見鬼として九年間、ずっと一人だったし、これからだってそうだ。……そう、あたしは望んで一人、なのだ。これまでも、そしてこれからも──

　──あたしは見けん鬼き、特別な存在なのだから。

（こいつもそう……『特別』かと思っていたが……）

（どうも違うようだな。……一人が寂しい、なんて期待はずれもいいところだ）

　……だが、油ゆ断だんはしない。お前の心に、致命的な呪のろいを打ちこむまでは、あたしは油断をする気はない。

　……そして、

　あたしがこいつに打ちこむ、致命的な呪いの『言葉』は──

　冬ふゆ月つきの、口が開く。

「──、ね」

「……え？」

　冬月が言った言葉がよく理解できず、恕じよ宇うはきょとんと聞き返した。

「……何？　……今、なんと言った？」

「……あのね、ありがとう、って、言ったの」

「……え？」何が？

　冬月の顔に、はにかんだ笑顔が浮かぶ。

「……やっと言えた。あのね、……ずっと、ずっと言いたかったんだ……」

「……ええ？　な、なんで？」

　……ありがとう、だと？　なんだそりゃ？　あたしはこれからお前を、呪おうとしているんだぞ？　思いもかけない言葉にあっけにとられている恕宇に、

　冬月はうつむいた。

「……やっぱり、覚えていないかな。まだ半年も、経たっていないんだけどなぁ……」つぶやきつつ、

　少しく顔を赤く染め、おもむろに、

　ブラウスのボタンを外し始める。

（……？　なんのまねだ？）

（服を脱ごうとしているのか？）

　でも、なぜに──？

　果てしない混乱に包まれながらも、恕宇は黙ってそれを観た。……恕宇が男だというならともかく、冬月が十一ではなく二十一だというならともかく（たとえそうでも、この状況ではおかしいが……）、なんで十一のガキが同じ女の前で服を脱ぎ出し始めるんだ？　なんて怪け訝げんに思いつつも、冬月の行動をじっと観る。観て、そして待つ。なんのつもりか知らないが、あたしは油断はしないぞ！　多少期き待たいはずれでも、お前が只ただ者ものじゃないことは、あたしには分かっているんだ！　なんて心のなかでつぶやきながら、それを観る。

　現れてきたものは──

（……？）

（……やけどの、跡あと……？）

　脳のう裏りにいきなり、フラッシュバックによみがえる、真っ白な、身体からだ──
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（……！　……！　……うわわわわわわわわわわわわわわわわわわぁ？）




　──急激に顔を赤く染め、胸を隠かくしつつ、冬ふゆ月つきは尋たずねた。

「……お、思い出して、くれた？」

「……え？　……あ？　あ？」

　冬月の胸が隠れてもなお、いやさらに、恕じよ宇うは自分の顔が熱くなるのを感じた。いや違う、とうに真っ赤になっていたのだ。だからあんなに急に、冬月は胸を隠したのだ──うわ畜ちく生しよう、これじゃあまるで、あたしが変へん態たいみたいじゃないか──というより、変態そのものじゃないか！　いまや耳まで真っ赤にして、恕宇はとりあえず脳のう裏りによみがえったものを消し去ってしまおうと、そっぽを向き、必死にぎゅうっと目をつぶった。

　だが、消えない。

　残ざん像ぞうが目から消えない。

　むしろ逆ぎやく効果となって──

　そうだ、と思い出す。

　確かに去年の冬、無む玄げんに「内ない緒しよだ」と目め隠かくしされて連れて行かれたところがあった。そしてそこで、恕じよ宇うは本来禁きんじられているはずの『病気の祓はらえ』を行った。本当はそんな医者の真ま似ね事はいやだった──それでも恕宇がそれを引き受けたのは、患者が恕宇と同じ年とし頃ごろの少女だったからだ。常々見鬼じぶんの身体からだと普通の人間の身体がどう違うのか気になっていた恕宇は、患者が自分と同じくらい（いや違う、と心のどこかで声がささやく。恕宇より一つ年上だった──そうだろう？）と聞いて、それを引き受けた。それを引き受け、鬼を祓ったついでに、その子を裸はだかにひん剝むいて興味の赴おもむくままにいじくりまわして──

（一歳さい年上、病気──あれは、）

（こいつだったのか！）

　脳のう裏りに浮かんで輝くものに、

　ああ──と、顔がさらに熱くなる。

　冬ふゆ月つきから必死で目を逸そらし、落ち着け、と自分に言い聞かせる。何を恥じることがある？　あたしはこいつの、命を助けてやったのだ、礼を言われこそすれ恥じるいわれは──だいたい、そうだ、あのときは、こいつは眠っていたのだぐっすりと。恕宇が何をしたか、なんて、知っているはずが──

《本当にそう？》耳もとで、クロがささやく。《そうだね、この子は確かに寝てた。……でもなんで、身体にやけどがあるんだろ？　服は焼けていなかったのに──》

（──う、うわぁ？　おおのれ、畜ちく生しよう！）

　ますます顔を赤くする恕宇に、

「……あ、あの……」とこちらも顔を朱しゆに染める冬ふゆ月つき。

　冬月の顔の紅こう潮ちようぶりに自分のそれにも拍車をかけてさらにさらにとゆでだこのようになりながら、恕宇は自分の未み熟じゆくを悟さとった。

　畜生、と自分のさまを振り返る。

　わざわざ見けん鬼きの瞳に頼るまでもない。いまや恕宇は、緊きん張ちようし混乱し完全に精神的に、冬月の下位に立っている。こんな状態では、呪のろいをかけるどころではない。どんな言葉も、この状態では説得力などかけらもない。この状態の恕宇の言葉など、蚊かの一ひと刺さしほどの力もない。それどころか今の恕宇は、冬月のどんな言葉も力ある呪いとして響ひびいてしまうだろう。

　──畜生、

　まさかこんな、切り札を持っていたとは──

（落ち着け、何か手はあるはずだ、考えろ！　落ち着いて、まずは冷静になって──）

　必死に、混乱を体内はへその下、『堪かん忍にん袋ぶくろ』に押しこめる。押しこめるさまをイメージしつつ、考える。

（そうだあたしはこいつの命を救ったのだ、こいつも礼を言うほどなんだ、まずはそこから立て直して──）

　よし、と顔を上げ、

　冬ふゆ月つきと、再び目が合い、

（──！　うわぁ！）

　脳のう裏りによみがえる、記き憶おく。

　あまりにも鮮明な、真っ白な、記憶──

　目の前の少女にそれが重なって、恕じよ宇うは赤しやく熱ねつ化して顔をそらした。畜ちく生しよう、消えろ！　と脳裏に叫ぶが、イメージというのは言葉以上にインパクトがある。いったん意識した以上、そう簡単には消えてくれない。今では目の前にいる実物でさえ裸はだかに見えるほどに、それは強く恕宇の心を揺り動かす。なまじ自分のしたことが（たとえ動機がどうであれ）、変へん態たいじみている以上、そしてそれを意識している以上、もはやなんの言い逃れもできない。ああ、と冬月が自分をどういう目で見ているか想像し、そのあまりの恥ずかしさに恕宇は七しち転てん八ばつ倒とう、身み悶もだえた。最悪だ！　畜生！　とはいえなんの言い訳もできない。たとえどんな動機であれ、恕宇が彼女を裸にしていじくりまわしたのは消えない事実なのだから。

　とりあえず、叫ぶ。

「勘かん違ちがいするな！」

「……え？」

「あ、あたしは別に、変な意図があったんじゃない！　じゅ、純粋に、学術的な、でも子供らしい好こう奇き心しんで──」言ってしまって、ああしまった、と後こう悔かいする。よく考えれば、『祓はらえ』に必要な儀ぎ式しきだった、ですませればよかったのだ。こいつが『祓え』のなんたるかを、知っているはずがないのだから。なのにあたしは過か剰じよう反応して、余よ計けいなことを言ってしまった──

「ああ、もう！」

「た、小鳥遊たかなし、さん？」

　何よりもまずいのは、と恕宇は心しん中ちゆうのたうち回り奈な落らくの底に転げ落ちつつ思った。ああ、何よりもまずいのは、冬月の顔を見られない、ということだ。彼女が少しでも視し界かいに入った途と端たん、脳裏にアレがよみがえり、恕宇の顔を赤く染める。だが冬月の目を見なければ、説得力のある言葉は生み出せない。巫み女この力が、見けん鬼きの力が使えない。でも少しでも目を見てしまえば、アレが思い出されて──

（うわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁあっぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！）

　激しく身み悶もだえしながらも、

　恕宇は見事、と冬月の手しゆ腕わんを賞しよう賛さんした。……ああ、畜生、お前は見事に、まさにジャストなタイミングで、あたしに『呪のろい』を打ちこみやがった。もうこれ以上ない、というタイミングで、お前はあたしを呪いやがった。この呪いは──

（やられた！）

　──おのれ、畜ちく生しよう──

（だが、まだだ！）

　そうとも、まだ負けたわけではない。これは恥はじだが、しかしこいつは確かに逆に、武器となる。お前の心に呪のろいを刻む、またとない、武器に──

（そうとも！　こいつは武器にできる！）

（あたしを甘く見るなよ！）

　もはやプライドを捨てる決心をして、恕じよ宇うはあらためて冬ふゆ月つきを見た。ぶっちゃけた話、恕宇が何を身み悶もだえているのか分からず顔を真っ赤に途と方ほうにくれている、といった感じの（もちろんそれは演技である。それぐらい見抜けない恕宇ではない）冬月を見、その瞳をまっこうから覗のぞきこみ、脳のう裏りによみがえる白い裸ら体たいと戦いながら（負けてもいい、と思わせるところがまた、恐ろしい）、叫ぶ。

「ああそうさ！」

「え？」驚いた感じの、冬月。「……あの、何が？」

「あたしはお前を、その身体からだだってよく知っている！　何しろ『祓はらえ』の儀式にかこつけて──裸はだかに剝むいて、たっぷり観察したからな！」箇所を示して、叫ぶ。「ここの傷も、知ってるぞ！」

　いまや恕宇以上に顔を耳まで真っ赤にし、困こん惑わくの表情を浮かべる冬月。

「……そ、そ、そうなん……だ」

「そうだよ！」顔を真っ赤に叫び返す。「なぜだか分かるか？　それはあたしが、新あら鷹たか神社の見けん鬼きだからだ！　新鷹神社の、小鳥遊たかなし恕宇、だからだ！」

「……あの、それってどういう」

「だからあたしは、お前のことを知ってるんだ！」不気味な笑顔を作ってみせる。「そうだ、その身体はもちろん、頭あたまン中なかも、家族のことでも、なんでもな！」

「……！」空間が、歪ゆがむ。

　その瞬間、冬月日ひ奈なの『空間』に走った緊きん張ちようを、恕宇は見逃さなかった。

（よし！）と波に乗り、叫ぶ。

「そうだ！　身体だけじゃない、身体以上になんだって、お前のことは知ってるぞ、冬月日奈！」さらに声を張り上げて──




「……お前の父親が、どんなことをしているかもな！」




　──激しい緊張の波が、空間を歪める。

　……恕宇の見鬼の瞳は、冬月日奈の動どう揺ようを、その緊張をしっかり捉とらえた。その混乱をしっかり押さえ、よし、と拳こぶしを握る。

　向こうも混乱。

　これで状況は、五分だ！

　あたしは自分にかけられた呪のろいを逆さか手てに取って、状況を五分に引き戻した！　これがあたしの実力なんだ！　そう、心のなかで快かい哉さいを叫ぶ。

　そして思う。

（……やはりあいつは、知っているんだ）

（自分の父親が、死の商人だということを）

（大城跡ゆめあとの一般人が知っているぐらいだ、たとえ父親が隠かくしていたとしても、やはりあいつは気づいているんだ、父親の仕事を。その手が扱う『商売』で、たくさんの人間が苦しみ死んでいることを。……冬ふゆ月つき家の権力は──彼女の生活は、そうした犠ぎ牲せいが成り立たせているのだということを……）

　彼女がそれを知り、苦しんでいるという事実。

　──それは致命の『呪い』となる。

　いや、すでに『呪い』となっているのだ。

　彼女が──この『冬月日ひ奈な』という少女が、わざわざ電車で一ひと山やま越えてこの大城跡ゆめあとの小学校に通っているのはなぜだ？　なぜ日ひ炉ろ理り坂ざかの学校に通わず、権力に頼ろうとせず、もう一度四年生をやり直しているのか？　なぜ彼女は、寂しがりつつ一人、なのか？　四年過ごした学校を、あっさり転校できるのか？　なぜ彼女は、さっき春はる川かわを助けたのか？　恕じよ宇うの機き嫌げんをそこねてまで──

　全すべての問いは、

　彼女が実の父にかけられた、その呪いで答えられる。権力を嫌い、苦しむ他人を見過ごせない……そう、たとえ恕宇がほっておいても、いずれ彼女は、その『呪い』によってその人生を狂わせるだろう。あえて苦しい道を選び、他人のための行為を選び、そして他人のために自らを犠牲にするだろう。

　……すでに、その兆ちよう候こうは現れている。

　すでにそういう傾向がある。

　あとはただ、恕宇が『一ひと押おし』してやればいい──そうだ、と恕宇は微笑ほほえんだ。あとはただ、恕宇が彼女の心の奥底に、『償つぐない』とか『自己犠牲』とか『清せい算さん』とか、そういう言葉を刻みこんでやればいい。それだけでもう、彼女の人生は終わる。彼女はその人生を、父親の罪の償いに捨て、自ら罪を背負いこむ。その機会さえ与えられれば、彼女は他人を助けるために喜んで自分を犠牲にするだろう──恕宇の言葉は、彼女のその傾向を強める。傾向から、目標へと変えられる。そう、

　恕宇の一押しに、よって、

　彼女の人生は破は滅めつする──

（そうだ……いいぞ！）少しずつ、少しずつだが冷静さを取り戻し、恕じよ宇うは心につぶやいた。

（この呪のろいが、お前を滅ぼす！）

（そのとき──最後のまぎわになって、思い出せ、あたしの名を、その存在を）

（思い出せ、あたしの呪いの力を！）

　冷静になりつつじっと、冬ふゆ月つき日ひ奈なを、その空間を観察する。あの緊きん張ちようが解とけた瞬間、心が無防備になった瞬間、そのときこそ──

「あたしのこと、知っているんだ」冬月の、声に、

「……ああ」頷うなずいて見せる恕宇。わざと下げ卑びた笑顔を浮かべ、「心も、身体からだも、お前のこと、全すべてを調べてやったから、な」

「……じゃあ、やっぱり」

（……ん？）

「……さっきは、春はる川かわ先生を、傷つけようとしていたんだ」

「……え？」冬月の言葉にあっけにとられる。

　冬月は、言った。

「怒っていて、そして、言葉にはそういう力があることを、知っていて、……だから……さっき……」

「……ああ？」今さら何を言っている？

「言葉の力を知っている……さすがは巫み女こさん、だよね」微笑ほほえみを……いや困ったような笑ったような複雑な表情を浮かべ、冬月は、言った。「あたしもね、言葉って、好き……」

「……」恕宇は緊きん張ちようして、冬月を、その空間を見た。いったい冬月が何を言いたいのか、よく分からなかった。だが、しかし……

（──油ゆ断だんはしない、）

（あと少し、なんだ。あと少しで──）

　──冬月日奈の緊張は切れる。

　……そう、どんな人間も、緊張し続けることはできない。精神を縄なわにたとえれば、緊張とは縄をぴん、と張った状態だ。その状態をずっと続けてしまえば、いずれ縄は切れてしまう。『ぷっつん！』といきたくなかったら、どこかで縄を緩ゆるめるしかない。そしてその縄を緩めた瞬間こそ、呪のろいを打ちこむまさにジャストなタイミング。

　そしてそれが、そのタイミングが、今まさに冬月日奈に訪れようとしている。

　恕宇には、それが分かる。

（普通の人間には、その瞬間は分からない）

（修行を重ねた人間だって、完かん璧ぺきには分からない。だけどあたしには分かる。見けん鬼きであるあたしには、それが見える。そうとも、見える。そしてその瞬間こそ、）

（あたしの呪いがお前の、）

（お前の心に、刻まれる！）

「──！」

　冬ふゆ月つき日ひ奈なの、

　凛りんとした、表情が消え、

　緊きん張ちようが──切れる！

（今だ！）




（──なんだとッ？）




　恕じよ宇うの瞳は、見けん鬼きの瞳は、『冬月日奈』の緊張が切れるのを見た。しっかり捉とらえた。

　……切れる？

　切れるどころではない。

　それはまさしく、『開く』と形容されるべきものだった。あまりに無む造ぞう作さに、そしてあまりに無防備に開かれたその心のさまを目にして、仰ぎよう天てんのあまり恕宇の行動は一瞬遅おくれた。

　その瞬間、

　冬月の言葉が胸を、打つ。




「──て」




（……な）

（……な、ん、だと？）

　あまりに意外な言葉に、恕宇はそれを理解できなかった。

　だが、いまや心を開け放したまま、まるでその言葉が真実であることを訴えるかのように、冬月日奈は恕宇の胸の中にいた。そして恕宇は、その、小さな身体からだを抱いていた。

　……無防備な、

　その身体の、かつて全すべてを見たことのあるその身体のあまりの心細さに、自分より一つ年上でありながら震えるように小さいその温かさに恐怖さえ覚える恕宇の耳に、

　冬月日奈の、言葉が再び、届く。




「……助けて」




　ばかな、と恕宇は思った。

　あたしはお前を、呪のろおうとしているんだぞ？　なのに──

　いまや心を明け渡した、冬月日奈の言葉が届く。

「なんでもいい……あたしに、優しい言葉を、かけて。あたしが……あたしがこれからも、がんばれるような言葉を……

　誰かに言って、欲しいの」




　お願い、巫み女こさん、

　かつてあたしを、あたしの命を、助けてくれたみたいに……




　バカな、と恕じよ宇うは思った。

　あたしはお前を、呪のろおうとしているんだぞ？　なのに──だがまぎれもなく、冬ふゆ月つき日ひ奈なは、恕宇の腕の中にいた。その心を、奥のそこまで開け広げて。恕宇の目は、見けん鬼きの瞳はそれが見える。いまの冬月は、あまりに無防備に心を明け渡している冬月は、もはやどんな言葉でも傷つけることができる。それこそ恕宇の思うがままに、一生消きえない呪いを、その心に自由自じ在ざいに刻みこめる──

　恕宇の掌たなごころの上で──

　──そんな、バカな！

（バカな）と恕宇は思った。

　確かに、

　確かに巫女は、それができる。相手を呪えるということは、逆に相手を祝えるということでもある。呪いとは逆の効果を、相手に与えることが可能──確かに、理論的には。

　──だからって──

　腕のなか、子猫のような、少しでも力を入れれば砕くだけ散ってしまいそうな感かん触しよくに、恕宇はただなす術すべもなく、固まっていた。

　その存在を、抱き締めることさえできず、固まっていた。

　胸のうちに、同じ言葉を何度も何度もつぶやきながら。

（そんな、バカな……）

（バカな、こと……）







　──どれほどのときが経たったろう、

　しばらくして、

「……ごめんなさい」冬月日奈は身体からだを離した。

　泣いていたのだろう赤い目をこすり、

　笑顔を作ってもう一度言う。

「……ごめんなさい」

「う、あ」

「……本当に、ごめんね？　変なこと言って、頼っちゃって。……だめだよね、弱よわ音ね言っちゃ。……人に頼っちゃあ。迷めい惑わくだよね」

「……」恕じよ宇うは何も言えなかった。

「ごめんなさい」四度目のそれを繰り返し、微笑ほほえみ、時計を見る冬ふゆ月つき。「……ああ、もうこんな時間だ。急がなくちゃ、電車が来ちゃう」

「……」恕宇は何も言えなかった。

　何も言わない恕宇に、

「……じゃあ、ね」手を振って、

　降りていく、小さな少女。

　黙って、見送る。

　少女の姿が見えなくなるまで、恕宇はそこに突っ立っていた。何も言わずに、ただ立っていた。……そう、何も、言わずに。

　……言えなかった。

　理論的には、呪のろえる巫み女こは人を祝える。呪いと祝いは、結局は同じコインの裏うら表おもてなのだから。恕宇にだってそれはできる──にもかかわらず、恕宇は何も言えなかった。頼ってきた少女に対して、恕宇は何も言えなかった。常つね日ひ頃ごろから他人を呪うことばかり考えてきた彼女は、今この場で、祝いの言葉を何一つ、考えつかなかった。言うことができなかった。

　思いつかなかった。

　何一つ。

　冷たい夕方の風のなか、

　何も言えずに、

　恕宇はただ、




　突っ立った、ままだった──
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　──朝、

　はぁ、と今け朝さになってもう三度めのため息をつきつつ、みゆきは恕宇──みゆきが世話しなければならない、六つも年下の少女──の寝しん所じよのふすまを見た。

　見つつ、

　ああ、と思う。

　……昨日は、恕じよ宇うは朝から機き嫌げんが悪かった。帰ってきてからも、一言も喋しやべらず機嫌が悪かった。

　今け朝さはどうだろう、と心の底から憂ゆう鬱うつになる。

　この恕宇という少女は、

　腕の暴力はもちろん、言葉の暴力もひどい。

　時々──というか恕宇がその気になったら必ず──ひどい目に遭あわされ、年上であるにもかかわらず、泣かされてしまう。何しろ子供、容よう赦しや、というものを知らないのだ。ああ……子供って、……怖い！　でも、早く大人おとなになって欲しい反面、どんな大人になるのだろう、とそれも今から怖くて仕方がない。どうして、無む玄げんさまはこんな──




「……みゆき？」




　ふすまの向こうから聞こえた声に、みゆきの心臓は凍りついた。

（うわ、起きてる！）

　この時間に起きている、ということは、つまり何か腹立つことがあってよく眠れなかったということだ。つまり、機き嫌げんが悪いということで──

「……い、弥いや栄さか、恕宇さま……」

　半はんべそになって、みゆきは恐る恐るふすまを開けた。

「……？」

　恕宇は何をするでもなく、布ふ団とんの上にあぐらをかいて座っていた。

　ぼーっと。

「……じょ、恕宇さま？」みゆきの声に、

「……ああ、弥栄」と心あらずに答える。

　ど、どうしたのだろうこれは？

　……機嫌は……機嫌がすごく悪いのか？　この様よう子すは、これは嵐あらしの前の静けさなのか？

　思わず凝ぎよう視ししているみゆきに気づき、恕宇は不ふ機嫌そうに声を発した。

「……何だよ」

「……あ、いえ、その」慌あわてて取り繕つくろうみゆき。「……その、早そう禊けいの準備なら、もう」

「ああ、そうか」しばらくぼーっとして、

　立ち上がる。「今いま行くよ」

　この静けさ、──いったい何が始まるのだろう、と全身を緊きん張ちようさせて恕宇の様よう子すをうかがっているみゆきに一いち瞥べつもくれず、部屋の外へと歩き出す恕宇。

　なぜか思わず呼び止めるみゆき。

「……恕宇、さま？」

「……何？」ぶっきらぼうな声。

「……いえ、その、朝あさ餉げの準備も、すぐに……」

「ああ、分かった」興味ない、といった感じにうなずき、しばらくして、

　恕じよ宇うは、言った。

「ありがとう」

　──ありがとう？

　ついに腰を抜かして座りこみ、みゆきは恕宇の後ろ姿を見送った。い、いったい何が始まるのだろう、これってもしか、新たないじめ？　だとしたら成功している、恐ろしすぎる──

　……ありがとう、だって？

　その言葉が恕宇の口から発されるのを、みゆきは初めて聞いたのだった。







　朝の水みず行ぎようで気分をすっきりくっきりさせて、クリアになった思し考こうのなか、恕宇はうんうんうなずいていた。

　昨日のでき事を思い出し、

　冬ふゆ月つき、日ひ奈な、

　なんて恐ろしいやつだ、と思う。

（……危なかった……）

　昨日のあのとき、恕宇の呪のろいから逃れられない、と悟さとった冬月は、まさしく逆転の発想をしてみせたのだ。そう、あえて無防備に自分の弱点をさらすことで（ここで恕宇は思わず彼女の裸はだかを思い出し、慌あわてて水をかぶり直した）、恕宇の攻こう撃げきを封じてみせたのだ。たとえば犬は、どんなに猛もう犬けんでも、どんなに猛たけり狂くるっていても、相手の犬が腹をさらして降こう伏ふくの合図を出して見せるともうそれ以上攻撃できなくなる。そしてそれは学習ではなく、強きよう者じやの、共とも倒だおれを避ける本能に根ざした、どうしようもない反応である。

　そしてそれを、

　冬月日奈は昨日、あの状況ではそれしかない、と俊しゆん敏びんに判断し、そして実行してみせたのだった。自らの『腹』をさらすことで（ここで恕宇はまたも白い裸ら体たいを思い出し、水をざんぶとかぶった）、恕宇のそれ以上の攻撃を封じたのだ。窮きゆう鳥ちよう懐ふところに入れば猟りよう師しも殺さず、と言う。あの状況で、恕宇が攻撃できるはずがない──

　なんと勇ゆう敢かんな、そして効果的なやり方だろう。

　何という行動力、

　そして判断力だろう。

　また同じことをやられたら、と恕宇は鳥とり肌はだを立てて思った（そしてそれは、決して冷たい水のせいではない、念のため）。間違いなく、きっと、恕宇はまたも攻撃できなくなるだろう。

　たとえそれが、

　作さく為いだと分かっていても──

（攻め方を、変えなければならない）

（生なま半はん可かな戦い方じゃ、あの恐ろしいやつには勝てない。あの『いやなやつ』に勝つには、こちらも相当の準備とプランが必要だ）

　ああ、と恕じよ宇うは震えて思った（重ねて言うが、それは決して冷たい水のせいではない）。こちらが生きていられただけ、運がよかったのだ。あいつにかけられた『呪のろい』も、それほど致命的ではないみたいだし（男だったら致命的だったかもしれないが、幸い恕宇は女だし）。

　……とにかく、と思う。

　しばらくは、様よう子すを見よう。おとなしく。

　必ず勝てるという保証ができる、そのときまで──

　そうさ、とうなずく。

（いいか、あたしは決して負けたわけじゃない！）

（それどころか、お前の作戦を見破り、生き残ってみせたんだ！　この勝負は、引き分けだ！）

　だいたい、純粋な、腕力の勝負ならこちらが勝つのだ。そうとも、向こうに合わせてやっているだけ、こちらが大人おとなというものだ。

　そして、と思う。

（見ていろよ、）

（いつか必ず、チャンスをつかんで、）

（お前を倒してやる！）

（あたしの呪いの力で、見けん鬼きの力で、お前を完全に屈くつ服ぷくさせて、あたしの足もとに這はいつくばらせてやるからな！）

　ここで恕宇は、

　なぜか再びアレを思い出し、




　慌あわてて水を、冷水を、頭からかぶり直したりしたのだった。
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「みゆき姉さま、やーさかです！」明るい声に、

「やーさかです！」甲かん高だかい声。

「はいはい、弥いや栄さか弥栄弥栄え……今日は忙しいけれど、よろしくね」

　きゃーっ、とけたたましい声を上げて走り去っていく小さな巫み女こさんの一群を見送り、みゆきはふぅ、とため息をついた。

　高校受験に失敗したみゆきが、中学卒そつ業ぎよう後ご巫女になったのが約一年前。ちょくちょくバイトには来ていたが（中学生にもできるバイトは、新聞配達かそれしかなかった）、まさか本当に巫女になるとは……と、みゆきは時々不ふ思し議ぎになる。

　本当に、不思議だった。

　みゆきはただ高校受じゆ験けん失敗のストレスから新あら鷹たか神社を訪れただけで、巫女になろう、なんて思ってもいなかった。そこで偶ぐう然ぜん見かけた住みこみのバイト募集のチラシに、突然家いえに帰りたくなくなって、発作的に応募してみただけだった。なんの仕事かも知らなかった。面めん談だんでプライベートなことを聞かれ（恋人は？　とか男性経験は？　とか……大城跡ゆめあとの中学生、だぞ？　そんなのあるわけがない、都会じゃあるまいし）、さらに水着審しん査さがあったのでこれはひょっとしてやばい仕事かも、と思ったのを覚えている。さらにそのあと、病院につれていかれて脳のＣＴスキャンをとられた。そして気づいてみると。

　こうして巫女になっている。

　それも、新鷹神社の住みこみとしては最年長──今年十六歳さい、にもかかわらず──の巫女に。新鷹神社でも重要なポスト、それを任されるまでになっているのである。そしてそのことを考えるたび、みゆきは不思議な気分になるのだった。いまだに信じられない、自分がこんなところにいるなんて。去年まで、みゆきは本当に神しん道とうのことなど何も知らない（興味もない）中学生だったのに。無む玄げんさまはいったい、みゆきの何を見て雇やとってくれたのだろう──

「やーさか、ねーさま！」高い声に、

「みゆきさん、弥栄です」落ち着いた声。

「弥栄弥栄。……今日はよろしくね」

　去っていく小さな巫女の一群を見送り、再び廊下を歩き出しつつ、みゆきは不思議な感かん慨がいにふける。……まだ幼い彼女たちは、正確には巫女ではない。舞まい原ばる家から委託された彼女たちは、新鷹神社でそれなりの教育と訓練を受けたあと、舞原家に戻っていく。言わば一時的な存在（そしてどちらかと言えば非合法な存在）。でも……。

　……家族、か。

　そう言えば、今年は弟の受験だったはず、どうだったろう──今いま頃ごろになってそんなことを思い出し、みゆきはおかしくなった。連絡がないところをみると、きっと受かったのだろう、……受かったのならいいけれど……と他ひ人と事ごとのように思う。みゆきが受験を失敗してのち、家族の関心事は全すべて弟に向かってしまった。あのプレッシャーに、負けていなければいいのだが……

「弥いや栄さか、みゆき」

「はいはい、弥栄いやさ……か？」

　考え事をしながら歩いていたみゆきは、一瞬、それが誰だか分からなかった。

　まじまじとその姿を見てさえ、脳はそれを認めることを拒否した。

　……そんなはずはない。恕じよ宇うさまはまだ寝ているはずだ、そんなまさか……

「……みゆき？」

「……恕、宇、さま？」目の前にいるはずのない人物の声に、腰を抜かして倒れこみ、息も切れ切れに、尋たずねる。「……ど、ど、どうしたのですか？　こんな時間に、こんなところに……今日は確か、休養日では……」

「何を言っているんだよ」憮ぶ然ぜんとした表情になる恕宇。「今日は『奉ほう仕しの日』だろ？」

「……で、ですから、恕宇さまはいつも……」

「たまにはいいかなと、思って」

　きまり悪げに頭を振って、恕宇はため息をついた。驚くかもとは思ったが、そこまで驚かなくともいいだろうに、なんて心しん中ちゆう思いつつ、ぶっきらぼうに尋ねる。

「……だからちょっと……みゆき？」

　みゆきはすでに、目の前にいなかった。

　あっけにとられ、……もう怒った、あいつ絶対いじめてやる、と恕宇が心に誓ちかったその途と端たん、

　どたどたという足音とともに、

「──恕宇！」耳をつんざくような声。

「無むげ──」

「恕宇！」新あら鷹たか神社の神かん主ぬし装しよう束ぞく（水色）に身を包んだ三十前後の男は、我が子（養よう子しだけど）を口を開く間も有らばこそ、その両の腕かいなに抱き締めた。苦しみもがくのも構わずぎゅううと抱き締め、両の目から滂ぼう沱だと涙を流しつつ、叫ぶ。

「ああ、恕宇、マイ・ドウタァ！　ついに、あなたもッついに、奉仕の喜びに目覚めてくれたんですね！」

「はっはな」ぎゅうう。

「そうです恕宇、マイ・ドウタァ！　奉仕こそ巫み女この喜び、奉仕こそ巫女の使命！　そもそも巫女とは神様に奉仕するために──」みゆきに袖そでを引っ張られ、おっほん、と咳せきをして、「とにかく、世界は広しと言えども奉仕のできる生物は人間以外に存在しません！　ああマイ・ドウタァ、あなたはついに、人間への第一歩を踏み出だしたのです！　ああ、ファーザーはうれしい！　この喜びをたとえるなら、賽さい銭せん箱ばこのなかに一万円札を見つけたような、そしてそれをみゆきさんに見つかる前に回収できたときのような──」

「──やかましい！」

「──はおう！」

　恕じよ宇うに股こ間かんを蹴けり上げられ、無む玄げんは悶もん絶ぜつし崩れ落ちた。倒れた無玄を足あし蹴げにして、恕宇は顔を真っ赤に（無玄に抱き締められて苦しかったから、である。決して照れているわけではない）みゆきをにらんで叫んだ。

「お、覚えてろよ！　この屈くつ辱じよくは忘れないからな！」

　言うや否や、走り去っていく。

　どこに行くかも分からないその後ろ姿を眺ながめつつ、みゆきは嘆たん息そくした。

　無玄が起き上がるのに手を貸しつつ、尋たずねる。

「……恕宇さまが『奉ほう仕しの日』に参加する、なんて、いったいどういう風の吹き回しでしょう」

「さぁ……」苦く笑しようする無玄。「気まぐれな子ですからね」

「……やっぱり変です」みゆきはあらためて、これまでも無玄に何度も報告していることを繰り返した。「四月から、恕宇さまはなんか変なんです。おとなしくなったというか、不ぶ気き味みになったとでも言うか……」

「不気味……ですか？」笑い声。

「……ですから、なんか悩みでも、あるのではないか、と」

「おとなしくなったのなら、いいじゃないですか」無玄は息を吐いた。「気にすることはありませんよ」

「でも、もしかして、……新しいクラスで、いじめられていたりしたら……」

　ぷっ、と噴ふき出す。「あの恕宇を？」

「……とにかく、恕宇さまは何も言ってくれませんし、あたし、心配で……」

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、心配することはありません。何があっても、あれは強い子ですし」

　無玄の目が、遠くを見る。

　そして、言う。

「……きっと、いい友だちでもできたのでしょう」

「……恕宇さまに、友だちが？」そちらの方がまだ可能性薄うすいような……

　とにかく、そう気にすることはありませんよはっはっは、そう言って無玄は歩いていった。そんな無玄の後ろ姿を見送って、みゆきはため息をついた。

　別に、恕宇にいじめられたいわけではないが、

　おとなしい恕宇は、なんか逆に怖いんだよなぁ……
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　結局みゆきに何も聞けぬまま、恕じよ宇うは神社の境けい内だいに出た。

　たくさんの同年代の巫み女こさんたちで満ち溢あふれるなかを、きょろきょろしたいのをこらえ、長身の恕宇を向こうが見つけ出すのを待つ。

　しばらく歩くと案あんの定じよう、

「たかちゃん！　こっち！」知っている声が聞こえてくる。

　恕宇はそちらを見た。

　恕宇のクラスの面めん々めんのなかに、新にい見み亜あ緒お、二ふた葉ば亭てい由ゆ真ま、そして冬ふゆ月つき日ひ奈なの姿を見つける。三人とも新あら鷹たか神社の白と水色の巫女装しよう束ぞくに身をまとい、恕宇の方に手を振っていた。ちなみに新見亜緒という少女は巫女装束にもかかわらず唇くちびるに薄くリップを乗せて、片方の耳には青せい石せきのピアスをつけているが、それは時価二万五千円の（片方をなくす前は、であるが）本物のサファイアであるらしい。この新見亜緒という少女は、九歳さい（今年で十歳だが、今はまだとにかく九歳）という年ねん齢れいであるにもかかわらずピアスをし、化粧を始めている。にもかかわらず地じ味みに見えるのは、第一に、彼女に化粧の手ほどきをしている師し匠しようの腕がいいからだろう。亜緒に施された子供の肌はだや雰ふん囲い気きを全く損そこねることのないその見事な化粧の腕は、まさに匠たくみの技わざだった。それに加えて亜緒自身が自分の名でもある『青』色を好み常にそれを基調とした服装をしているため、たとえ化粧をしていても、彼女は地味に、子供に見える。……もっとも、それでも化粧をしているというだけで、小学校では目立つ存在であることに変わりはない。一方、彼女の古くからの友人である二葉亭由真は、化粧こそしていないが頭に『巨大な芋いも虫むしに見える何か』──由真は『ヘンナ生物』と呼んでいる──を乗せている、という点で新見亜緒以上に破は天てん荒こうな存在だった。しかもその『ヘンナ生物』は、生物かどうかは別として、明らかに自立して動く。しかも時折「ゆあーん」とか「ゆよーん」とか「ゆやゆよん」などという声？　を発するのだが、由真によるとそれは鳴き声ではなく詩の一節を暗あん誦しようしているのだという。そして最後に、その『ヘンナ生物』の奏かなでる一節を「ああ、中なか原はら中ちゆう也やの『サーカス』だね」と一いつ聴ちようで看かん破ぱした冬月日奈は、これは二人に比べると全く普通、ただちょっと眉まゆが太いぐらい？　が特徴、という実に安心できる外見の、髪の長い、色の白い（何しろ長く病気をしていたらしいから）、いかにもお嬢じよう様然ぜんとしたおとなしそうな少女だった。

　が、それは見かけだけ。

　恕宇は知っている。

　恕宇だけが気づいている。

　彼女がどれほど恐ろしい存在か。

　特別な存在なのか。

　何しろ彼女は、新あら鷹たか神社の巫み女こにして見けん鬼きである小鳥遊たかなし恕じよ宇うの呪のろいを打ち破り、逆に恕宇に呪いをかけることまでやってのけた少女なのだ。そんな子供が、普通の子供のはずがない──だからこそ恕宇はここ最近、おとなしく、普通の子供のように過ごしているのだった。そうやって冬ふゆ月つき日ひ奈なに近づき油ゆ断だんさせ、彼女の弱点を探し出す、そのために、恕宇はこうして『いい子』のふりをしている──その計けい略りやくは見事にあたり、あたりすぎて恕宇のクラスの担任春はる川かわなんかは何か勘かん違ちがいして「俺が小鳥遊恕宇を更こう生せいさせた」なんて触れ回って悦えつに入っているがそれは本当に勘違いだということを、恕宇はいずれ思い知らせてやろうと考えているのだがそれはまた別のお話。

　とにかくそういうわけで、最さい近きん恕宇とよく一緒にいるようになった三人（恕宇と日奈がけんかしないよう、新にい見み亜あ緒おが無理やり一緒のグループに引っ張りこんだため）がこちらの方へと歩いてくるのを見、恕宇は歩く速度を落とした。

　わざとゆっくり歩きながら、

『いやなやつ』──冬月日奈を観察する。

　髪が長く眉まゆが太い彼女は、巫女装しよう束ぞくだと本当に『和わ風ふうのお姫ひめ様』という感じがする。

　恕宇の視線にはにかんだ笑顔を見せて、口を開く日奈。

「……巫女さんの袴はかまって、パンツじゃなくってスカートみたいなんだね、知らなかったよ。……あたし、こういうの初めてだ」

　うなずく亜緒。「似に合あうよ、うん」

「ありがと。亜緒ちゃんも、きれいだよ」

「へへへ。そ？」

「おへそは出せないけどね」由ゆ真まが言った。

　由真の言葉に、うむむ、とうめき、亜緒──なぜかへそ出しに誇りを持つ少女──はお腹なかを押さえた。
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　それでさ、と恕宇を見て、尋たずねる日奈。

「……あたし、『奉ほう仕しの日』って初めてなんだけど……いったいどんなこと、するのかな」

　未経験者であることを隠かくし、ムカッとして答える恕宇。

「な、なんであたしがそんなこと、教えてやらなければならない？」

「ご、ごめんなさい……」

「そんな、怒らなくてもいいじゃない」とりなしに入る亜緒。「大丈夫だよ、ひなちゃん。そんなに難しくないから。……あのね、まず神かん主ぬしさんからお話があって、そのあと神社のお掃除をするの。午前中かけてお掃除して、最後に水浴びをしておしまい。分かった？」

　みずあび？　と首をかしげ、日奈は手を打った。

「……ああ、だから水着持じ参さんなんだ」

「そうだよ」うなずく亜緒に、

「そうだ」うなずく恕じよ宇う。うなずきつつ、こちらも納得する。ああ、だからうちの神社は掃除をあまりしないのか。

「でも、……なんで水浴びなの？　お風ふ呂ろじゃいけないの？　まだちょっと、寒いよねぇ……」

　さぁ、と亜あ緒おは首をかしげた。

　代わりに恕宇が答える。

「お湯じゃ、さっぱりしないからだよ」

「さっぱり？」

「そう。神しん道とうで一番大たい事せつなのはね、『水を浴びてさっぱりすること』。『禊みそぎ』──つまり水を浴びることで感じる爽そう快かい感、清せい潔けつ感、さっぱり感──そうした感覚をこの身のうちに感じること、それこそが、神道の要かなめ」

「？」怪け訝げんそうな表情になる日ひ奈な。

　無む玄げんの言葉を思い出しつつ、日奈の視線にいい気になって、恕宇は語り始めた。

「人間というものは、いろいろな意味で、生きている限り必ず汚けがれる。汚れない人間なんていない──存在の、通常の状態を『ケ』と言い、それが汚れた状態を『ケガレ』という。生きるというのは、ケとケガレ、その状態の繰り返し」

「……？」

「物質的なケガレは『祓はらい』で落とし、精神的なケガレは『禊ぎ』で落とす。そうやって、人は、ケ、ケガレ、祓はらい、落とし、禊みそぎ、落とし、きれいになって──ケ、また汚けがれて──ケガレ、またそれを祓い、禊ぎ──

　汚れてはきれいになり、を繰り返し、人は強くなっていく。

　それを教えるためのもの、それが神しん道とう新あら鷹たか流」

「……へぇ」きらきらした目で、日ひ奈なは恕じよ宇うを見た。「さすが……巫み女こさん」

「こんなのは常識だ」憮ぶ然ぜんと、少しく顔を赤くして、恕宇は続けた。「……そして、……便べん宜ぎ的に汚れと言ったが、正確には、ケガレとはケの状態、つまり生きていくための通常状態を妨さまたげるもののことを言う。

　たとえば夢を持っていて、それが生きる妨げとなるのならそれはケガレ。たとえば恋をしていて、それが生きる妨げとなるならそれもまた、ケガレとなる」

「そ、そんなケガレ、どうやって落とすの？」横から亜あ緒おが口を挟はさんだ。

　恕宇は笑って、答えた。

「簡単だ。夢がケガレなら、それを叶かなえるのが『祓え』。恋がケガレなら、それを成じよう就じゆさせるのもまた、『祓え』。……そしてあきらめるのもまた、『祓え』。とにかく、具体的にそれをどうにかするのが『祓え』なんだ。

　そして次に心を『禊ぐ』。

　さっぱりした、清潔な、真っ白な心の状態に自分を戻す、リセットする──その感覚を得るために、水を浴び、その感覚を五感に味わう。再現させる。水を浴びることで、心にその感覚を取り戻す──それが『禊ぎ』と呼ばれるものの本質なんだ。分かるか？」

「……なんとなく」自信なさげに答える日奈。

「全く！」自信たっぷり答える亜あ緒お。

　とにかく、と恕宇はしめくくった。

「とにかく、だから今日の場合で言えば、境けい内だいを掃除して本当にきれいにするのが『祓い』で、そのあと水を浴び、さっぱりした気分になるのが『禊ぎ』──そうやって神道新鷹流を体験させよう、という趣しゆ旨しだろう。だから最後はお風ふ呂ろではなく水浴びじゃなければならない……分かったか？」

「うん」日奈はうなずいた。「……あたしたち、これから本当に、巫女さんの修行をするんだね。……小鳥遊たかなしさん、すごいなぁ」

　まぁね、とふんぞり返る恕宇に、

　だまされちゃダメだよ冬ふゆ月つきさん、と由ゆ真まが横から言った。

「それらしいこと言って結局、あたしたちはただ働きさせられているんだから。一年から六年間、毎月一回、せっかくの日曜をつぶされて」

「ああそりゃそうだ」うなずく亜緒。「この衣装も自じ腹ばらだし。まぁ、かわいいからいいけどね」

「……まぁ、『奉ほう仕しの日』だしね」と日奈。

　なぜかばつが悪くなり、べ、別にあたしが考えたわけじゃないぞ、と慌あわてて言い訳しようとした瞬間、

「ゆあん？」『ヘンナ生物』が鳴いて、

　きいん、とマイクのハウリング音。

　境けい内だいにあふれる大城跡ゆめあと小学校四学年の巫み女こさんたち（男子は覡かんなぎと呼ばれる）がクラスごとに集合を始めるなか、

「みなさん、元気ですかぁ？」新あら鷹たか神社の陽気な神かん主ぬしの声がぴりぴりと響ひびき、

　こうして、『奉ほう仕しの日』は始まった。




　　　３




　無む玄げんのありがたい話（内容は恕じよ宇うが話したものとほとんど同じだったので誰にともなくザマァミロ、と恕宇は思った）とあまりありがたくない『歌』披ひ露ろうのあと、掃除は始められた。

　恕宇たちのクラスは神社の裏口を担当し、恕宇、冬ふゆ月つき、亜あ緒おと由ゆ真まの班は庭の草むしりをすることになった。もっともほとんど毎週各かく学年が交代で『奉仕の日』に来ているので、それほど雑草が生はえているわけでもないのだけれど。

「雑草はね、ひなちゃん、根っこごと抜くんだよ。じゃないとまた生えてくるから」手て本ほんを示しながら亜緒が言う。

「なるほど、根っこごとか。合理的だね」日奈はうなずいた。裏庭を囲む苔こけむした岩いわ肌はだとそこから生えた草を見回して、尋たずねる。「でも……あたし見たことないんだけど、どれが雑草なのかな？　これ全部、抜いちゃっていいのかな？　なんかきれいに生えているけど」

「ええ？　……ええと、それは……」

　由真が口を挟はさむ。

「抜けるもんは全部抜ぬいちゃえばいいのさ」その言葉を証明するかのように、由真の前の草々が次々と引っこ抜かれていく。「雑草なんて、根っこがあろうがなかろうが生えてくるから雑草なんだし、雑草じゃなければそれなりのオーラをまとっているさ。分からないのは全部抜いちゃえ！　自分の身ぐらい自分に守らせろってェ話だ」

　何か雑草にいやな思い出でもあるのだろうか、由真の言葉の間にも次々とえらい勢いで抜かれていく雑草たち。その速度に、さすがの恕宇も目を見張った。しかもその草々は、由真が手を使って抜いているのではなかった。由真の頭の上の『ヘンナ生物』の頭部？　らしき部分が縦たてに割れ、そこから何本か飛び出した細い糸のようなものが次々と草をからめては抜いていくのだった。さすがにぎょっとし『おいお前、いくらなんでもそれはなかろう、それはいったいなんなんだ！』と尋たずねたくなるのを、しかし恕宇は必死でこらえた（なぜだろう、聞いちゃうと負けのような気がしちゃうのだ。ポテチの最後の一枚のように、手を出しかねる雰ふん囲い気きというか）。こらえつつ、一いち応おう他の二人の様よう子すをうかがう。どうしてこいつらは平気なんだ？　百歩譲ゆずって由ゆ真まの昔からの友だちである亜あ緒おはともかく、最近出で会あったばかりの冬ふゆ月つきはどうなんだ？　アレを見て、全然何なにも感じないのか？

　……と、

「ゆ、由真ちゃん、それ！」日ひ奈なの口が開いた。

　──おお、ついに聞くのか？

「何？　冬月さん」

「だめだよう、根っこが残っちゃってるよう！」

「いいんだってば」

「いけないよ。合理的じゃないのは二度手で間まになるよ。二度手間はいけないんだよ？　二度手間はいけないから、合理的に──

　……あれ、小鳥遊たかなしさんどうしたの？」

　盛せい大だいに地面に突つっ伏ぶした恕宇の隣で、亜緒がようやく口を開く。

「分かった！　ひなちゃん根っこを残して抜こう！」

「え？」

「そうすれば、間違えて雑草じゃないのを抜いてもまたすぐに生はえてくるから──」

　マイペースなみなさん、なのだった。
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　その激げき突とつ音が聞こえたのは、掃除を開始して三十分ほど経たったころだった。

　ちょうどそのとき、亜緒は限界に達し、ハサミで巫み女こ装しよう束ぞくの腹の部分を切り裂いて自分のおへそを出そうとしていた。

「やめなよ亜緒ちゃんみっともないよ」由真がたしなめる。

「うるさい！　あおはおへそを出したいの！　ていうか出さなきゃいけないの！」

「な、なんで？」日奈は尋たずねた。

　逆に亜緒は尋ね返した。

「ひなちゃん、なぜ女は太るか分かる？」

「それは……余よ計けいなカロリーを摂とるから？」

「違う」亜緒は断定した。「女が太るのはね、その人が油ゆ断だんするからよ」

「ええ？」

「人に見えないと思うとね、女の身体からだは油断するの。服に隠かくれて見えないと思うから、そうやって油断するからぶくっぶくっと太っちゃうのよ。いい？　女は見られて美しくなる。いつでも見られる状態にあれば、身体は油断しなくなる。いつ見られてもいいように、常に自分を引きしめ、美しくあろうとしてくれる。分かる？　だから女はね、太りたくなければね、可能な限りおへそを出しておくべきなの！　だからあおはおへそを出すの！　分かった！」叫ぶような亜あ緒おの口く調ちように、

「うん！」日ひ奈なは叫んだ。「すごいね！」

「そう、すごいの！　なんたってインドの先生に教わったんだから。インドの……四千年くらい？　とにかくそれぐらいの歴史の知恵、なんだから！」

　……由ゆ真まはため息をついた。

「……でも、……制服とかならいいよ？　亜緒ちゃんはかわいいよ？　でもその格かつ好こうでおへそ出すのはどうかなぁ。全然かわいくないと思う。ていうかみっともないよ絶対」

「かわいいためじゃないもん！　太らないためだもん！」

　ああもうこうしている間にも二ミリほど太った気がするッ！　と今にも腹部を切ろうとする亜緒をなんとか押さえ、恕じよ宇うに懇こん願がんの視線を送る由真。

「……なんとかできない？」

「……なんとかって……」心のなかで（切せつ腹ぷくでゴザル！　介かい錯しやくでゴザル！）なんてつぶやいて一人でウケていた恕宇は、のんきに言った。「いいんじゃないか？　おへそを出すぐらい。それで気がすむんなら……」ぶっちゃけどうでもいいし。

　うう、と由真は、今度は日奈に視線を送った。

「お願い冬ふゆ月つきさん、なんとか説得してくれない？　ここまでやらせちゃ病気だよ。ゴム張りの部屋に入れられちゃうよ」

　ええと、その……と亜緒の腹部を見ていた日奈の、ほおが、

　ぽおっ、と、赤く染まる。

「？」「？」「？」

　──三人の視線の集まるなか、

　今度は自分の腹を見て、さらにほおを赤くする。両手でそっとおへその辺りを押さえ──隠かくすと、顔をほんのり赤くして、日奈は上うわ目め使づかいに亜緒を見、言った。

「……あたしのおへそ、見たい？」

「ええ？」日奈の言葉に見開かれた目が、そのまま日奈の両手に隠された腹部へと向かう。

　しばらくそこを凝ぎよう視しして、

　こちらも顔を赤くして、亜緒は答えた。

「……うん、見たい」

　さらに顔を赤くして、日奈は言った。

「……な、なんで？」

「なんでって……そんなふうに隠されたら、なんか、逆に、見たいよぉ……」

「でしょう？」おへそを隠したまま、顔を耳まで赤くしたままで、うなずく日奈。「人間はね、隠かくされていると見たくなるんだよ？」

「？」

「……だからね、亜あ緒おちゃん。時々は隠さないと。いつも出しっ放しだと、逆に見られなくなるよ。そうなったら身体からだも油断しちゃうでしょ？　そうなったらホンマツテントーだよ。今日とか、時々とか、隠すべきときは隠しとかないと……」

「……そうかぁ……」納得できたのだろう、亜緒はうなずいた。「……確かに、そうだね」

「……うまいなぁ」と由ゆ真ま。

「ゆあん！」と『ヘンナ生物』も言った。

　しばらく自分のお腹なかを凝ぎよう視ししたのち、亜緒はもう一度うなずいた。

　日ひ奈なの方を向き、告げる。

「……分かった。ひなちゃんの言う通りだと思う。……だから今日のところは、おへそは隠しておくことにする」

「うん……良かった」

「その代わり、ひなちゃんのおへそ、見してね」

　ええ、と日奈の目が丸くなる。

「な、なんで？」

「見たいから」

　ふるふるふると顔を振る日奈。「……や、やだよぉ……」

「だめだよ」亜緒は真ま面じ目めに言った。「そんなわがまま通らないよ。あおもいやだけど、ちゃんとおへそ隠かくすんだから、ひなちゃんもちゃんと見せないと。そうじゃないと不ふ公こう平へいだよ」

「そうだね確かに不公平だ」うなずく由真。

「ゆやゆよん！」『ヘンナ生物』も同意した。

　日奈はしばらく考えこむようにうつむいて、自分の腹部を見ていたが、やがて顔を上げた。

　耳まで真っ赤にした顔をふるふる振って、叫ぶ。

「──やあだぁ！」

「──やあだじゃない！」

「──やあだぁ！」

「──やあだじゃない！」

「──やあぁだあぁ！」

「やあだじゃ──」

　叫び合う日奈と亜緒に、

「おーい」声をかける由真。「小鳥遊たかなしさんが面白いぞォ？」

　なんぞ面白いことなぞあるものか、と赤くなった顔をそむけてうつむきながら、恕じよ宇うは必死になって頭を振り、叩たたき、脳のう裏りに浮かんだ映像を追い払おうとした。

　追い払いつつ、畜ちく生しよう、と思う。

　早くこいつをなんとかしないと、やばい。

　この呪のろいは、いずれ致ち命めいになる気がする……

「小鳥遊たかなしさん？」尋たずねる日ひ奈な。

「たかちゃん、どうしたの？」こちらも心配そうに、声をかけてくる亜あ緒お。

「ど、どうもしてない！」

　恕じよ宇うがぶっきらぼうに答えた瞬間、

　どおん、と、その激げき突とつ音は聞こえた。







　裏口から聞こえてきた激突音と破壊の音に、

「なに？」

「なにごと？」ざわめきの声が上がる。

　恕じよ宇うは急いで裏口に向かった。

「……うわ？」

　裏口の風かざ切きり鳥とり居いに、巨大な車──いわゆるリムジンが追つい突とつしている。そして、そのリムジンの横に描かれた《蛇へびを食べる鶴つる》の紋もん章しようは──

「……舞まい原ばる妹いもうと？　お前か？」

　恕宇の声に、リムジンの黒くろ塗ぬりの窓が開き、褐かつ色しよくの肌はだをした少女が一人飛び出してきた。年は恕宇と同じか少し上くらい（なぜそう思うかというと胸がすでに膨ふくらんでいるからだ。冬ふゆ月つき日奈よりも）、素す肌はだは胸の部分にさらしを巻いて黒いジャケットをはおり、褐色の肌、黒い長ちよう髪はつは一本に束ねまとめて三つ編みにして、今こそ輝けと言わんばかりにさらしたおでこが目に眩まぶしい。

　見覚えがある、

　確かジニーとかジンニーとか、壺つぼから出てきて主人を守る精せい霊れいから名を取ったという舞原の姫ひめのお気に入りだ。なんでも舞原妹は、四歳さいの誕生日に母親から彼そ女れをプレゼントされたと言うが──

　褐色の少女は窓から外に抜け出すと、どん、と高価なリムジンの横よこッ腹ばらを何遠えん慮りよなく蹴け飛とばした。

　と、

　ばたんと音を立てて扉が開き、

　中からおかっぱ頭のいかにも純じゆん日本風な少女が、しずしずと現れ出てくる。どこか冬月日奈に似ているが、彼女よりはるかに『和わ風ふうの姫』らしい──

「……久しぶりだな、舞まい原ばる妹いもうと」

「ええ」

　恕じよ宇うよりはるかに巫み女こらしい（実際『巫女さま』という通つう称しようでも通っている）少女は、まるで自分はたった今牛ぎつ車しやから静かに降り立ったばかりだ、と言わんばかりの風ふ情ぜいで恕宇の方へと歩み寄った。

　振り返り、リムジンを見て言う。

「……鳥とり居いを、壊してしまいましたね」

「いいよ……ん？」

「──無事ですか？」

　──次の瞬間、

　リムジンの前の座席が吹き飛び、中から先の褐かつ色しよくの少女とは対照的な少女が現れた。年のころも、さらしにジャケットという格かつ好こうも褐色の少女と同じだが、その肌はだは対照的に真まつ白しろに白い。その長髪はさらに真白い。おでこも出さずに顔かお半分を白い前まえ髪がみで隠かくしたどこまでも褐色の陽気な少女とは対照的な白く陰気な少女は、周囲を確認しつつ、言った。

「敗因は、分かっています。……アクセルを踏むとブレーキが踏めず、ブレーキを踏むとアクセルが踏めないのです」前髪に顔を隠して、表情を見せぬまま言う。「しかもそのどちらを踏んでも、前が見えない」

　……と、白い陰気な少女の後ろからまた別の、こちらはメイド服に身をまとった少女が現れ言った。「全くそんなの、言い訳ですわ！　お嬢じよう様に何かあったら、どうするつもりだったんですの？」

　……恕宇はため息をつき、舞原妹に聞いた。

「……もしかして、お前らだけか？　大人おとなは誰も？」

「ええ」こともなげに答える舞原妹。「私用なので、忍しのんできました。……高くつきましたが。……みん、被ひ害がい総額は？」

「物ぶつ損そん、人じん身しん併せて三百万くらいです。……この鳥とり居いを入れなければ、ですが」

　そうですか、とまるで天気の話でもしているかのようにうなずき、舞原妹は恕宇に言った。

「……無む玄げんのもとに、案内してください」

「……あ、ああ……」

「……では、いんとみんは、車の修理、あるいは別の移動手段を。……ジィは……そこらで遊んでいなさい」

　はい、と三さん様ようにうなずく三人。

　うなずき、舞原妹は恕宇を見た。無言にうながされ、恕宇は歩き始めた。周囲を混乱させたままで。耳に入る「あれ、舞原の姫ひめさまだ」という声にそうだとうなずき、気分が良くなる。あたしは、その舞原の姫さまとも知り合いなんだぞ？

　──そう、

　舞まい原ばるの姫ひめの登場だった。
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「大丈夫だよ誠せい一いちくん──誠一くんと呼んでも？」

　新あら鷹たか神社の神かん主ぬしの、陽気な声が聞こえてくる。

「──君は立りつ派ぱな先生になれる。そう、そうとも、なれるとも。だから早く実習を終えて、立派な先生になって日ひ炉ろ理り坂ざかに帰ってくるんだ。……そして、そのときこそ、君は運命に、運命の人に巡り会うだろう。なんなら私がめあわせてあげようともさ」

　何を世よ迷まい言ごとを言っているんだ、あいつはこういう風ふうなカウンセリングの進め方をしていたっけか？　と首をかしげながらも、恕じよ宇うはついつい無む玄げんの声に聞き惚ほれた。

　さすがは新鷹神社の神主だけあって、その声せい質しつは実に見事に力がある。

　迷える人々の相談役、それもまた新鷹神社の、神主の仕事である。無玄も当然カウンセラーの資格を持ち、日炉理坂、大城跡ゆめあと、和わ歌か丘おかを問わず頼ってくる人間のカウンセリングを無料で引き受けている。いずれは恕宇がその跡あとを継ぐことになるのだろうが──弱者の悩みを聞くなんて、とてもじゃないがそんなこと、恕宇にはまねできそうにもない。

　カウンセリングが終了したのだろう、若い男と入れ違いに、恕宇と舞原妹いもうとは無玄の部屋に入っていった。

　舞原妹を見て、無玄は顔をほころばせた。

「……あれ、どうかしましたか？　舞まいの奉ほう納のうは、確か来らい来らい週しゆうでは──」

「今日は私用です」無表情に答える舞原妹。「……あなたは私が知る限り、もっとも有能にして頼れるカウンセラーです。だからこそ、ここに来ました。ですから、今日、私が頼むことは──」

「守しゆ秘ひ義務は守りますよ、もちろん」無玄は微笑ほほえんだ。

　うなずき、舞原妹は和服のたもとから緑色の封筒を取り出した。

　無む造ぞう作さに、無玄に渡す。

　無玄が中身に目を通すのを待ち、口を開く。

「……その人物の、カウンセリングをお願いしたいのです」

「ほほう」無玄の表情は変わらない。

　恕宇は一寸ちよつと、首を伸ばした。が、当然見えなかった。……にしても、誰だろう。舞原の巫み女こサマが直々に、しかも舞原家に内ない緒しよで頼みにくるとは……どんな重要人物なのか？

　うなずく無玄。

「構いませんよ。いつがいいですか？　私はいつでも……」

「いえ……それが」舞まい原ばる妹いもうとの表情が、わずかにくもる。「……実は……彼の父親は、日ひ炉ろ理り坂ざかの人間ではないのです」

「……ああ、本当だ」書類に目を通し、うなずく。「しかしもう二十年近く、この土地に住んでいる。よそ者を徹底的に排除したがるこの土地に、二十年居い続つづけるとは……苦労したでしょうな、この父親も、その家族も」

「ええ」舞原妹はうなずいた。

　一瞬遠とおい目になり、すぐに意識を戻して言う。「……四し季き老ろう会もようやく、彼らを日炉理坂に受け入れることを認めました。……ですが今さら、……彼らの日炉理坂に対する憎しみは、消えないでしょう」

　分かりました、とうなずく無む玄げん。

「……そんな人物が、自分の息子を私のところにつれてくるはずがありませんな。分かりました。私がこの子に偶ぐう然ぜん出会いましょう」

「あるいは、……父親には知られないよう」

　はい、と無玄はうなずいた。

　……しばらくして、言う。

「……念のために聞いておきますが」

「なんです」

「……この、この子の遭そう遇ぐうした事件と……舞原家のかかわりは？」

「ありません」無表情のなかに強く冷たい意志をこめ、舞原妹は言った。

　しばらくして、付け足す。

「……少なくとも、私の知る限りでは」

「……分かりました。……ではこれが、今日の用件なのですか？」

「はい」

「……ほほう……」

　無表情に、無玄を見つめる舞原妹。

　整った口もとが言う。

「確かにそれだけです。……ですが私にとっては、とても大事な用なのです。私自身が動くための──」

　舞原の言葉に、怪け訝げんな表情を浮かべる恕じよ宇う。

　──私自身が、動く？

　無玄はじっと、舞原妹の目を見つめていた。

　しばらくして、言った。

「お母様と、けんかなさったそうですね」

「……」

「舞まい原ばるイハナ」無む玄げんは言った。「あなたはいずれ、強大な力を手に入れます。それを無む下げに、捨て去る必要はありますまい」

「……私が必要とする力は」舞原イハナ、と呼ばれた少女は答えた。「それはたった今この瞬間に、私の意志で使える力、それだけです。それがこの手にない以上、いずれ得られるどんな力も意味はない」

「……」

「私がいずれ力を得るとするならば、それは今の私自身が、手に入れようとする力でしょう」

　……無玄は微笑ほほえんだ。

　手に持った緑の封筒を振り、言う。

「……『シュレディンガーの猫』というのをご存知ですかな」

「……一応は。箱の中にいる猫は、見えない限り生きており、かつ死んでいる、という概がい念ねん……でしたか」

「……まぁ、そうです」封筒を振りつつ、言う。「観測されてやっと生まれる結果がある。ふたを開けてみない限り、その猫は生きているのか死んでいるのか分からない……ならば、ふたを開けてみない限り、猫は箱から出られないのか？」

「……は？」

「答えはＮＯです」無玄は言った。「猫は箱から出てきます」

「……」

「なぜなら、死体はもう猫ではないから」

「……猫ではない？」

「……イハナ、出ようとする意志そのものが、猫なのです。そして。

　……ならば箱とは決して、閉じこめるためのものではない」

　……舞原妹いもうとは、無表情に無玄を見つめた。

　……ああこれは、悪い癖くせが出ましたね、と無玄は苦く笑しようし頭を搔かいた。

「なに、気にしないで、ただ心に留めておいてください。……これは単なる、『祝い』の言葉なのですから」

「……『祝い』の？」

　はい、と無玄はあらためて、舞原の姫ひめに向き直った。

　口を開く。

「……お嬢じようさま、これだけは覚えておいてください。日ひ炉ろ理り坂ざかが特殊な土地なのは、決して日本の管理から外はずれているからではありません。舞原家が支配している土地だからではありません。もしここがそれだけの土地だとすれば、とっくの昔に滅ほろんでいるでしょう──絶対王おう政せいとは、そういう仕組みなのですから」

「……」

「ここは舞まい原ばる家の支配する土地であり、舞原家を滅ぼせば全すべてが滅ぶ──そう考えている者がいるとすれば、それは大きな『勘かん違ちがい』です。この土地を支配しているのは、舞原家などではありません。それは見かけがそう見えているだけ。実際は全然違ちがうものなのです。舞原家はこの土地を成り立たせるシステムの、もっともいい位置にいるというだけに過ぎない。たとえ舞原家を滅ぼしても、他の何かが舞原家に取って代わるだけ──この土地を滅ぼすことは誰にもできないのです。──この土地を成り立たせる、システム自体を壊さない限りは。そういう意味では、舞原家すら支配されている傀かい儡らいにすぎない」

「──そのシステムとは？」

「──唯ゆい一いつ神しん教きよう、とでもいいましょうか」無む玄げんは笑った。「唯一絶ぜつ対たいを望む人々が、唯一絶対の下に安あん寧ねいで平和でありたいと願う人々の思いが、この土地を創つくり上げ、唯一絶対の象しよう徴ちようとして舞原家という冠かんむりを戴いただいた。そう、舞原家を王に戴く、約束された王国──唯一絶対を求める人間がいる限り、真の民主主義は生まれない。唯一絶対を求める人間──それを人と呼べるなら──がいる限り、この土地は、滅びない──」

　……なんだ？　なんの話なんだ？

　無玄と舞原の顔を、交互に見つめる恕じよ宇う。

「……なるほど」舞原妹は、無表情に言った。「無玄……あなたには感謝しています」
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「……」

「あなたはいつも、あたしが九歳さいの子供だということを忘れて話をしてくれる」

「……すいません」無む玄げんは苦にが笑わらいを浮かべた。「何しろ娘がああなもんで、普通の九歳さいというのがどういうものか分からないのですよ、私は」

「……おかげであなたの話は、いつも私の助けになります」舞まい原ばる妹いもうとの言葉に、

「それが私の仕事ですから」手に持った封筒を振り、笑う。「ああ大丈夫、守しゆ秘ひ義務はちゃんと守ります。ご心配なく。この少年のことは、まかせておいてください」

　舞原の姫ひめはうなずいた。

「ええ。それでは私は失礼します」恕じよ宇うを見て、「恕宇、案内を……」

　ん？　ああ……と恕宇はうなずいた。

　二人の会話に圧倒されていた自分に気づき、気き恥はずかしいものを覚えつつ、先に立ち、歩き出す。

「それでは……がんばってくださいね！」

　無む玄げんの笑顔を背に、二人は部屋を辞した。







　廊下を二人で歩く途中、

「……なぁ」好こう奇き心しんを殺しきれず、ついに恕宇は尋たずねた。「さっきの話はなんだったんだ？　私用って、何？」

　舞原妹はしばらく恕宇を見ていたが、やがて、口を開いた。

「……小鳥遊たかなし恕宇、前にも聞きましたが……舞原家の『スタッフ』になるつもりはありませんか？」

「前にも言ったけど、あたしは」

「あなたなら、『スタッフ』のトップを任せられます」

「……うれしいけれど」恕宇は首を振った。「興味はない。だいたい、今のトップ──健けん三ざぶ郎ろうは、まだ働き盛りだろ。どうして──」

「私は自分の周囲を、私と同じ年代の人間で固めるつもりなのです」舞原妹は言った。「私が舞原家を手に入れた暁あかつきには、健三郎、四し季き老ろう会、──私の両親も、全すべての大人おとなを排除し、私たちだけで舞原家を再構成しようと思います」

「……へ？」

「……そのときは、ぜひあなたに『スタッフ』のトップを──」

　ちょっと待って、と言葉を止める。

「……『手に入れた暁には』って……おい、いったいなんの話をしているんだ？」

「分かりませんか？」無表情に、まるで明日の朝食について話をしているように、舞原妹はその言葉を口にした。

「私は舞まい原ばる家に──今の舞原家に対し、反乱を起こそうとしているのです。──舞原家の力をこの手に入れるため」

　……恕じよ宇うは絶ぜつ句くした。

　かろうじて、言葉を発する。

「……そ、そんなことしなくても、どうせ将来は……」

「与えられるものに意味などない。私は自分の力で、それを勝ち取るつもりです」舞原の姫は言った。「私は……できれば舞原家になど、生まれたくはなかった。ですが生まれ、そして私はこの『檻おり』から、外に出ることはできないでしょう」

「……」

「ならば私はせめて、その『檻』のなかで手に入るものは全すべて、この手に入れようと思います。それも与えられるのではなく、自分の力で手に入れたい。

　まずはこの舞原家から、始めます。

　……幸い、無む玄げんがその効率のいいやり方を、教えてくれました」

「……さっきのは……」あの会話は、そういうことだったのか。

　舞原妹いもうとの言葉が、続く。

「……そう、よっぽどの無む茶ちやをしても舞原家が滅ほろびることはなく、そしてシステムさえ押さえれば取って代わるのは不可能ではない──そう、不可能ではない。あとは実行するか否か、それだけです」

　無表情に、恕宇を眺ながめる。

　そして言う。

「……そうですね。口だけならなんとでも言えます。まずは実行が先ですね。

　恕宇、私は必ず舞原家を手に入れます。

　あなたの決断は、それ以降で構いません。私が舞原家を手に入れたあと、もう一度、先の質問を繰り返します。それまでよく考えてみてください」

「……手に入れた、あとって……」

「……全てはそこから、始まるのです」無表情に言い放つ。「舞原家は、始まりに過ぎない」

　──再び歩き出す、イハナ。

　黙ってそのあとに付き従いながら、恕宇ははぁ、と感かん嘆たんしていた。……くやしいが、スケールが違う。この少女は、恕宇よりはるか先を見ている。たとえ九歳さいとはいえ、恕宇が見けん鬼きであるように、この少女もまた特別な存在なのだ。

「……一つ、聞いていいか？」

「……なんです？」

「……一人は、寂しいか？」

　……ふ、と舞原の姫ひめは笑った。

　恕じよ宇うはそれを、「何をバカな質問を」と言っているように受け取った。

　さすが、と思う。

　恐らく彼女は、やり抜くだろう──

　そのときは、『スタッフ』のトップになってやってもいいかもしれない、恕宇は一瞬そう思った。誰かに仕える、なんてのは真まっ平びらごめんな話だが、……この少女なら、いいかもしれない──そんなことを思う。

　そうだとも、

　あたしの横にいるのはやはり、

（あの新にい見み亜あ緒おとか二ふた葉ば亭てい由ゆ真まとかあと冬ふゆ月つき日ひ奈ななんてやつらじゃなくて）

（いかにも群れなきゃやっていけなさそうなやつらじゃなくて──）

　こういうやつがふさわしい──
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　遠くに褐かつ色しよくの少女と亜緒の姿を見つけて（冬月日奈と由真はいなかった。恐らく、交代で水浴びに行っているのだろう。亜緒はもうすんだらしく、さっぱりした顔をしている）、恕宇はふと、聞いてみた。

「……えと、あの子、ジニー？」

「……ジィ・ニーのことですか？」

「そうそうその子。……あの子はどうなんだ？　あんたの腹ふく心しんなんだろ？　あの子にその『スタッフ・トップ』を任せる、そのために先生をつけ、金をかけて育ててきたんじゃないのか？」

「彼女はダメです」舞まい原ばる妹いもうとは即そく答とうした。

「……なんで？」

「勘かん違ちがいしないでください、私は他の誰よりも、ジィを信用しています。他の誰よりも、彼女の忠ちゆう誠せい心しんは信用できます。

　ですが彼女は……言わば人形。

　私の思う通りに動いてくれる、しかし自分では動けない、命令遂すい行こう以外の判断は下せない──それがジィ・ニーなのです。

　そんな人間には、『スタッフ』のトップは任せられません」

「……」

「……私は彼女を、育て間違いました……」

　口では厳きびしいことを言いながらも、ジィ・ニーを見る舞原妹の目は、どこか、優しい。

　こいつはこんな顔もできるんだな、と恕宇はあらためて思った、

　二人は、ジィ・ニーがいる一団へと向かった。二人の姿を認めてすぐに、

「たかちゃん！」と亜あ緒おが手を振った。

　もう片方の手には、何か大きな箱を持っている。

　その姿に、舞まい原ばる妹いもうとがはぁ、とため息をつく。

　こいつがため息？　驚き尋たずねる恕じよ宇う。

「わ、どうした？」

「……私としたことが、きっと焦あせっていたのでしょうね……忘れていました。そうです、その箱についても無む玄げんに聞こうと思っていたのです」

「……箱？」

　亜緒が手に持つ箱を見る。

　大きさは二十センチ×三十センチ×八センチくらい、落としこみのふたには、中央に大きな墨すみ字じで『烏からす羽ば』という文字が書かれている。ふたにはさらに、両りよう端はしにぼこん、と大きさの違う穴が一個ずつ。片方は一円玉くらい、片方は五百円玉くらいの大きさのその穴は、開けるときに指でも引っ掛けるためのものだろうか……。

　恕宇は尋ねた。

「……烏羽？」

「これはうちの蔵くらの『鍵かぎ』です。このなかに、『烏羽』という刀が蔵のどこにあるかを示す何かが入っていたはず、……なのですが……」舞原妹は答えた。

「……？」

　見て見て！　と亜緒がふたに指を引っ掛け開く。中には、箱一いつ杯ぱいに巨大な円筒が入っている。無数の龍りゆうが複雑に絡み合った模様に覆おおわれた円筒は、表面に草そう書しよ体たいの文字が──

「なになに、……『ふたを開けずに取り出せ、さもなければ見つからない』？」

　見ると、円筒は両端がそれぞれ全く同じ形のふたのようなものでふさがれている。草書体の文字は両端に対し直角になるように書かれているために、どちらが上になるのか判別できないが──。

「なんなんだこりゃ？」恕宇は舞原妹を見た。「ふたを開けずに取り出せ……って、どちらがふたか分からないけど」

「……そう、ですが問題は、それだけではありません。構わないから、手に取って見てください」舞原妹の言葉に、

　恕宇は円筒を取り出し手に持った。見かけよりはるかに、重い。そして──

「……これは、なかに何も入っていないんじゃないか？　なんか入っている、って感じじゃないぞ？」耳もとで振ってみる。

「何も入っていません」うなずく舞原妹。「最初に見つけたときから、何も入っていませんでした」

「じゃ、すでに中身を取った人間がいるわけだ」

「……どうやって、ですか？」

　どうやって……って、それは……と円筒を見る。

　───開けずに取り出せ？

　舞まい原ばる妹いもうとが言う。

「ふたを開けてみてください」

「開けて……って、どっちがふたなんだ？」

「どちらからでも構いません。構造的には同じものです」

「……？」

　恕じよ宇うは試しに字から見て右みぎ端はしを握り、ねじった。ふたは簡単にねじれ、次の瞬間、

「……わぁ？」

　円筒そのものがばらばらになる。

「な、な、な？」

「大丈夫……これはこういう仕組みなのです」

　大小ばらばらになって地面に落ちたパーツを、拾い集め始めるジィ・ニー。小さいものは小指の爪くらいのものから、大きいものは手のひら大まで、総そう勢ぜい七十二個ほどのそのパーツを慣れた手つきでたちまちきれいに組み上げていく。あっという間に円筒に戻し、いまだ恕宇の手に残っていたふたをかぶせると、それは再び強固な円筒となった。

　つぶやく恕宇。

「……これは……」

「たとえどちら側だろうと、開けた瞬間ばらばらになるようできているのです。……ですが、パーツの組み合わせによる均きん衡こうでこうした円筒状になっている以上、このなかのものをふたを開けずに取り出す、などということが本当に可能なのでしょうか」

「……」

「しかも」無表情に言い添える。「ここに『ふたを開けずに取り出せ、さもなければ見つからない』と書かれている以上、ふたを開けてしまったらだめになるものがこのなかには入っていた、と考えられるのですが……

　……それがいったいなんなのか、想像がつきますか？」

「……？」

　この円筒のなかに入れられて、入れられたはいいがふたを開けるとダメになるもの、しかもちゃんとした取り方をすれば、ダメにはならないもの──」

「……？　……？　……？」

「このなかには、うちの蔵くらのどこかにある『名めい刀とう・烏からす羽ば』のありかを示す『鍵かぎ』となるものが入っていたはずなのです」舞原妹は無表情に、今しがた出てきたばかりの本ほん殿でんの方を見た。「……ですが、ふたを開けずに取り出す方法はもちろん、なかに何が入っていたか、さえ想像ができない……。ですから、無む玄げんの知恵を借りようと思っていたのですが、すっかり忘れていました」ふう、と息を吐く。

　こんな彼女を見るのは珍しい、よほどもう一つの用件に気を取られていたらしい、と恕じよ宇うはおぼろげに思った。

　恕宇を見て言う舞まい原ばる妹いもうと。

「今さら戻るのもなんですし、またにしましょう。……恕宇、これを無玄に渡し、事情を説明しておいてもらえますか？」

　ああ、とうなずいた恕宇に、

「そうか、たかちゃんとお姫さまも分からないんだ！」亜あ緒おがうれしそうな声を上げた。「……ね？　たかちゃんも分からないんでしょ？」

「……ああ」悪かったな。

「そしてお姫ひめさまも……でもね、ひなちゃんは分かったんだよ！」

　……恕宇はまじまじと、亜緒を見た。

「……何？」

　舞原妹も、亜緒を見る。そして尋たずねる。

「……分かったとは、つまり、『ふたを開けずに中身を取り出す方法』が分かったということですか？　それとも、このなかに何が入っていたかが分かったということですか？」

　問われ、初めて口を開くジィ・ニー。

「……開ける方法が、分かったそうです」

「……！」

　──沈ちん黙もく。

　焦しよう燥そう感が沸き立って、恕宇は再び箱を開け、円筒を取り出した。なんだとあいつに分かった？　あいつに分かって、どうしてあたしに分からない？　──円筒を、いじくりまわして見るが──

　ふたを開けない限り、円筒の均きん衡こうは崩せず、

　ふたを開けるとパーツの均衡が崩れ、円筒はばらばらになる。

　再びばらばらになった円筒のかけらを拾い集めつつ、恕宇は心しん中ちゆうつぶやいた。

　──畜ちく生しよう！

　あたしには分からないのに、

　あいつには分かった──だと？
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　しばらくして、冬ふゆ月つき日ひ奈なが戻った。

　水を浴びてさっぱりした顔で、恕じよ宇うたちのもとに駆かけ寄ってくる。うれしそうに、

「小鳥遊たかなしさん、戻ったんだ！　あのね、さっき──」

　──黙って円筒を差し出す恕宇。

「……え？　あの」戸と惑まどう日奈。

　舞まい原ばる妹いもうとが尋たずねる。

「……あなたが、冬月日奈ですか？」

「……え、はい……そうだけど……」

「これの開け方が、分かったそうですが……」

「ええ？」戸惑いの顔。「それは、開けないで取り出さないと……」

「いったいどうやれば、そんなことが可能なのですか？」

　──冬月日奈は頭を搔かいた。

　搔いた手を、耳たぶまで持っていく。耳たぶをいじりつつ、皆を見回して、言う。

「そうか、……みんな勘かん違ちがいしちゃったんだね」

「……勘違い？」と舞原妹。

「うん。……これはね、引っ掛け問題なの。あたしは、これに似た問題を作ったことあるからすぐに分かったけど……」

「……どういう問題なのですか？」

「うん、あのね、お父さんの誕生日に……」

「あなたが作ったものではなく、この箱のことです」

　はふう、と息を吐き、日奈は円筒を手に持った。

　両りよう端はしに手をかけて言う。

「あのね、『ふたを開けずに取り出せ、さもなければ見つからない』なんて、この筒つつに書いてあるから勘違いしちゃったんだろうけど、実はこれ、この円筒の中身のことじゃないんだよ」

「ええ？」と亜あ緒お。

「どういうことです？」と舞原妹。

　日奈は答えた。

「これはね、つまりこの円筒そのもののことを言っているの」

「はう、あ？」とジィ・ニー。

　日奈は微笑ほほえむと、箱の上に円筒を持っていき、そこで円筒を崩してバラバラにした。大小ばらばらのパーツが全すべて箱に収まったのを確認すると、

　ふたを閉める。

「ほら、これで……」ふたの穴を指でふさぐと、箱を持ち上げ逆さにする。次いで、小さい方の穴に当てた指を外はずして、箱を振り出す。「ふたを開けずに取り出せるでしょ？」

　小さな穴からこぼれ出す、ばらばらになった円筒のパーツ。

　確かに、ふたを開けずに取り出している。

　沈ちん黙もくのなか、

　しばらく振り続け、もう小さな穴からはパーツが出てこなくなったのを確認すると、日ひ奈なはこぼれ落ちたパーツを脇によけた。そして、今度は大きな穴の方を下にして、ふさいでいた指を外して再びパーツを振り落とし始める。

「……そうか」つぶやく舞まい原ばる妹いもうと。「この箱は、パーツを必要なものと不必要なもの、種類別に選せん別べつするための……」

　しばらくして、大きな穴からもパーツが出てこなくなったのを確認すると、日奈は箱を下に置いた。ふたを開けると、ふたに開いた穴よりも大きなパーツしか残っていないことを確認して舞原妹に見せる。

「……ほら、これでパーツを三つに分けられた。ここから先は分からないけど、選別されたパーツだけを組み合わせることで、何かが見つかるんじゃないかな？」

　──あっさりと──

　舞原妹は、しばらく日奈を見ていた。

「……あ、あの……？」戸と惑まどう日奈。

　そして──




「ふ……ふふふ……はっ……はははは……」




　こぼれるように、笑い出す。

　恕じよ宇うはぎょっとして、舞原妹を見た。

　この少女が、こんなふうに笑い出すのを見るのはこれが初めてだった。

　日奈も亜あ緒おも、ジィ・ニーさえも、呆ぼう然ぜんとなって笑い続ける舞原妹を眺ながめている。

　目の端はしに涙を浮かべて笑いながら、舞原妹はたった今いま出てきたばかりの社しや殿でんを振り返った。

　くすくすと、つぶやく。

「……そう、か、簡単には、いきません……よ、……無む玄げん」

　しばらくして、ようやく日奈の方を見る。

　あっという間に消えていく笑い。

　たちまちもとの無表情を取り戻し、舞まい原ばる妹いもうとは言った。

「……冬ふゆ月つき日ひ奈なと、言いましたね」

「あの……はい……」怯おびえたように答える日奈に、

「……あなたには借りができました」舞原妹は言った。「この借りは、いつか必ず返します」

「……あ、あの、そんな」

「……本当に、感謝しているのです。……できれば、誕生日には間に合わせたかったものですから」一瞬傍かたわらの褐かつ色しよくの少女に目をやり、すぐ目をそらす。

　褐色の少女は、気づきさえしなかっただろう。

「……誕生日？」

　もう日奈には構わずに、舞原妹は選せん別べつされたパーツを取った。混ぜ合わさらないようしっかり分けて右と左の袂たもとに入れ、箱を持つ。

　颯さつ爽そうと歩き出しつつ、言う。

「行きますよ、ジィ」

「はい！」

　日奈たちに深々と一いち礼れいし、はうあ、と舞原の姫ひめのあとを追うジィ・ニー。

「……や、やっぱり変わっているね」二人を見送りながら、日奈はため息をついた。「あれが……舞原家のお姫さまなのか……」

　ずっと黙っていた恕じよ宇うは、

　……一瞬、日奈をにらみつけ、急いで舞原妹のあとを追った。







　追ってきた恕宇に、つぶやくように言う舞原の姫。

「……思い出しました」

「……え？」

「……冬月日奈……よく健けん三ざぶ郎ろうを困らせている『虫むし愛めづる姫ひめ君ぎみ』とは、……彼女のことだったのですね」ふう、と息を吐く。「そう言えば、転校したと聞きましたが」

「『虫愛づる姫君』？　なんだそりゃ」揶や揄ゆするように、「あいつ、虫が好きなのか？」

　舞原妹は、恕宇の顔を見ないで言った。

「……健三郎は、かつて自分の商品にかかわる人間を『虫』と呼んだのです」

「……」

「単なるお姫さまかと思っていましたが、……なるほど、健三郎を困らせるわけです。……あながち、親バカではなかったのかも」

「買いかぶりだ……あんなやつ、あんたが気にするほどのやつじゃないよ」ぶっきらぼうに、吐き捨てる恕宇。

「……」

「そうだ、さっきの問題だって」ジィ・ニーが小こ脇わきに抱かかえた箱を見、つぶやく。「最初に勘かん違ちがいしただけだ。ちょっと考えれば、誰にだって分かる問題だったんだ！　……勘違いさえしていなければな！」

　そうですね、とうなずく舞まい原ばる妹いもうと。

「……確かに、そうです。勘違い──見方さえ変えられたなら、簡単に分かる問題でした」

「そうさ！　別にあんなやつ……」

「ですが、──答えには、誰でもたどり着けるのです。しかし問題は、──気づかぬ者には一生、見つけられない」

「……」押しだまる恕じよ宇うに、

　舞原妹は尋たずねた。

「……小鳥遊たかなし恕宇」

「……なんだよ」

「……何をそんなに、むきになっているのです？」

「……別に」口ごもる。「……ただあんたに、勘違いして欲しくないだけだ。あんな程度で、あたしをあいつの下に見られたんじゃ困るからな」

「……」

　恕宇はそっぽをむき、言った。

「何しろあたしは見けん鬼きなんだ」

「……出ましたね、その台詞せりふが」舞原もまた、恕宇の顔を見なかった。「……いつ出るかとは思っていましたが」

「……」

　裏口には、タクシーが止まっていた。

　それが舞原の姫ひめのために用意されたものであるのは、運転席で滝のように汗を流した見知らぬ男の隣に白はく髪はつの少女がナイフを持って座っていることからも一目瞭りよう然ぜん。後ろの座席にはメイド姿の少女も見える。

　リムジンの姿はもう、影も形も残っていない。

　舞原妹はタクシーに乗りこむと、

　無表情に、言った。

「……小鳥遊恕宇」

「……なんだよ」

「……見鬼の力を、お大事に」

「……！」

　その言葉を残して、走り去っていくタクシー。

　お大事に？　だと？

　恕じよ宇うは口もとを歪ゆがめた。

　……何がお大事に、だ。ああ、言いたいことは分かっている。別に、勘かん違ちがいなどしていない。そのことは、恕宇自身が一番よく分かっている。




　この力を失ってまで、

　生きていたいとは思わない。




　恕宇は思わず、笑った。

　結けつ局きよく恕宇の世界なんて、そんな程度の物だった。
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　その日は朝から快晴だった。

　新聞も、今日は一日中晴はれることを一〇〇、一〇〇、一〇〇で表現していた。だからみゆきは、今日は久しぶりにお布ふ団とんを干そうと思っていた。干した布団で寝るのは、陽だまりの猫の背中に鼻をこすりつけているようで気持ちがいい。それに今は梅つ雨ゆ時どきだ。干せるときに干しておかねば、次はいつ干せるか分からない。

　だからみゆきは、今日はお布団を干そうと思っていた──少なくとも、

　恕じよ宇うの言葉を聞くまでは。

　布団を干そうと布団干ぼしの準備をしていたみゆきのところに音もなく、忍しのび寄り、背後からいきなり恕宇は、言った。

「今日は、雨が降るよ」

「……ええ？」

　恕宇の出現、背後からいきなり声をかけられたこと、かけられた声の内容など様々なことに驚きながら、みゆきは思わず聞き返した。

「……あ、雨が降るんですか？　こんないい天気なのに？」

　恕宇の顔が意い地じ悪わる的に、愉ゆ快かいそうに、歪ゆがむ。

「信じないならいいよ、別に」

「い、いえいえいえいえ、信じないなんてそんな」

　もちろんみゆきは、恕宇の言葉を信じた。

　今までにも何度か、恕宇は天気を予言した。そしてそれが外はずれたことは一度もない。「百パーセント当たる天気予報は不可能」なんて話を聞いたことがあるが（だったら新聞のアレはいったいなんなんだろう、なんてみゆきは思うのだが）、恕宇に関して言えば、その天気予報の的てき中ちゆう率りつは百パーセント、なのである。

　それもまた、見けん鬼きの力なのだろう。

「……とにかく、だから、傘かさ」恕宇の言葉に、

「ああ、はいはい」

　下げ駄た箱に行き、折り畳たたみ傘を出す。

「赤いのと青いのと緑色のと桃色と、どれがいいですか？　桃色は？」

　恕宇は迷うことなく青色の傘を手に取った。それを手さげカバンに入れ、

　……残った三本を凝ぎよう視しする。

「……恕宇、さま？」

　一瞬、

　緑色の傘かさも手に取り、カバンに入れかけ、

　恕じよ宇うの表情に、訳の分からない怒りの閃ひらめき、とでもいうようなものが宿る。

　いきなり「知ったことか」とつぶやくと、恕宇はそれを玄関に向かって投げつけた。玄関のガラス戸が、ばりばりと音を立てて砕くだけて散るなか、みゆきは悲鳴を上げた。

「じょ、恕宇さま？」

　うるさい！　知ったことかと叫びつつ、恕宇は外へと走って行った。そんな恕宇に呆ぼう然ぜんとして……いったいどうしたのだろう、とみゆきは頭を振った。最近の恕宇さまは、やけに温おん和わ、かつ突然切きれるようになった。やけに甘えてくるかと思うと、突とつ然ぜん怒って叫びだす。

「……反抗期、なのかなぁ……」

　とにかく、と快晴の空を見上げる。

　空は突き抜けて晴れ上がっていたが、みゆきはもう、布ふ団とんを干すつもりはなくなっていた。
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　大城跡ゆめあと小学校には三つの特色がある。

　第一に『巫み女こ教育』、大城跡小学校を卒業した児童は、『名めい誉よ巫女』──男子は『名誉覡かんなぎ』──の称しよう号ごうをもらえる（と言っても無む玄げんが勝手に定めているここら近きん辺べんでしか使えない称号だが）。第二の特色は『自由な校風』であり、たとえば片方の耳に本物のサファイアのピアスをしたり、化粧をしたり、おへそを出したりあまつさえ頭の上に『巨大な芋いも虫むしに見える何か』を乗せていたりしていても、怒られたり没ぼつ収しゆうされたりすることはない。それが善か悪かは別にして、大城跡小学校はかなり校則のゆるい自由な学校なのである。

　そして第三の特色、それが、

　豪ごう華かな『ランチルーム』である。

『和風』『洋風』『気だるい朝のカフェテラス風』と三種に分けられた大城跡小のランチルームは、実に豪華な、一流レストランもかくや、と思わせるような内装を施された実に見事なものだった。使われている容器もマイセンやらイマリやら豪華な一流品が用意され、しかも配される給食は一日として同じものが出ることはない。下はたがめの姿すが焼たやきから上は満まん漢かん全席まで、実に多種多た様ような給食がしかも栄えい養よう配分もしっかり考えられて出される大城跡小学校のランチルームは、一説に学費の四十パーセントはこれの維持に使われているのではないか、と陰かげ口ぐちを叩たたかれるほど確かに豪華な特徴なのだった（ちなみにこれは会長の趣味でありある種の信念であるそうなのだが、その会長こそ誰であろう『小鳥遊たかなし無玄』その人であったりする）。

　もっとも、どんなにメニューが豪華だからといって、子供がそれを喜ぶとは限らない。

　せっかくキャビアやらフォアグラやらトリュフなんかを出しても、それを子供が喜ぶかどうかはまた別問題。結局のところ、こんなに給食の豪華な大城跡小学校においてさえ、人気のある定てい番ばんメニューはカレーだったりハンバーグだったりするのだった。そして、トロやらウニやらイクラやらが惜しげもなく残され鍋なべに捨てられていくのを見るたびに（実際それらは常に、給食のワースト部門の上位だった）、貧びん乏ぼう生活の長かった春はる川かわやらの教師陣じんは『遠い国では飢うえた子供たちがなんたらかんたら』なんていう以前の問題に襲おそわれてがっくりと肩を落とすのだった。

　……だが、まぁ、

　人の好みというものは、いかんともしがたいものである。

　そして今ここにいる少女、頭に『ヘンナ生物』を乗せた二ふた葉ば亭てい由ゆ真まの大好こう物ぶつは、

　納なつ豆とう、なのだった。

「はうん♪」席につき納豆の姿を見た瞬間、由真は卒そつ倒とうしかけた。

「ゆあん」「ゆよん」「ゆよんッ！」「ゆっよーん！」と興こう奮ふんしたのかめったやたらに鳴き？　続ける『ヘンナ生物』の下で、うわぁ、と叫び、場のいつもの三人を見回し、長い友人新にい見み亜あ緒おにこの喜びについて同意を求める。

「亜緒ちゃん見て！　納豆だ！」

「わぁ、本当だ……」あまりうれしくなさそうに、亜緒。「四年に上がって初めてだね」

「そうだよもう八カ月ぶりだよ、ああ、もう、じらすんだからぁ！」

「……そ、そんなにこれが好きなのか？」恕じよ宇うはわらに入った納豆を見た。「でもこれ、へんな臭いがしないか？　糸いと引ひいて、なんか腐くさっているポイし」

「腐っているんだよ」由真は断言した。

「……腐っているのに好きなのか？」恕宇の言葉に、

「腐っているのに、好きなんだ」由真は力強く、本当に力強く、うなずいた。「……ううん、好き、なんて言葉じゃ片づかない。あたし、シュークリームも好き。確かにシュークリームも好き。でも納豆には惚ほれている」

「あたしの大好きなシュークリームを、腐った豆と一緒にしないでッ！」悲鳴を上げる亜緒。

　……しばらくして、

「……これが納豆か……」冬ふゆ月つき日ひ奈なが声を発した。

　納豆を眺ながめつつ、うんうんうなずく。

「なんか凄すごい、食べ物だね。しかもこれ、腐っているんだ。……納豆って名前で良かったよ」

　尋たずねる亜緒。「……なんで？」

「だって、いきなり直接的に『豆とう腐ふ』なんてそのまんまの名前だったら、きっと食べられなかったよこれ。豆腐、とか言われて豆の腐ったのが出てきたら、あまりにもまんまで怖いよ。『納豆』なら、ああ、豆が納まっているんだな、で済むけどさ、でも『豆腐』は……」

　……しばらくの沈ちん黙もくののち、

「……ははぁ……なるほど……」亜緒はため息をついた。「いつもながら、ひなちゃんは目のつけどころが違うなぁ。これからはひなちゃんのこと、『目のつけどころが違う人』と呼ぼうかな」

「……そんな、『福ふく笑わらいの弱そうな人』みたいのはやだよぉ」そう言って日ひ奈なは自分の冗じよう談だんにくすくす笑ったが、亜あ緒おと由ゆ真まは良く分からずにきょとん、とした顔をした（この二人は、福笑いそのものを知らなかった）。恕じよ宇うは黙って納なつ豆とうを見ていた。実はまだ食べたことのないそれを見つつ、確かに『豆とう腐ふ』じゃなくてよかった、と思った。言葉をダイレクトに受け入れる者にとって、これが『豆腐』というのはきつすぎる……もっとも恕宇は豆腐は食べたことがあり、あれは結けつ構こう好きなのだが。味ではなく感かん触しよくとかが。

「それではみなさんいただきます！」

「いただきます！」

　恒こう例れいのマヌケのような（そう思っているのは恕宇だけではないはずだ）号令とともに、

　ランチルームでの給食が始まった。







　朝あれほど晴れていた空は今や曇どん天てんにどんよりし、ぽつぽつ小こ雨さめが落ちている。

　亜緒は窓の外を見ながら、恕宇に尋たずねた。

「……これは……どうかな、降るかな？」

「間違いなく、豪ごう雨うになるな」断定し、日奈を見る。「……冬ふゆ月つきは、傘かさを持ってきたか？」

　恕宇の言葉に、一いつ心しん不ふ乱らんになって納豆をかき混ぜている由真を呆ほうけたように見ていた日奈は、慌あわてて注意をそちらに向けた。

「……え？　……ええと、ううん。朝晴れてたから、持ってこなかったよ」

　だろうな、と心しん中ちゆうつぶやく。あの状況で雨が降るのが分かるのは、見けん鬼きぐらいなものだ。

　同意する亜緒。

「あおも、忘れたんだよなぁ……由真は？」

　一心不乱に、納豆をかき混ぜ続ける由真。

　代わりに答える『ヘンナ生物』。

「ゆーやゆよん」

「……そうか、持ってこなかったのか」

　恕宇は驚いて亜緒を見た。

　が、何も言わなかった。

　恕宇と視線を合わせる亜緒。

「……何？　たかちゃんは持ってきたんだよね？」

　当然だ、と言わんばかりに手さげカバンから青色の傘を取り出してみせる。

「すごいなぁ……さすがは巫み女こさん」嘆たん息そくする亜緒。「朝は晴れていたのに、雨が降るの分かったんだ。あおもそういう……魔法の力？　欲しいなぁ」

　まぁな、と恕じよ宇うは内ない心しんふんぞり返った。

　視線をずらし日ひ奈なの方を見てみるが、彼女はじっと、由ゆ真まの行動を凝ぎよう視ししている。

　外の情景も知らぬげに、

　雨の音のなか、

　一いつ心しん不ふ乱らんに納なつ豆とうと戦い続ける由真。

　なるほど、と恕宇は舌を巻いた。

　これは……家で納豆禁きん止し令れいが出るわけだ。こんな鬼き気き迫る感じで納豆をかき回されたら、誰だって二度と納豆を出そう、とは思わないだろう。

　しばらくして、ようやく由真はかき回すのをやめた。

　ふぅ、と息を吐き、ひたいの汗をぬぐって容器を亜あ緒おに渡す。

「はい、亜緒ちゃん」

「……ありがと」

　ううん、とにっこり微笑ほほえむと、今度は自分の容器に向かう。ごはんの上に納豆をのせ、叩たたくように広げたあと、うすく醬しよう油ゆをかける。赤ちゃん握りに箸はしを握ると、……日奈の視線に気づいて、由真は言った。

「いい？　時計回りにまず三十回、かき回すの。次に逆回りに二十回。ごはんと一緒の方が、……力はいるけど、味がからまるからいいよ。醬油も先にかけておけば、糸にからまっておいしくなるし」

「……そ、そうなんだ……」

　もはや周囲に目もくれず、再び納豆をかき回し始める由真。

　鬼気迫る感じの割にはペースがのろいため、結けつ構こう時間がかかっている。

　雨あま音おとのなか、しゃくしゃくと言う音のなか、

「……雨、強くなるなぁ」亜緒がつぶやいた。

「……そうだね」恕宇も窓の外を見た。

　恕宇は、雨が嫌いではない。

　雨のなかでは、余よ計けいなものが見えにくくなる。余計な音が聞こえにくくなる。クロの笑いも、シロのささやきもかき消される──だから恕宇は、雨が好きだ。ぱらぱらと地面を打つ音も、ぽんぽんと傘かさを打つ音も、ざーざーと風を切る音も──




「たかちゃんって、将来は何になるの？」




　え？　と恕宇は亜緒に注意を戻した。「何？」

「……いや、たかちゃん将来は、どうするのかなぁ、って。……だってほら、たかちゃん魔法を使えるじゃない？　将来、いくらでもなりたいものになれるなぁ、って……」

　魔法、ねぇ……

　冬ふゆ月つき日ひ奈なの目の前で、恕じよ宇うは『魔法』という言葉に多少腹はら立たつ何かを感じた。

　……確かに恕宇は『見けん鬼き』という能力を持つ。そしてそれは一いつ見けん魔法に見えなくもない。だが、一見優ゆう雅がな白はく鳥ちようは実は水面下かで激しくもがいて運動している、という有名なたとえ話のように、恕宇の能力を『魔法』として成り立たせているのは恕宇自身の『修行』と努力に他ならない。傍ぼう若じやく無ぶ人じんな恕宇は、傍若無人だからこそ『修行』は真ま面じ目めに行っている。さぼったことなどほとんどない。自分の傍若無人さが、何によって立っているのかちゃんと分かっているから。

　そんな自分の『修行』を、『魔法』みたいな簡単な言葉で片づけて欲しくはない。

　……だいたい、見鬼の力も巫み女この力も、新あら鷹たか神社のそれは実に科学的なものなのだ。恕宇が行っている修行だって、最新機器と最さい新しん理論を取り入れた実に科学的なものだ。にもかかわらず一般人にそれを感じさせないのは、イメージ戦略──『巫女』とか『見鬼』とかいう言葉の持つイメージそのものが、恕宇たちの武器になるからなのである。『霊れい』とか『霊力』とか『呪のろい』とか──そうしたいわゆる『魔法』を、人じん知ちの及ばないものとしてとらえてすませてしまう幼よう稚ちで未熟な心こそ、恕宇たち『巫女』や『見鬼』がつけこめる『穴』になるのだ。だからこそ、恕宇たちはあえて自分たちがあたかも『魔法』を使っているかのように見せかけているのだ。本当は科学的な、当たり前のものであるにもかかわらず、だからこそ──

　……恕宇はだまって亜あ緒おを見た。

　恕宇の力を単なる『魔法』と片づけてしまっている亜緒の耳をつかみ、ひねりあげてやりたくなるのを必死でこらえる。ひねりあげその耳に恕宇の能力がどれほど科学的であるか、ということを、説明してやりたくなるのをぎりぎりぎりと我慢する。何しろそれを説明してしまえば、恕宇の『巫女』としての利点を捨ててしまうことになる。だから説明はできない──でも、冬月日奈の目の前で自分の能力をあっさり一言『魔法』で片づけられるのもしゃくで（すンごい修行をしているんだぞ本当は！）、だから恕宇はようやく、これだけを言った。

「……魔ま法ほう魔法って言うけどな」

「え？」

「これぐらいのこと、現代の科学なら、別に魔法でなくてもできるんだぞ？　ただアプローチが違うだけで、結果的には同じことができるんだ」

「……へぇ？」訳が分からない、といった感じの亜緒。

　恕宇は言った。

「ただ、見方の問題なんだ。それをどう見るか、で、魔法かそれとも人じん力りよくか変わる。そして結局、それは同じことなんだ」

「……うう、よく分からない」亜緒は首を振った。

　しかし日ひ奈なは手を叩たたき、

　うれしそうに言った。

「──くらーく？」

「……は？」きょとん、と恕じよ宇う。

　首をかしげて、再び言う日奈。「くらーく？」

「……と、とにかく、『魔法』なんてのはそう簡単には存在しないから……」

　今度は、恕宇の顔をのぞきこむように、「……くらーく？」

「──簡単に決め付けないで、もっとちゃんと……」

　未み練れん惜しげに、「くらーく……」

「やかましい！」ついにかんしゃくを起こし、恕宇は怒ど鳴なった。「くらーくくらーくって、お前はなんだ、くらーく市に住むくらーく市民か！　くらーく製のくらーく車に乗りくらーく保険の勧かん誘ゆうにでもやってきたのか、このバカ！」

　あうう、としょげ返る日奈。

　そんな日奈の様よう子すを見てザマァミロ！　と思いながら、恕宇は心のメモ帳を開き、あとで『くらーく』なるものを調べることを忘れないようメモした。

　とりなすように、口を開く亜あ緒お。

「……そ、そう言えばひなちゃんは、将来の夢とかあるの？　将来なんになりたい、とか……」

「……あたしは」日奈はうつむいた。

「……え？」

　──うつむいて、言う。

「……多分、お婿むこさんを……」

　日ひ炉ろ理り坂ざかは、舞まい原ばる家を筆ひつ頭とうとした女じよ系けい支配の土地である。だから名めい家かの婚こん姻いんは、婿むこ取とり、という形を採ることが多い。婿を取り、子供を産んで、血を絶たやさないようにする。それが名家の娘の役割。使命にして、運命。

　天下の冬ふゆ月つき家も当然、例外ではないだろう。

　ざぁざぁと、雨が強くなった。

　しゃくしゃくという納なつ豆とう音おんのなか、

　なぜか雨あま音おとが際立つ──

　……しばらくして、亜緒が顔を上げた。

「そうだ」と言う。「あの日もこんな雨だったなぁ」

「……あの日？」

「うん。……たかちゃんみたいじゃないけどね、……もう転校しちゃったんだけど、あおの友だちに、魔法を使える子がいたの」

「へぇ？」口もとを歪ゆがめる恕宇。

「またその話？」と由ゆ真ま。

　ちょうど最初の三十回転を終えたところなのだろう、箸はしを置き、ひたいに浮いた汗をぬぐう。そして言う。

「だからぁ、あれはただの手て品じなだってば。……いくら子供だったからって、どうして魔法と思うかな……」

「違うよ、あれは魔法だよ」頑がん固こに言い張る亜あ緒お。「あおの壊こわれた『魔法ステッキ』、ちゃんと直してくれたもん！」

「だから壊れたんじゃなくて、そこにタネがあるんだよ……買ってもらって一日も経たたないうちに壊れる方が変じゃない。だいたい壊れちゃったら、小学生が直せるはずが」

「だから、魔法、なんだよ！」

　顔を真っ赤に言い張る亜緒に、恕じよ宇うは由真を見、口を挟はさんだ。

「……いったい何の話だ？」

「あのね、亜緒ちゃんの一年生のときの誕生会でね……」説明しようとする由真を、

「……待って」日ひ奈ながとめる。

「……どうし……」

　問い掛ける由真にしっ、と唇くちびるに指をあて言葉をとめると、やけに目をきらきらさせて、日奈は亜緒、由真、恕宇の三人の顔を順番に見た。

　三人の視線を集め、

　左手でゆっくりと自分の耳たぶをなでる。

　そして、口を開く。

「ねぇ亜あ緒おちゃん、話してみて。いい？　最初からだよ。覚えていること、印象に残っていること全部──できるだけ、くわしくね」

　満面を輝かせた日ひ奈なの様よう子すに多少気け圧おされながらも、新にい見み亜緒は話し始めた。
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　冬ふゆ月つき日奈を聞き役に、新見亜緒は話し始めた。

「……ええと、その日も今日みたいにね、朝は晴れていたんだけど、だんだん曇って雨になったの。

　その日はあおの誕生日でね、

　あおは、その子──おりちゃんの家にいた」

「……どうして？」

「誕生日に買ってもらった、『魔法ステッキ』を見せたくて。あおもおりちゃんもそのテレビが大好きで、ずっとその『魔法ステッキ』が欲しかったんだ。だからうれしくて、さっそくおりちゃんの家に見せに行った──同じマンションで、家が一番近ちかかったから」

「……そして？」

「お昼から、由ゆ真まの家で誕生日会してもらうことになっていた。……それで……そうそう、雨が降りそうだから、早めに由真の家に向かった方がいい、ってことになったんだ。

　でも、出る寸すん前ぜんになっておりちゃんに何か用事ができて、それであおとおりちゃんのお兄さんだけで、由真の家に向かった。

　……もうそのころには雨が降り出していて、風も強くて、せっかくのお洋服が濡ぬれちゃった」

「……その、おりちゃんさんの用事って、なんだったの？」

「……なんかよく、分からなかった。とても大事な用事で、だからおりちゃんとおりちゃんのお父さんお母さんも慌あわてていたよ、うん」

「……それで？　由真ちゃん家ちについてからは？」

「……由真だけじゃなくて、友だちたくさん集まっていてうれしかった。ドアを開けたらクラッカーとか鳴らされてね、楽しかったな……」

（楽しい？　それのどこが？　……ガキだな、と恕じよ宇うは思った。凡ぼん人じんどもが群れなして弱い自分を慰なぐさめあって……ご苦労なことだ。あたしには全ぜん然ぜん必要じゃない、分からない。）

　亜緒の話が続く。

「……お昼になってもおりちゃんは来なくて、雨も風も強くなって──そうだ、台風が来てたんだった！　とにかく、それで、パーティーを始めちゃって……

　おりちゃんが来たのは、始まって十分ぐらいしてからだった。──気になって時計見てたから、よく覚えてる。……そしてね！」

　声を高くして由ゆ真まをにらむ。そして言う。

「あんなに雨とか風とか強かったのに、おりちゃん全然濡ぬれていなかったんだよ！　これって魔法じゃない！」

　何か言いかける由真を制して、日ひ奈なが言う。

「……その、亜あ緒おちゃんが由真ちゃんの家に行ったとき、歩きだったの？」

「うん。すぐ近くだったから」

「……それで？」

　え？　ときょとんとし、

　亜緒は話を再開した。

「……とにかく、それで、おりちゃんにもおめでとうって言ってもらって、プレゼントをもらったの。『魔法ステッキ』と同じテレビの、『変身セット』をもらってね、……それも欲しかったんだけど、なんか恥ずかしくて親に言えなかったんだよ。……でも、それをおりちゃんはくれて、だからもう、とにかくうれしくて、早さつ速そくそれを着てみたんだ。

　──似に合あってたよ！　ね！」

「ゆあーん」と『ヘンナ生物』。

「それで？」先をうながす日奈。

「それで、テレビのポーズを決めようと思って『魔法ステッキ』を取って、変身ポーズを決めた……そしたら、

『魔法ステッキ』が、動かなかったの！

　そのときまではちゃんと動いていたのに、いきなり動かなくなっちゃったのよ！」

「……その『魔法ステッキ』は、動くの？」

「そう！　電池でね、スイッチを入れたらピカピカ光って音が出て、テレビのと同じ声も出るやつ。……なのに、……着替えるまではきちんと動いていたのに、もう全然、いくらスイッチを入れてもうんともスンとも言わなくて……

　あお、壊こわれたんだ、あおが壊しちゃったんだと思って、お父さんたちに見つからないよう部屋を出て……誕生日なのに泣き出して。そしたら、おりちゃんが来てくれた」

「……そして？」

「あおが、『魔法ステッキ』壊しちゃったことを話したら、……それを取って、ハンカチをかけた」

「……思い出せる限り、くわしく話して」

「……ええと、左手で『魔法ステッキ』を取って、柄えの部分を握ったまま、右手で握ったところにハンカチをかけた。そしてね。

　なんか、呪じゆ文もんを唱となえたの。

　そしたら、さっきまではいくらスイッチを入れても動かなかった『魔法ステッキ』が、ちゃんと動くようになったの！　直ったんだよ？　こんなの、魔法以外に考えられないでしょう！」

「考えられるよ」平然と由ゆ真ま。

「ああ」と恕じよ宇う。

「……その、ハンカチをかけている間って、時間にしてどれくらい？」日ひ奈なが尋たずねた。

　怒ったように由真と恕宇をにらみつけ、亜あ緒おは言った。

「三秒……ううん、二秒……一秒だったかも！」

　恕宇は笑った。「それじゃ、呪文も唱えられないんじゃないか？」

　うう、と押し黙る亜緒。

「……それで」と日奈。「そのあと、聞いてみなかったの？　その、おりちゃんに」

「聞いたよ？　おりちゃん自身が魔法だって言ったんだもん！　……それに……」

「そのあと、おりえは引っ越したんだ」由真があとを引き取った。

　沈ちん黙もく。

　恕宇はふん、と息を吐き、亜緒に向かって言った。

「……魔法を信じるのは結けつ構こうだけど、それぐらいで魔法だ、と思うのは違うんじゃないか？　状況から考えれば、直した、というよりも、やっぱ手て品じなだよ。新にい見みが着替えている間にタネをステッキに仕こんだ、手品。

　新見を驚かせたくて、一ひと芝しば居い打ったんだろうさ」

「で、でも、おりちゃんはそんな、手品をやるような子じゃ……」

「だから、誕生日のためのショウ、だろう？　本当はみんなの前でやりたかったんだ。でも新にい見みが泣いて引っこんじゃったから、これはやばいと思って急きゆう遽きよ新見の前だけでやった、手品ショウ。不ふ思し議ぎも魔法も何もない、それだけの話だよ。……魔法だと思う方がおかしい」

「……でも、でも」声を上うわ擦ずらせる。「……だったら、じゃあ、来たときは？　おりちゃん本当に、全然濡ぬれてなかったんだよ？　あんなに強い雨と風だったのに。そんなの──」

　あっさりと答える恕宇。「車で送ってもらったんだ、それだけだ」

「そんな、すごく近いんだよ？　車なんか」

「なんかの用事とやらで、遅れていたんだろ？　少しでも急ごうと思ったか……そうだな、雨と風が強かったんだろ？　よそいきの服を濡らさないよう、短い距離でも車を出してもらったんだ。……それがそんなにおかしいことか？　魔法なんかよりはずっと、現実的だろうが。……違うか？」

　恕じよ宇うに視線を向けられ、日ひ奈なはうなずいた。

「……多分、そうだね」

「だろ？　そんなの魔法でもなんでもない。単なる手て品じなと偶然さ」

「でも、でも！」なおも言いつのる亜あ緒お。「……あおは本当に、魔法って感じたんだから！　だから──」

「それはお前の勝手だ」恕宇は笑った。「感じるのは勝手さ。……それが本当かどうかは別として、ね。……二ふた葉ばの言う通り、魔法と感じる方がおかしい」

　言いながら、恕宇は二葉亭てい由ゆ真まを見た。

　由真は一いつ瞬しゆん恕宇を見たがすぐ目を逸そらし、亜緒を見ていた。由真の表情に恕宇は気分の悪いものを感じた。……なんだ？　その顔は。あたしはお前の主張を裏づけてやっているのに。

「……でも……」傷ついた表情に、うつむく亜緒。「……あおは、本当に……思ったんだもん……」

　沈ちん黙もく。

　……しばらくして。

　日ひ奈なの口が開く。

「……亜緒、ちゃん」

「……なに」

「……あたしは……それ、魔法だと思う」なんだと？　と口を開きかける恕宇に構わず亜緒の瞳を覗のぞきこみ、言う。「……亜緒ちゃんの考えているのとはちょっと違うけど……あたしはそれも、魔法だと思う。……聞いてくれる？」

「……え？」

「……あのね、証しよう拠こはないの。だけどそれらしく話しちゃうから、……納なつ得とくさせちゃうかも知れない。そうなったら……亜緒ちゃんの、……その、想いまで壊しちゃうかもしれない。……けれど、……聞いてくれる？　話してもいい？」

　真剣な日奈の表情に、

　しばらく躊ちゆう躇ちよしたのち、

　……亜緒はうなずいた。

「……うん」

「……分かった」日奈もうなずく。

「……それじゃあ、まずはね……」




　　　４




　注視している三人の顔を順々に見て、おもむろに、日奈は語り始めた。

「あたしがまず不思議なのはね、そのおりちゃんさんに、どんな用事ができたか、ってことなの。……まだ子供のおりちゃんさんに、大事な友だちの誕生会をすっぽかすようなどんな用事ができると思う？」

「別にすっぽかしては」と、亜あ緒お。

「同じようなことだよ。誕生日って、その人の喜ぶところを見たいもんでしょう？　それを見逃すと分かっていて、どうして友だちの誕生日に遅れるようなことになったのか……しかも、そんな寸前にできる用事なんて」

「……それは……」亜緒は口ごもった。

　尋たずねる日ひ奈な。

「……さっき、亜緒ちゃん、言っていたよね？　その『魔法ステッキ』の番組、おりちゃんさんも好きだったって。……おりちゃんさん、知ってたんじゃない？　その『魔法ステッキ』を、あおちゃんが欲しがっていたこと」

「……それは知ってたと思う。あお、ずっと言ってたし……」

　あ、と由ゆ真まは手を打った。

「ゆやゆよん」との『ヘンナ生物』の声をうけ、日奈を見て、言う。

「……もしかして、おりちゃんに突然できた用事って……プレゼントを買い直すこと？」

「ええ？」と亜緒。

「なんだそりゃ？」と恕じよ宇う。

　日奈はうなずいた。

「……多分そのおりちゃんさんは、亜緒ちゃんが欲しがっていた『魔法ステッキ』を誕生日のプレゼントにしようと思って、もう買っちゃってたのよ」

「で、でもおりちゃん、そんなこと言ってなかったよ？」

「そりゃ驚かして喜ばそうと思うのに、教えるはずがないでしょうが」由真の言葉に、恕宇はそんなものなのか、と思った。そういうのが普通なのか。

　日奈の言葉が、続く。

「……多分、おりちゃんさんはその『魔法ステッキ』を、亜緒ちゃんにあげるつもりだった。でも亜緒ちゃんはもうそれを手に入れていて、しかもわざわざ見せに来た……おりちゃんさんはきっと、焦あせったでしょうね」亜緒を見る。「……きっとそれ、そんなに安いものじゃないんでしょう？」

「……うん」

「……そうか」と由真。「……転校」

　日奈は、うなずいた。

「……おりちゃんさんはきっと、亜緒ちゃんを一番喜よろこばせたかった。だからそんな高価なものを買った──そういう気持ちがあったからこそ、亜緒ちゃんにそれを見せられたとき、『あたしもそれをあげようと思って買ってたのにアッハッハ』じゃすませられなかったんだと思う。どうしても、別の、そして心に残る物を探さなければ気がすまなくなったんだと思う。おりちゃんさんの両親も、その気持ちが分かって……だから亜あ緒おちゃんを先に行かせて、自分たちは娘と一緒に代わりのプレゼントを探しに行った……」

　つぶやく恕じよ宇う。「……車で」

「……そう、車で。どこかでなんとか満足するプレゼントを買うことができ、そこから直接、由ゆ真まちゃんの家に向かったんじゃないかな。……だから、おりちゃんさんは雨にも風にも濡ぬれていなかった……」そしてね、と亜緒の目を見る。「亜緒ちゃんはそれに気づいた。そんな小さな、些さ細さいなことに亜緒ちゃんは気づいた。……多た分ぶん亜緒ちゃんは、心の底でずっと不ふ思し議ぎに思っていたんだよ。おりちゃんさんに、いきなり用事ができたことに。でもおりちゃんさんは友だち──亜緒ちゃんにとって、本当に大事な友だちと思える人だったから、亜緒ちゃんはそれを怪しまなかった。ただ不思議に思っただけだった。そして、不思議に思っていたからこそ、おりちゃんさんが濡れていなかった、なんて、些細な変化に気づくことができた。

　そこに魔法が生まれた。

　単なる……偶然を、魔法と感じられるような、そんな素す敵てきな魔法が……」

「魔法と感じられる、魔法……」亜緒の言葉に、

　うん、と日ひ奈なは微笑ほほえんだ。

　……恕宇はそっぽを向いた。

「……まぁ、よくできた話だな」

「……」

「……ああ、きれいな話だよ。だがな、きれい過ぎないか？　それが真実かどうかは分からないじゃないか」

「……まぁ、そうだけど」と日奈。

「……でも、説得力はあるよ」と由真。「多分、それが正解だと思う……いったい何が気に入らないの？」

　ちょっと考え、答える恕宇。

「そうだな……まずは最初の部分、かな」

「どこが？」亜緒が尋たずねた。

「あたしは誕生会なんてよく知らないけれどな、そんな高価なものなら、買い直したりするか？　子供が買い直したりできるか？　たかが子供のプレゼントに、親がそんな金を出すのか？」

「……それは……」と、亜緒。

「おりちゃんならやると思う」と由真。

　恕宇はせせら笑った。

「……いや、あたしもそのおりちゃん？　が、プレゼントを買いに行った、というのは正しいと思う。思うよ？　だがその真相は、ただ単に、シンプルに、プレゼントを買い忘れたというだけのことだと思うね。その方が現実味がある」

　亜あ緒おは叫んだ。

「おりちゃんは、そんな人じゃない！」

　恕じよ宇うは平然と、言った。

「別に美び化かは結けつ構こうだけどな、……あたしは正直、誕生会なんて知らないけど、人間はよく知ってるよ。期待するなよ、子供なんてな、忘れるもんだ。友情を美化するのはいいが、……あたしはプレゼントを買い直した、なんてのよりも、買い忘れていた、っての方が説得力あると思うね──？」




　日ひ奈なは、……微笑ほほえんでいた。




「な、なんだよ」なぜか背せ筋すじが寒くなり、思わず声が上うわ擦ずる恕宇。

　亜緒が頼むように言う。

「……ね、ひなちゃん、そんなことないよね。おりちゃんは、ちゃんと……」

「ごめんね」日奈は謝った。

「……え？」

「……あたしは、そのおりちゃんさんのこと、知らないから……どんな人かは、亜緒ちゃんの話でしか推測できないよ」

「……そんな」

「でもね、この場合で言えば」微笑んで恕宇を見、言う。「買ってなかった、よりも買い直した、の方が現実味があると思う」

「……なんでだよ」思わず居い丈たけ高だかになる恕宇。「そのおりちゃんが、いい人っぽいからか？　そんなの……」

「……そのあと、手て品じなをしたから」

　全員の注目に、舌を出して言葉を足す。「……多分、手品なんてするつもりはなかったんだと思うけど……ね」

「……どういうこと？」亜緒の怪け訝げんな表情に、

　日奈は言った。

「ここからは、本当に推測なんだけど……小学生がいきなり他人の道具でタネの分からない手品をした、というよりは説得力があると思う」

「……え？」

「多分おりちゃんさんはね、自分が買っていた『魔法ステッキ』と、亜緒ちゃんの『魔法ステッキ』をすりかえちゃったんだと思うの」

「はぁ？」とんきょうな声をあげる恕じよ宇う。「なんでそんなバカなことを？」

「それは……」

　しばしの沈ちん黙もくののち、

「……あたし、分かる気がする……」由ゆ真まがつぶやいた。「転校するんだもん。……たとえ気づいてもらえなくても、同じものでも……やっぱり、自分が買った方を持っていて欲しいから……」

　……恕宇は、嘆たん息そくした。

「……だから同じ『プレゼント』を、すりかえた、だと？」

　日ひ奈ながうなずく。

「……でも、ある部分が同じじゃなかった」

「……え？　どこ？」亜あ緒おは思い出すように、首をかしげた。「全然分わからなかったけど？」

「……だって同じものを買ったなら、違いなんてないでしょう？　別の商品だったら一目瞭りよう然ぜん、すりかえなんてできないし……」由真も尋たずねた。

　微笑ほほえむ日奈。

「よく、考えてみて……亜緒ちゃんにあげるつもりだったとしたら、……他人にあげるプレゼントの、箱を開けているはずがないでしょ？」

「……？」

「多分おりちゃんさん、焦あせってて、気がつかなかったのよ……ねぇ亜緒ちゃん、その『魔法ステッキ』、電池で動くんでしょう？　買ったとき、電池は最初、どうなってたの？」

「ちゃんと入ってた……あ！」

「そうか！」由真も声を上げる。

「……なんだよ」いまだ分からず不ふ機き嫌げんな恕宇。「あたしにはさっぱり──」

「買ったおもちゃを思い出してみて！」亜緒が言った。が、恕宇は、おもちゃを買ってもらったことなどなかった。あんな低てい俗ぞくなものを、買って欲しいなんて見けん鬼きが思うはずがないから。

　日奈を見る。

　日奈は微笑んで、言った。

「……あのね、電池で動くおもちゃは最初、電池を外はずされているか、電池がついていてもそこに絶ぜつ縁えん体たいを挟はさんであるの。そうしないと、電池を消しよう耗もうしちゃうから」

「……絶縁体……」

「多分おりちゃんさんは、急に思いついたんだろうね。だから、急いで箱から出したはいいけど焦っていたもんだから、うまくすりかえられたのはいいけど……絶縁体を外すのを、忘れちゃっていたんだよ。

　だからすりかえられた直後はまだ、絶縁体がついたままだった」

「だから『魔法ステッキ』は、動かなかった……」と由真。

「……それをあおは、壊こわれちゃったんだと勘かん違ちがいしたんだ！」と、亜あ緒お。

「うん。……そして、亜緒ちゃんから話を聞いて、おりちゃんさんはようやくそのことに気づいた。……でも、いくらなんでも『実はすりかえて、でも急いでいたから絶ぜつ縁えん体たいを外すのを忘れていた』なんて言えなくて、だから苦しまぎれに手て品じなの真ま似ね事ごとをして、手品のふりをして絶縁体を抜き取った……そして」

「『魔法ステッキ』は、動き出した」由ゆ真まが続けた。

　うなずく亜緒。

「あおはそれを、魔法だと思ったんだ……」

　日ひ奈なもうなずいた。

　恕じよ宇うを見て、言う。

「……もちろん推測だけだけど、現実味はあるでしょう？　そして、このトリックを成り立たせるにはまず、二本の──それも一本は秘密にされた──『魔法ステッキ』が必要。

　だから、おりちゃんさんは買い忘れていたんじゃない、買い直したんだと思う」

　そして、と亜緒を見て、言う。

「おりちゃんさんが買い直そうと思わなければ、……すり替えようと思わなければ、……亜緒ちゃんを大事に思っていなければ、こんなことは起こらなかった。そして。

　亜緒ちゃんがそれに気づかなければ、魔法ともなんとも感じなかったはず──

　でも、亜緒ちゃんはそれに気づいた。

　だから普通なら単なる手品だと思うところを、亜緒ちゃんは魔法に感じられた。

　……それって、魔法だと思っていいと思う。

　日常──なんでもないことを、すてきな魔法に感じる、魔法……」

　──沈ちん黙もく。

　ランチルームの、食事時のざわめきのなか、そのテーブルだけは静かに、ただ雨だけが音を響ひびかせている。

　しばらくして、

　亜緒が、言った。

「……ありがとう、ひなちゃん」

「……あの、もしも……がっかりしたのなら」

「ううん。おりちゃんが魔法使いじゃないのは残念だけど、……でも、それが分かってうれしい、から……」ぱっ、と顔を輝かせ、




「ひなちゃんて、名探たん偵ていだね！」




　日奈のほおが、ぽっと、赤くなる。

　やがて全体が真っ赤に染まる。

　ああ、まただ、と恕じよ宇うは思った。こいつは、普段褒ほめられ慣れていないのかどうか知らないが、照れるとすぐに、そして独特に赤くなる。ゆっくり、ゆっくりと赤くなり徐じよ々じよに徐々にともとに戻るその様よう子すは、まるでショックを受けつつもすでにそれに対応している、というような風ふ情ぜいがある。そして恕宇は、なぜか冬ふゆ月つきのそんな赤せき面めん方法が嫌いだった。

　癇かんに障さわった。

　顔を耳まで真っ赤に染めて、日ひ奈なは言った。

「……なんか、恥ずかしくなっちゃった」

　見ているこっちが恥ずかしいわい、と思わず心につぶやく恕宇。

　由ゆ真まが言う。

「……でも冬月さん、すごいねぇ。亜あ緒おちゃんの昔むかし話ばなしから、よくそこまで……」

「そうだね！」叫ぶ亜緒。「ひなちゃん、本当に、いい探たん偵ていになれるよ！」

「ゆよよよよん！」と同意する、『ヘンナ生物』。

　探偵か……と日奈はますます頰ほおを赤らめた。

　そして、言う。

「……そうだね、あたし、将来は……探偵になれれば、と思う」

「うん、きっと──」勢いこむ亜緒に、

「……ああでも、事件を解決するような探偵じゃないの」微笑ほほえむ。

「え？」

「あたしがなりたいのはね、……言わば、

　……人生の、探偵。

　今の、亜緒ちゃんの事件みたいに、友だちとか、周りの人の小さなことにも気づけて、そして自分の周囲に起こる小さな、でも素晴らしい出来事を、まるで魔法のように感じられる……そんな。

　人生の探偵に、あたしはなりたい」

「……人生の探偵、かぁ」ほぉっ、と息を吐く亜緒。「……なるほど、そういうのなら、あたしもなりたいなぁ」

「……人生の、探偵」由真もつぶやく。

「ゆやゆよん」と『ヘンナ生物』。

　……何が『人生の探偵』だ、と恕じよ宇うは心に吐き捨てた。……そんなの、単なる自己陶とう酔すいの極きよく致ちじゃないか。だいたい今の推理だって、正しいかどうかは分からないんだ！　あたしの見けん鬼きの力なら、そのおりちゃんに会えさえすれば、その真実が分かるんだ！　なんて意味もなく張り合ってみる。

　……なぜだろう、と、思う。

　この冬ふゆ月つき日ひ奈なという存在は、どうしてこんなにあたしをいらつかせるんだろう……

「よしそれじゃあ、いい推理のご褒ほう美びに、冬月さんにこれをあげよう」由ゆ真まが言った。

　言葉と同時に『ヘンナ生物』の頭部？　が縦たてに割れ、触しよく手しゆが飛び出し一瞬で、由真のかき混ぜていた納なつ豆とうごはんといまだ手つかずのままの日奈のごはんを入れ替えた。

　あっ、と言いかける日奈に構わず、

　そのご飯にたちまち納豆を広げ、醬しよう油ゆをたらしてかき混ぜ始める由真。

　日奈は複雑な表情をして納豆ごはんを眺ながめ、そして何か懇こん願がんするような表情で恕じよ宇うを見た。

　恕宇もまた、まだごはんを食べていなかった。が、日奈の視線に気づかないふりをして、箸はしを伸ばしてごはんにつけた。

　──一ひと口くち食べる──




　雨は、ひどさをますます増していた。




　　　５




　放課後になっても、雨の降り止む気配はなかった。

　由真は置き傘がさをしていて、由真と亜あ緒おは帰る方向が同じなので問題はなかった。恕宇も傘を持ってきていたので当とう然ぜん問題はない。

　問題は──

「ひなちゃん、どうする？」亜緒が心配そうに尋たずねる。「この雨じゃ、駅までにずぶ濡ぬれになるよね……ああ、どうしよう」由真を見て、「この傘、三人じゃ入れないし……由真ここで待っててくれる？　あお、一回ひなちゃん送って……」

「あああ、いいよいいよ」慌あわてて手を振り、首も振る日奈。「駅まで結けつ構こう歩くからさ」

「でもこんな雨」

「うん、だから」はにかんで言う。「今日は──仕方ないから、迎えの車に来てもらう」

「……ほんと？」

「うん」笑って、「あたしはお嬢じようさまなのだ！　……タクシー代だって持ってるし、大丈夫」

　うそだ、と恕宇は思った。

　だが何も言わなかった。

「でも、ひなちゃん……」まだ不安げな亜緒の声に、

「大丈夫だって。……でも、迎えの車とか、見られたくないなぁ、恥ずかしいし……」

　とにかくあたしは大丈夫だから、という日奈に押されて、由真と亜緒は不ふ承しよう不ふ承しよう、帰宅路についた。

　恕宇も二人と一緒に校門を出た。

　だが、二人と別れる道まで来ると、二人を見送り、急いで校門まで戻った。

　隠かくれて、待つ。

（……ああ、やっぱり）

（……あいつ……）

　日ひ奈なはランドセルにビニールをかけ、雨のなかを歩いて出てきた。

　当然傘かさは持っていない。

　そして日奈の様よう子すは、車とか、タクシーを待っている様子では全然ない。

　やっぱり、と恕じよ宇うは思った。

　冬ふゆ月つき日奈の心に根付く、呪のろいは深い。

　実の父親によるその呪いは常に冬月に影えい響きようを与え、その行動を縛しばっている。自じ家かの権力を嫌っている彼女が、迎えの車など呼ぶはずがない。そして彼女は、タクシー代など持っていない。引っこみ思じ案あんな彼女が、他人の傘をあてにするわけもない──

　結局──

　夕ゆう闇やみの、一いつ寸すん先さきすらまともに見れない豪ごう雨うのなか、冬月日奈は駅に向かって歩き出した。駅に着くまでに（いやもうこの時点ですでに）彼女はずぶ濡ぬれになるだろう。そしてそのずぶ濡れの身体からだで彼女は電車に乗り、濡れた身体で座席に座るなど思いもよらず、彼女は立って日ひ炉ろ理り坂ざかまで帰るのだろう。風か邪ぜを引くかもしれない。肺はい炎えんになり、それをこじらせ死ぬかもしれない。そんなこと、冬月も考えたかもしれない。だが、それでも彼女はそれを選んだのだ。そしてそれを選ばせたのが、彼女にかけられた呪いの力、なのだ。

　いずれ彼女は、その呪いのせいで──

　恕宇は一瞬、駆かけ出しかけた。

　が、すぐに、とまった。

　傘は一本しかないし、

　だいたい、あんなやつがどうなろうとも恕宇の知ったことではない。むしろ肺炎で、風邪をこじらせた肺炎でヒューヒューごほごほ咳せきをしながら死んでいけばいい。そう、恕宇は心につぶやいた。

　恕宇がそうつぶやいている間にもう、

　冬月日奈の後ろ姿は、雨に溶けこみ見えなくなってしまっている。

　──畜ちく生しよう、

　なんだってんだ、あんなやつ。

　あんな、いやなやつ──




　恕宇は空を見上げた。

　依い然ぜん弱まろうとせず滝のように降り注ぐ雨を見上げる。その雨に全身を打たれつつ、見上げたままで歩き出す。傘かさは持っていたが、なぜだろう、さす気になれず、恕じよ宇うはそのまま歩き続けた。ほとんど目をつぶるようにして歩きつつ──




　雨が降ることなんか、

　分からなければよかったのに、と思った。


《番外編・ストレイキャット　ミーツガール　終》
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なかがき／第三の法則







　充分に進歩した科学技術は、魔ま法ほうと見分けがつかない──




　ＳＦ作家クラークの、『クラーク第三の法則』として知られるこの言葉を、最近とみに嚙かみしめたりしています。未来の世界はきっと、魔法のような世界になる──なんて考えていた子供時代、僕にとって『進歩した科学技術』を代表するものの一つに『テレビ電話』がありました。未来の世界では、誰もが大きな画面の中の相手に向かって話をするのだろう、それこそが未来の世界なのだろう、なんて思って十数年、ふと気がつくと、

　もうそれが、存在しているこの時代──

　パソコンは言うに及ばず携帯電話さえ、かつての僕には未来の科学、魔法に思えていたはずでした。ですが今、それは当たり前のように存在し、そして僕は、それをちっとも魔法とは、すごいこととは思えない。考えてみれば、百年前の人間には今の時代はまさに魔法の時代でしょう。だが今の時代を生きる、我々にはそうは思えない。だから、この先どれほど科学が進み、我々から見たら魔法のような時代が現れたとしても、その時代の人間にとってそれはなんら魔法ではない、単なる当たり前の世界なのでしょう。

　そして、多分、

　それはそれでいいのだろうと思います。それこそが魔法なのだと思います。魔法を魔法とありがたがるような世界よりも、魔法を当たり前として受け止めている世界の方が、すてきな世界な気がします。

　そして今いま我々は、そんな時代に生きている。

　魔法のように思えるものは、

　いつの時代にも、当たり前に存在している。

　なんの事件も起こらない何変へん哲てつない日常を、面白く書くことができたなら、それはすごいだろうなぁ、きっと面白いだろうなぁ、とか思います。ああ、書いてみたいなぁ。今の僕にはとてもそんな度ど胸きようはないけど──なんて思いつつ──




　と、いうわけで悪あく魔まのミカタ・番ばん外がい編。




《ストレイキャット　ミーツガール》




　……またも分ぶん冊さつ形式です。

　連作短たん編ぺん集、を目もく論ろんでいたのですが、ページ数はオーバーするわ短編ですらなくなるわ、ああ、過か去こ最大に苦労しました。短編を書くのは長編以上に難しい、ということを、あらためて思い知りました。

　まったく、慣れないことはするものじゃない。

　でも苦労しただけに、気に入ってたりもして……

（……いつか必ず、このリベンジを……）

（ああ、でも、下へ手たの横よこ好ずき、という言葉が、心に沁しみる今日このごろ……）

　なお、全体の構成は、




プロローグ／冬『見けん鬼き』

　第一話／四月『いやな、やつ』

　第二話／五月『はこのなか』

　第三話／六月『人生の探たん偵てい』

　第四話／七月『猫が、消える』

　第五話／八月『天あま津つ甕みか星ぼし』

エピローグ／冬『ストレイキャット』




　となっております。

《リターン》の方もどうかよろしく。




　と、いうわけでなかがきでした。




　以上、

　──実は七巻で赤毛の『彼女』を再登場させようと企たくらんでいたのだが今こん作さくが分冊形式になったせいで水すい泡ほうに帰してしまったのはここだけの秘密だ──の、

　うえお久ひさ光みつ、でした。
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うえお久ひさ光みつ

言葉には力がある。たとえば今作を『ミステリー』だと言い切るのはちょっとアレだが、『みすてりぃ』なら恥ずかしくない。ただひらがなに変えただけ、それでもう勇気百倍、堂々とこれは『みすてりぃ』だと言える。これぞまさしく言葉の力。そして……（次巻に続く）
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イラスト／藤ふじ田た 香かおり

寒くなると動きが鈍くなるカエルのような藤田です。いつも思います……温かいタブレットってないですかね？　右手小指にしもやけできて大弱り……（血行悪し運動しろ～私）。
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